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は
じ
め
に 

 
こ
の
サ
イ
ト
は
、
放
送
大
学
叢
書
の
中
に
あ
る
拙
著
『
西
洋
近
代
絵
画
の
見
方
・
学
び
方
』
（
二

〇
一
一
年
）
に
書
か
れ
た
内
容
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
叢
書
は
、
美
術
史
に
興
味
を
持

た
れ
た
方
々
が
、
西
洋
近
代
絵
画
の
見
方
、
そ
し
て
調
べ
方
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

読
み
や
す
さ
を
旨
と
し
て
お
り
、
過
剰
か
専
門
的
書
誌
情
報
を
書
き
込
む
こ
と
を
避
け
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
書
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て
よ
り
深
く
調
べ
た
い
と
い
う
関
心
を
持
た
れ
た
読
者
の
要

望
に
は
応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
頁
は
、
そ
う
し
た
要
望
に
応
え
る
た
め
に
作
ら
れ
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
著
書
は
、
拙
著
『
美
術
史
と
美
術
理
論
』
（
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、
一
九
九
二
、

一
九
九
六
年
）
を
、
大
幅
に
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
章
立
て
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
が
、
本

論
に
は
、
そ
れ
程
の
異
同
が
な
い
章
も
あ
る
。 

 

第
一
部 

「
西
洋
近
代
絵
画
の
見
方
」
で
は
、
拙
著
の
各
章
に
は
書
き
込
ま
な
か
っ
た
参
考
文

献
を
記
述
し
て
あ
る
。 

 

第
二
部
「
西
洋
近
代
絵
画
の
学
び
方
」
は
、
西
洋
近
代
絵
画
史
研
究
の
た
め
の
、
西
洋
美
術
文
献

和
書
資
料
の
た
め
の
書
誌
学
入
門
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
本
サ
イ
ト
に
記
述
さ
れ
て
い
る
文
献
は
、
大
半
が
、
日
本
大
学
芸
術
学
部
図
書
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
参
照
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
同
学
部O

P
A
C

を
参
照
さ
れ
た
い
。 

h
t
tp

:
//
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tl

i
b.

ci
n
.n
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on

-
u.

a
c.

jp
/o

p
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/e
x
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rt
-q

u
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y
?m
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e
=
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凡
例 

 

省
略
記
号 

A
B

誌:T
h

e
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rt B
u
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tin

;  

B
M

誌:T
h

e
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u
rlin

g
to

n
 M

a
g
a

zin
e
; 

D
A

:T
h

e
 D

ictio
n

a
ry

 o
f A

rt; 

E
W

A
:E

n
cy

clop
ed

ia
 o

f W
orld

 A
rt;; 

J
W

C
I

誌:J
o
u

rn
a
l o

f th
e
 W

a
rb

u
rg

 a
n

d
 C

ou
rta

u
ld

  In
stitu

te
s
; 

 

J
W

I

誌: J
ou

rn
a

l o
f th

e
 W

a
rb

u
rg

 In
stitu

te
; 

科
研
報
告
書
：
科
学
研
究
費
成
果
報
告
書 

木
村
『
イ
エ
ズ
ス
会
』:

拙
著
『
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
と
イ
エ
ズ
ス
会
図
像
の
研
究
』
中
央
公
論

出
版
、
二
〇
〇
七
年 

p
b

k
.:p

a
p

e
rb

a
ck

s 

U
P

:U
n

iv
e
rsity

 P
re

ss 

Z
K

G

誌: Z
eitsch

rift  fü
r K

u
n

stg
e
sch

ich
te 

フ

ュ

ル

テ

ィ

エ

ー

ル

:F
U

R
E

T
IE

R
E

(A
.),D

iction
n

a
ire

 
u

n
iv

e
rse

l,L
a

 
H

a
y
e
 

e
t 

R
o
tte

rd
a
m

.C
h

e
z
 A

.&
 R

.L
e
e
rs,1

6
9

0
,3

 v
o
l.:

復
刻
版 

P
a

ris, L
e
 R

o
b

e
rt,1

9
7

8
 ; 

 

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
和
文
中
心
の
文
献
案
内
と
な
っ
て
い
る
が
、
十
七
世
紀
絵
画
研
究
で
も
、
個

別
画
家
研
究
や
時
代
概
説
的
性
格
の
も
の
は
、
他
の
文
献
案
内
に
譲
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
検

http://artlib.cin.nihon-u.ac.jp/opac/serial-query?mode=2&zcode=20000609&key=B122664069412093
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索
調
査
が
比
較
的
容
易
だ
か
ら
で
あ
る
。
欧
文
資
料
に
関
し
て
は
、
初
学
者
向
け
と
い
う
趣
旨
か

ら
、
独
仏
伊
語
な
ど
で
書
か
れ
た
文
献
は
原
則
と
し
て
避
け
、
英
語
文
献
で
も
入
手
が
比
較
的
に

容
易
な
ペ
イ
パ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
版
の
も
の
、
ま
た
は
、
比
較
的
ど
の
美
術
系
図
書
館
で
も
入
手
が

容
易
な
、
美
術
百
科
事
典
、
あ
る
い
は
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
に
絞
っ
た
。
ま
た
、
欧
文
原
著

の
書
誌
事
項
は
、
原
則
と
し
て
、
英
語
版
ペ
イ
パ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
を
除
い
て
、
著
者
名
原
綴
と
刊

行
年
だ
け
と
し
た
。
よ
り
専
門
的
に
学
ぶ
意
志
の
あ
る
学
生
諸
君
な
ら
ば
、
こ
れ
だ
け
で
も
検
索

の
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。 
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第
一
部 

西
洋
近
代
絵
画
の
見
方 

 
西
洋
絵
画
史
の
通
史 

ハ
ン
デ
ィ
ー
な
入
門
書
と
し
て
は
、 

ウ
ッ
フ
ォ
ー
ド
『
絵
画
の
見
方
』
（
岩
波
書
店
、
叢
書
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
西
洋
絵
画
の
流
れ
・
第

八
巻
、
邦
訳
：
高
橋
裕
子
、
一
九
八
九
年
、
な
お
、
近
年
、
ミ
ュ
ジ
ア
ム
図
書
、
二
〇
〇
五
年
、

か

ら

も

刊

行

さ

れ

て

い

る

。

原

著

英

語

版

p
b

k
,W

O
O

D
F

O
R

D
,L

o
o
k

in
g
 

a
t 

P
ictu

res
,1

9
8
3

,C
a
m

b
rid

g
e
 U

.P
.

）。 

高
階
秀
爾
『
名
画
を
見
る
目
』（
岩
波
新
書
、
正
続
二
冊
、
一
九
六
九
、
七
一
年
）。 

ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
、
二
十
世
紀
ま
で
の
各
時
代
の
代
表
的
な
絵
画
を
選
ん
で
説
明
し
た
、
た
い
へ

ん
明
快
な
入
門
書
で
あ
る
、 

 

第
一
章 

美
術
史
を
学
ぶ
楽
し
み
・
・
・「
作
品
記
述
」
と
「
比
較
」 

 

作
品
の
比
較 

ペ
ヒ
ト
『
美
術
へ
の
洞
察
、
美
術
史
研
究
の
実
践
の
た
め
に
』（
岩
波
書
店
、
邦
訳
・
前
川
誠
郎
、

越
宏
一
、
一
九
八
二
）
の
な
か
の
、
一
〇
七
ー
一
二
五
頁
『
比
較
の
役
割
』
を
参
照
の
こ
と
（
原

著

独

語

初

版

、

P
A

C
H

T
,1

9
7

7
,

英

語

版

p
b

k
で

は

、

T
h

e
 

P
ra

ctice
 

o
f 

A
rt 

H
isto

ry,H
.M

ille
r,1

9
9

9

）。 

森
村
泰
昌
『
美
術
の
解
剖
学
講
義
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
、
初
出
。
一
九
九
六
年
）。 

 

英
語
版p

b
k

で
は
、B

A
R

N
E

T
,

《W
ritin

g
 a

 C
o
m

p
a

riso
n

》,A
 S

h
o
rt G

u
id

e
 to

 W
ritin

g
 

a
b

o
u

t A
rt,C

o
llin

s, 1
9

9
3

. 

 

受
胎
告
知 

平
易
な
入
門
編
と
し
て
は 

高
階
秀
爾
「
受
胎
告
知
・
・
・
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
」
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
「
最
後
の
晩
餐
」

は
な
ぜ
傑
作
か?: 

聖
書
の
物
語
と
美
術
』（
二
〇
一
四
年
、
小
学
館
１
０
１
ビ
ジ
ュ
ア
ル
新
書
） 

こ
の
主
題
に
し
ぼ
っ
た
研
究
書
と
し
て
は
、 

矢
代
幸
雄
『
受
胎
告
知
』（
新
潮
社
、（
一
九
二
七
）
一
九
七
三
年
）、
ま
た
、 

高
階
秀
爾
、
生
田
圓
『
受
胎
告
知
』
（
鹿
島
出
版
会
、
一
九
七
七
年
。
多
く
の
、
鮮
明
な
色
彩
図

版
を
含
む
お
よ
そ
一
三
〇
点
前
後
の
図
版
を
掲
載
。
各
作
品
が
カ
タ
ロ
グ
と
さ
れ
て
お
り
、
文
献

目
録
が
つ
く
）。 

《
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
》
の
作
品
に
つ
い
て
は
、 

岡
田
温
司
「
受
胎
告
知
」（
全
集
・『
名
画
へ
の
旅
』
第
五
巻
、
一
九
九
三
年
、
九
六
ー
一
一
五
頁
）。

同
『
処
女
懐
胎
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
年
）。 

岡
田
温
司
・
池
上
英
洋
『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
受
胎
告
知
』
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
、
二
〇
〇
七
年
）。 

 

西
洋
美
術
史
を
広
く
見
た
研
究
と
し
て
は
、 

一
瀬
あ
ゆ
み
「
グ
レ
ゴ
ー
リ
オ
・
ロ
ペ
ス
帰
属
《
受
胎
告
知
》
に
つ
い
て
・
・
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
十

六―

一
十
七
世
紀
に
お
け
る
受
胎
告
知
画
の
図
像
伝
統
か
ら
「
（『
日
本
大
学
大
学
院
芸
術
学
研
究
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科
博
士
前
期
課
程
・
修
士
・
論
文
作
品
制
作
概
要
集
』
二
〇
〇
四
、
一
〇
七―

一
四
三
頁
）。 

森
田
義
之
・
岡
田
温
司
、
他
、
「
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
《
受
胎
告
知
》
を
読
み
解
く
」

『
芸
術
新
潮
』（
二
〇
〇
七
年
、
６
月
、
二
十―

九
十
頁
）。 

永
澤
峻
「
中
期
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
時
代
の
《
受
胎
告
知
》
図
イ
コ
ン
の
再
検
討--

説
話
図
像
か
ら
「
神

の
顕
現(
テ
オ
フ
ァ
ネ
イ
ア)

」
図
像
へ
の
変
貌
の
過
程
を
追
っ
て(

１)

」『
表
現
学
部
紀
要(

和
光
大

学)

』 
 
(

二
〇
〇
七
年
。
八
号
、
八
三―

一
〇
九
頁
）。 

同
「
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
一
局
面--

シ
ナ
イ
山
《
受
胎
告
知
》
図
イ
コ
ン
中
の
告

知
す
る
天
使
像
を
手
が
か
り
と
し
て
」『
美
術
史
研
究
』（
二
〇
〇
八
年
、
四
六
、
一
一
五―

一
三

六
頁
）。 

 

洋
書
雑
誌
文
献
と
し
て
は
、 

V
A

N
 

D
IJ

K
,

《T
h

e
 

A
n

g
e
lic 

S
a
lu

ta
tio

n
 

in
 

 
E

a
rly

 
B

y
z
a
n

tin
e
 

a
n

d
 

M
e
d

ie
v
a
l 

A
n

n
u

n
cia

tio
n

 Im
g
e
ry

》,B
M

誌,1
9
9

9
. 

 

マ
ル
テ
ィ
ー
ニ 

ヴ
ァ
ン
・
マ
ー
ル
、「
シ
モ
ー
ネ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
」（
鹿
島
研
究
所
出
版
会
、
訳
編
・
鹿
島
卯
女
、

一
九
六
四
、V

A
N

 M
A

R
L

E

）。 

大
原
ま
り
子 

「
シ
モ
ー
ネ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
作
〈
受
胎
告
知
〉
と
都
市
国
家
シ
エ
ナ
に
関
す
る

一
考
察
」（『
美
術
史
研
究(

早
稲
田
大
学) 

』 

一
九
九
八
年
、
三
六
号
、
一
二
一―

一
三
八
頁
。 

 

フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ 

デ
ィ
デ
ィ=

ユ
ベ
ル
マ
ン
『
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
』（
寺
田
・
平
岡
訳
、
平
凡
社
、
仏
語
原
著
初

版
、D

id
i-H

u
b
e
rm

a
n

,1
9
9
0

） 
 

 

グ
レ
コ 

吉
川
逸
治
「
グ
レ
コ
の
「
聖
告
」
に
つ
い
て
」、
『
美
術
研
究
』
（
一
九
四
九
年
、
第
三
号
、
三
三

ー
四
三
頁
）。 

松
井
美
智
子
「
エ
ル
・
グ
レ
コ
晩
年
の
受
胎
告
知
図
に
つ
い
て
」
『
美
術
史
学
』
（
一
九
八
三
年
、

第
五
号
、
二
五
ー
四
八
頁
）。 

雪
山
行
二
、
展
覧
会
『
エ
ル
・
グ
レ
コ
展
』
（
一
九
八
六
年
、
国
立
西
洋
美
術
館
、
カ
タ
ロ
グ
、

作
品
番
号
二
七
、
色
彩
図
版
、
一
九
六
ー
一
九
七
頁
）。 

藤
岡
博
昭
『
夢
か
け
る
・
・
大
原
美
術
館
の
奇
跡
』（
山
陽
新
聞
社
編
・
発
行
、
一
九
九
一
年
）
。 

孝
岡
睦
子
「
日
本
と
エ
ル
・
グ
レ
コ
」
（『
エ
ル
・
グ
レ
コ
展
』
カ
タ
ロ
グ
、
二
〇
一
三
年
、
東
京
都

美
術
館
、
一
五
～
二
〇
頁
、
付
欧
文
）
。 
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第
二
章 

画
家
伝
か
ら
見
た
絵
画 

 
美
術
批
評
史
全
般 

ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ー
リ
『
美
術
批
評
史
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
一
年
、
邦
訳
・
辻
、
原
著 

一
九
四

八
年
）
が
あ
る
。
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
に
つ
い
て
は
、
一
〇
四
ー
一
〇
九
頁
、
ベ
ロ
ー
リ
に
つ
い
て
は
、

一
一
八
ー
一
二
一
頁
。 

 

画
家
伝
全
般
の
文
献
紹
介
と
し
て
は
、 

西
野
嘉
章
『
西
洋
美
術
書
誌
考
』（
二
〇
〇
九
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）。 

『
西
洋
美
術
研
究
』（
二
〇
〇
七
年
、
十
三
号
、
芸
術
家
伝
説
特
集
号
）
に
は
、「
文
献
リ
ス
ト
と

解
題
」(

阿
部
成
樹
（
編
）
、
一
六
ー
二
二
八
頁)

が
あ
り
、
基
礎
的
な
情
報
が
多
く
掲
載
さ
れ
て

い
る
。 

 

個
別
研
究
と
し
て
は
、 

同
号
に
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
（
伊
藤
拓
真
）、
マ
ル
ヴ
ァ
シ
ア
（
高
橋
健
一
）、
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
（
深

谷
訓
子
）
の
論
考
が
あ
る
。 

 

ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
の
全
般
的
な
画
家
伝 

十
七
世
紀
中
葉
以
降
の
画
家
伝
、
批
評
史
に
つ
い
て
の
英
語
版

pbk

の
抄
訳
集
と
し
て
は
、

HARRISON, WOOD,Art in Theory ,1648-1815, Blackwell
,19

92. 

 

英
語
版pbk

と
し
て
は
、 

Artists on Art,J.Murry,(1945)1976,ed.GOLDWATER 
a
nd
 
TREVE

NS
.

一
七
世
紀
で
は
、

カ
ラ
ッ
チ
、
ベ
ル
ニ
ー
ニ
、
パ
チ
ェ
コ
、
ル
ー
ベ
ン
ス
、
プ
ッ
サ
ン
、
ル
・
ブ
ラ
ン
な
ど
に
つ
い

て
の
、
画
家
自
身
の
手
紙
・
美
術
論
の
英
訳
が
あ
る
。 

 

一
次
資
料
を
広
く
集
め
た
英
語
版
資
料
と
し
て
は
、 

HOLT,A Documentary History of Art
,Princeton,pbk.1981(1

947),

が
あ
る
（
フ
ァ
ン
・

マ
ン
デ
ル
、
や
、
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
な
ど
を
含
む
）。 

GOLDWATER,TREVENS,Artists on Art,Murray,1976,(p.1
22

-162
)

に
は
、
一
七
世
紀
の
画

家
に
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
。 

 

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
画
家
伝 

邦
訳
と
し
て
は 

『
ル
ネ
サ
ン
ス
画
人
伝
』
（
白
水
社
、
一
九
八
二
年
、
邦
訳
・
田
中
英
道
、
森
雅
彦
）。
『
続
ル
ネ

サ
ン
ス
画
人
伝
』（
同
、
一
九
九
五
年
、
邦
訳
、
平
川
祐
弘
他
）。 

「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
画
家
、
彫
刻
家
、
建
築
家
ジ
ョ
ッ
ト
の
伝
記
」 

『
ジ
ョ
ッ
ト
の
藝
術
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
八
年
、
邦
訳
と
脚
注
、
三
五
九
ー
三
八

一
頁
、
佐
々
木
英
也
）。 

ま
た
、
語
学
文
庫
で
あ
る
が
、
大
学
書
林
の
、「
美
術
家
列
伝
Ⅰ
、
Ⅱ
」、
に
亀
崎
勝
訳
注
の
次
の

図
書
が
あ
る
。『
ジ
ォ
ッ
ト 

、
ブ
ル
ネ
ッ
レ
ス
キ
』
一
九
八
九
年
。『
ド
ナ
テ
ッ
ロ 

、
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
一
九
九
八
年
。 
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原
典
と
し
て
は
、 

一
五
六
八
年
刊
行
の
伊
語
版
（IDC

）
だ
が
、
簡
単
な
英
訳
（pbk

）
と
し
て
は
、
ペ
ン
ギ
ン
古
典

双
書
（VASARI,Lives of the Artists,1971

）。 

ま
た
は
、
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
も
の
が
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
世
界
古
典
叢
書

(VASARI,1991,pbk.)

に
あ
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
章
に
お
け
る
引
用
は
、
ミ
ラ
ネ
ー
ジ
版

（ed.Milanesi,1879

）
も
参
照
し
た
。 

 

な
お 

『
ル
ネ
サ
ン
ス
彫
刻
家
建
築
家
列
伝
』（
白
水
社
、
一
九
八
九
年
、
監
訳
・
森
田
義
之
）
も

参
考
に
な
る
。  

 

関
連
論
考
と
し
て
、 

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
自
身
に
つ
い
て
は
、
高
階
秀
爾
「
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
歴
史
観
」（
『
西
欧
芸
術
の
精
神
』

青
土
社
、
一
九
七
九
年
、
一
一
六
ー
一
二
六
頁
、
一
九
七
四
年
初
出
）。 

『
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
芸
術
論
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
は
、
高
階
秀
爾
、
若
桑
み
ど
り
、
辻

茂
、
佐
々
木
英
也
、
生
田
圓
各
氏
の
労
作
が
あ
る
。
ま
た
、 

 

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
と
進
歩
の
概
念
に
つ
い
て
は
、 

ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
『
芸
術
と
進
歩
』
（
中
央
公
論
美
術
出
版 
、
一
九
九
一
年
、
邦
訳
・
浦
上
雅
司
、

後
藤
新
治
、
下
村
耕
史
、
原
著
、GOMBRICH,1978

）。 

マ
イ
ナ
ー
『
美
術
史
の
歴
史
』（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年
、
保
井
他
訳
、
第
二
部
、
英
語
版

原
著
初
版
、MINOR,1994

）。 

ル
・
モ
レ
『
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
』（
白
水
社
、
二
〇
〇
三
年
、
邦
訳
・
平
川
、
白
水
社
、
第
三
、
四
部
、

仏
語
原
著pbk,LE MOLLE,1995

）。 

伊
藤
拓
真
「
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
歴
史
記
述
の
内
と
外
・
・｛
芸
術
家
列
伝
｝
の
地
理
的
構
成
」
（『
西

洋
美
術
史
研
究
』
二
〇
〇
七
年
、
十
三
、
十
八
～
四
三
頁
）。 

 

ヴ
ァ
ザ
ー
リ
に
よ
る
作
品
記
述
に
つ
い
て
は
、 

秋
山
聰
「
テ
ク
ス
ト
の
な
か
の
イ
メ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
エ
ク
フ
ラ
シ
ス
を
め
ぐ
る
文
献
研
究
〔
含 

関
連
文
献
解
題
〕」（『
西
洋
美
術
研
究
』
一
九
九
九
年
、
一
、
一
六
四―

一
七
六
頁
）。 

     

ス
ペ
イ
ン
画
家
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、 

リ
エ
ー
リ
ョ

RIELLO

「
奇
人
（
ピ
サ
ー
ロ
）
エ
ル
・
グ
レ
コ
・
・
・
ウ
ィ
ト
ル
ウ
ィ
ウ
ス
と
ヴ

ァ
ザ
ー
リ
へ
の
注
釈
見
る
そ
の
実
像
」
（（『
エ
ル
・
グ
レ
コ
展
』
カ
タ
ロ
グ
、
二
〇
一
三
年
、
東

京
都
美
術
館
、
一
八
九
～
一
九
七
頁
、
付
欧
文
）
。 

 

よ
り
一
般
的
に
は
、MCCOMB,

《Vasari

》EWA,1967(1958).KLIEMAN
N,

《Vasari

》,DA,1
99
6. 

 

ベ
ロ
ー
リ
の
画
家
伝 

 

原
典
と
し
て
は
、 

伊
語
版
（
原
著
初
版 

BELLORI, Le vite
 
,1672)

で
は
、
よ
り
信
頼
の
お
け
る
も
の
と
し
て

は
、1967 Einaudi,ed.Borea

版
が
あ
る
。
画
家
伝
の
英
訳
は
、Ca

mbridge
 UP.,2005,
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trans. by WOHL ; notes by Wohl
. 

 
邦
訳
と
し
て
は
、 

全
訳
は
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
が
、
部
分
的
な
邦
訳
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。 

浦
上
雅
司
「
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ピ
エ
ト
ロ
・
ベ
ッ
ロ
ー
リ
著
「
ド
メ
ニ
キ
ー
ノ
伝
」
翻
訳
と
解
説
」

（『
福
岡
大
学
研
究
部
論
集
・
人
文
科
学
編
』
二
〇
〇
三
年
、 

二
（
六
）、
六
五―

一
一
五
頁
）
。 

 

論
考
と
し
て
は
、 

ベ
ッ
チ
マ
ン
「
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
・
ベ
ッ
ロ
ー
リ
の
絵
画
記
述
」
『
西
洋
美
術
研
究
』
一

号
、 

八
三―

一
〇
〇
頁
、
邦
訳
・
平
川
佳
世
（
独
版
原
著
、BATSCH

MANN,199
5

）。 

浦
上
雅
司
「
ド
メ
ニ
キ
ー
ノ
の
「
剽
切
」
事
件
を
巡
る
考
察
・
・
・
十
七
世
紀
ロ
ー
マ
絵
画
理
論

史
の
観
点
か
ら
」（『
美
の
司
祭
と
巫
女
』
二
〇
〇
二
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
六
三
ー
一
七

九
頁
）。 

森
雅
彦
「G.P.

ベ
ッ
ロ
ー
リ
の
古
典
主
義
・
・
・
・
古
典
主
義
美
術
の
『
光
と
影
』
、
あ
る
い
は

『
プ
ッ
サ
ン
伝
』
の
挿
絵
を
め
ぐ
っ
て
」
（
田
中
英
道
（
研
究
代
表
者
）
『「
古
典
主
義
」
美
術
の

理
論
的
研
究
』
平
成
一
四―

一
五
年
度
科
研
補
助
金
基
盤
研
究(B)

(2
)

研
究
報
告
書
、
二
〇
〇
四

年
、
九
七―

一
一
九
頁
）。 

 

《
イ
デ
ア
論
》
だ
け
は
、 

「
画
家
・
彫
刻
家
・
建
築
家
の
イ
デ
ア
・
・
自
然
よ
り
優
れ
た
自
然
美
の
選
択
」『
イ
デ
ア
』（
パ

ノ
フ
ス
キ
ー
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
四
年
、
邦
訳
・
伊
藤
博
明
、
富
松
保
文
、
二
〇

〇―

二
二
〇
頁
）
に
邦
訳
が
あ
る
（
原
著
の
独
語
初
版
は
、PANOF
SK
Y,1924

）
。 

 

英
訳
と
し
て
は
、 

英

語

伊

語

訳

pbk

は

、

Idea,A 
Concept 

in 
Art 

Theory
/,96

8,Har
pe
r 

& 

Row/Coll.Icon,tr.by PEAKE(J.P.S),p154-177

。
英
訳pbk

と
し
て
は
、ENGASS
とBR

OWN

に
よ
る
抄
訳
集
が
あ
る
。Italy and Spain,1600-1750,Prentice-H..19

70

）。 

ホ
ッ
ケ
「《
イ

デ
ア
と
魔
術
的
自
然
》」（『
迷
宮
と
し
て
の
世
界
』
美
術
出
版
社
、
一
九
六
六
年
、 

邦
訳
・
種
村

季
弘
、
矢
川
澄
子
、
六
七―

八
二
頁
、
独
語
版
原
著HOCKE,1957

）
も
参
照
の
こ
と
。 

 

《
十
七
世
紀
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
絵
画
論
の
あ
り
方
》
に
関
す
る
論
考
と
し
て
は
、 

岡
田
温
司
「<

真
実>

と<

真
実
ら
し
い
こ
と>

」（『
芸
術
と
理
論
の
歴
史
』、
京
都
大
学
美
学
美
術

史
学
研
究
会
編
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年
、
四
一
七
ー
四
二
六
頁
）。 

同
「
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
形
成
、
試
論
・
・
・
ジ
ュ
リ
オ
・
マ
ン
チ
ー
ニ
を
手
掛
か
り
に
・
・
」

（『
美
学
』、
一
九
九
三
年
、
一
七
四
号
、
一
二
ー
二
三
頁
）、 

同
『
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
の
登
場
』（「
も
う
ひ
と
つ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
」（
人
文
書
院
、
一
九
九
四
年
、

第
五
章
）。 

高
橋
健
一
「
第
三
の
場—

一
七
世
紀
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
美
術
展
覧
会(

展
示)

に
つ
い
て
の
覚
え

書
き
（『
西
洋
美
術
研
究 

』
二
〇
〇
四
年
、
一
〇
、
一
二
一―

一
二
九
頁
）。 

 

英
語
論
文
で
は
、G

O
L

D
S

T
E

IN
,A

B

誌
、1

9
9
1

,

に
も
詳
し
い
。 

 

そ
の
他
の
、
画
家
伝 
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《
イ
タ
リ
ア
》 

 

バ
リ
オ
ー
ネ
に
つ
い
て
は
、 

浦
上
雅
司
「
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
リ
オ
ー
ネ
著
｛
ド
メ
ニ
コ
・
ザ
ン
ピ
エ
ー
リ
伝
｝: 

翻
訳
と
解

説
」（『
福
岡
大
學
人
文
論
叢
』
二
〇
〇
三
年
、
三
五
巻
三
号
、
一
二
五
九―

一
二
九
〇
頁
）
。 

 

ア
グ
ッ
キ
に
つ
い
て
は
、 

浦
上
雅
司 

「
近
世
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
絵
画
叙
述
と
ア
グ
ッ
キ
」
（『
福
岡
大
學
人
文
論
叢
』
二

〇
〇
五
、
三
七
巻
（
三
号
）、
八
一
一―

八
四
四
頁
）。 

マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
高
橋
健
一
「
小
説
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
す
べ
て
真
実
で
あ
る
だ

ろ
う
・
・
・
カ
ル
ロ
・
チ
ェ
ザ
ー
レ
・
マ
ル
ヴ
ァ
ジ
ア
の
美
術
史
記
述
に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」

(

『
西
洋
美
術
研
究
』
二
〇
〇
七
年
、
十
三
、
四
四
～
七
二
頁
）
。 

 

バ
ル
ト
ロ
ッ
ツ
ィ
、
バ
ル
デ
ィ
ヌ
ッ
ツ
ィ
に
つ
い
て
は
、 

坂
本
篤
史
「
ヤ
コ
ポ
・
ヴ
ィ
ニ
ャ
ー
リ
に
つ
い
て
・
・
・
そ
の
批
評
を
中
心
に
・
・
・
」（『
美
術

史
論
集
（
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
）』（
二
〇
一
三
年
、
一
三
号
、
一
〇
二―

一
二
六
号
。 

 

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
に
関
す
る
イ
タ
リ
ア
十
七
世
紀
の
画
家
伝
に
つ
い
て
は
、 

石
鍋
真
澄
・
三
好
徹
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
伝
記
資
料
』「
成
城
短
期
大
学
紀
要
」（
一
九
八
六
年
、

十
七
号
、
二
七
ー
六
四
頁
）・ 

 

英
語
版pbk

と
し
て
は 

FRIERDLAENDER,Caravaggio Studies,Schocken,(1955)1972. 

 

《
フ
ラ
ン
ス
》 

 

フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
の
原
典
に
つ
い
て
は
、 

「
原
典
資
料
紹
介 

ア
ン
ド
レ
・
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
・
王
立
絵
画
彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
講
演
録
序
」(
上)

（『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
一
九
八
九
年
、
十
七
・
十
八
、
一
〇
五
～
一
一
五
頁
、
邦
訳
・
栗

田
秀
法
・ 

木
俣 

元
一
・ 

小
林 

久
見
子
、
他
訳
）・ 

 

「
原
典
資
料
紹
介 

ア
ン
ド
レ
・
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
「
王
立
絵
画
彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
講
演
録
序
」(

下)  

（『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
二
〇
〇
一
、
十
九
、
八
三
～
一
〇
一
頁
、
邦
訳
・
栗
田 

秀
法
・ 

木

俣
元
一
、
他
） 

 

関
連
論
文
と
し
て
は
、 

 

島
本
浣
「
ル
ネ
・
デ
モ
リ
ス
編
・
注
釈, 

『
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン-

古
今
の
卓
越
し
た
画
家
の
生
涯
と

作
品
に
つ
い
て
の
対
話 

I, 
II 

』
（
『
美
學
』
一
九
八
一
年
、
四
一
（
四
）, 

七
四
頁

http://ci.nii.ac.jp/naid/110003713982

） 

 

フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
の
理
論
に
つ
い
て
は
、 

http://ci.nii.ac.jp/naid/110003713982
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島-+

本
浣
「
ロ
ジ
ェ
・
ド
・
ピ
ル
と
一
八
世
紀
の
美
術
批
評
」（『
美
学
』
一
九
八
七
年
、
一
四
九

号
、
一
三
ー
二
五
頁
）
の
な
か
に
若
干
の
紹
介
が
あ
る
。 

杉
山
喜
多
子
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
の
風
景
表
現--

ア
ン
ド
レ
・
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
の
著
作
よ
り
」

（『
京
都
市
立
芸
術
大
学
美
術
学
部
研
究
紀
要
』
一
九
八
四
年
、
三
八
、
三
一
～
五
一
頁
）。 

 

エ
ニ
ッ
ク
（N.
）『
芸
術
家
の
誕
生
・
・
・
フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
時
代
の
画
家
と
社
会
』(

二
〇
一

〇
、
岩
波
書
店
、
邦
訳
・
佐
野
泰
雄
（
仏
語
原
著 

1
9

9
3

, H
E

IN
IC

H
､

ペ
ー
パ
バ
ッ
ク
ス
）。 

 

島
本
浣
「
フ
ラ
ン
ス
古
典
主
義
時
代
の
絵
画
思
想
・
・
・
ア
カ
デ
ミ
ー
を
中
心
に
し
て
」（『
芸
術

の
線
分
た
ち
』
昭
和
堂
、
一
九
九
八
年
、
三
八
～
六
四
頁
） 

 

大
野
芳
材
「
１
６
６
７
年
の
「
コ
ン
フ
ェ
ラ
ン
ス
」 : 

宗
教
画
事
始
」
（『
青
山
学
院
女
子
短
期

大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
』
二
〇
〇
四
年
、
十
二
、
一
二
九
～
一
四
六
頁
）。 

 

拙
論
「
ア
ン
ド
レ
・
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
著
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
伝
」
・
・
・
一

六
二
〇―

四
〇
年
代
に
お
け
る
宗
教
画
制
作
を
視
点
に
考
え
る
」（『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』

二
〇
一
〇
年
、
五
一
号
、
三
九―

五
四
頁
）。 

 

秋
元
優
季 

「
ア
ン
ド
レ
・
フ
ェ
リ
ビ
ア
ン
の
生
涯
と
業
績
」『
日
本
大
学
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』2013

-9

、

http://galeriecont.cin.nihon
-u.ac.jp/dat/2013-9-19_AK

IM
OTO_FEL

IBIEN.pdf
 

 

ア
カ
デ
ミ
ー
に
つ
い
て
は 

大
野
芳
材+

「
王
立
絵
画
ア
カ
デ
ミ
ー
の
功
罪
」（『
美
術
と
都
市
』
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
四
年
、

二
一
一―

二
一
九
、
二
三
七―

二
三
八
頁
）。 

 

《
オ
ラ
ン
ダ
》 

 

カ
ー
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
の
原
典
に
つ
い
て
は
、 

カ
ー
レ
ル
・
フ
ァ
ン
・
マ
ン
デ
ル
『「
北
方
画
家
列
伝
」
注
解 

』（ 

尾
崎
彰
宏 

・
幸
福
輝
・ 

廣
川
暁
生
・
深
谷
訓
子
、 

編
訳
、
二
〇
一
四
、
中
央
公
論
美
術
出
版
） 

 

ハ
ウ
ブ
ラ
ー
ケ
ン
と
、
ド
イ
ツ
人
の
ザ
ン
ド
ラ
ル
ト
が
書
い
た
画
家
伝
に
つ
い
て
は
、 

尾
崎
彰
宏
『
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
工
房
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
五
年
、
第
一
章
）。 

 

ア
ン
ゲ
ル
他
に
つ
い
て
は
、 

高
橋
達
史
「
回
転
す
る
車
輪
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
・
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
ン
ゲ
ル
《
絵
画
芸
術

礼
讃
》
と
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
」
（『
美
術
史
』
（
一
九
八
二
年
、
一
一
二
号
、
七
六
ー
九
四

頁
）。 

同
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ア
ン
ゲ
ル
？
《
絵
画
芸
術
礼
賛
》
と
一
七
世
紀
前
半
の
オ
ラ
ン
ダ
の
物
語

画
」（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
一
九
八
二
年
、
十
三
号
、
六
三
ー
一
一
三
頁
）。 

同
「
選
り
抜
き
の
自
然
さ
・
・
・
ク
ニ
ッ
ベ
ル
ヘ
ン
、
フ
ァ
ン
・
ホ
ー
イ
エ
ン
、
ポ
ル
セ
リ
ス
の

<

早
描
き
競
技>

逸
話
を
め
ぐ
っ
て
」（『
美
術
史
論
叢
』
一
九
八
四
年
、
一
号
、
三
六―

六
四
頁
）。 



11 

 

 
個
別
研
究
で
は
、 

千
速
敏
男
「
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
美
術
理
論
に
つ
い
て
の
一
考
察
・
・
・schi

ld
erach

ti
ch

に
つ
い
て
」（『
美
学
』
一
九
九
二
年
、
一
六
八
号
、
四
六
ー
五
六
頁
）。 

  

《
イ
ギ
リ
ス
》 

十
六
世
紀
末
で
は
あ
る
が
、 

ヒ
リ
ア
ー
ド
『
リ
ム
ニ
ン
グ
芸
術
論
』
（
昭
和
六
三
年
、
平
成
元
年
、
二
年
度
科
研
補
助
金
研
究

報
告
書
、
邦
訳
と
解
題
、
一
九
九
一
年
、
潮
江
宏
三
）。 

 

《
ス
ペ
イ
ン
》 

パ
チ
ェ
コ
に
つ
い
て
は
、 

近
年
、
邦
訳
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。 

「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
チ
ェ
ー
コ
《
絵
画
論
》（
翻
訳
）」（『
ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
美
術

史
研
究
』
二
〇
〇
〇
ー
二
〇
〇
四
年
、
一
～
五
号
、
邦
訳
・
松
原
、
貫
井
、
楠
根
、
大
坪
、
松
田
、

太
田
、
浅
野
、
鳥
居
、
金
沢
、
川
瀬
。
久
々
湊
、
諸
星
、
岸
、
木
下
、
松
井
、
久
米
、
安
發
、
門

田
、
浅
若
、
薗
部
）。 

  

大
高
保
二
郎
「
パ
チ
ェ
ー
コ
の
《
絵
画
論
》
解
題
』」（
同
誌
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
号
、
二
一
～
二

三
頁
。 

 

ウ
ー
ガ
ス
（B

・
パ
セ
ゴ
ダ
・
イ
）「
パ
チ
ェ
ー
コ
の
《
絵
画
論
》
解
題
」（
抄
訳
）（
同
誌
、
二
〇

〇
一
年
、
二
号
、
二
三
ー
二
八
頁
）。 
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第
三
章 

情
念
表
現
か
ら
見
た
絵
画 

 
初
期
資
料 

ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
の
絵
画
論
に
つ
い
て
は
、 

『
絵
画
論
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
邦
訳
、
三
輪
福
松
、
一
九
七
一
年
、
特
に
『
第
二
巻
』
。
英

訳
版pbk

で
は
、ALBERTI,On Painting,Yale Pap.;Spencer,19

66

）。 

 

レ
オ
ナ
ル
ド
の
絵
画
論
に
つ
い
て
は
、 

『
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
記
』
（
岩
波
文
庫
、
邦
訳
、
杉
浦
明
平
、
一
九
五
四
年
、

二
巻
、
特
に
上
巻
の
『
運
動
と
表
情
』）。 

英
語
版

pbk

で
は
、The 

Notebooks 
of 

Leonardo 
Da 

Vinch,
2 

vols
.,
1970,ed. 

by 

RICHTER,Dover. 

 

概
論
的
な
論
考 

基
礎
文
献
と
し
て
は
、 

リ
ー
「
詩
は
絵
の
ご
と
く
・
・
人
文
主
義
絵
画
論
」『
絵
画
と
文
学
』（
一
九
八
四
年
、
中
森
義
宗

編
、
中
央
大
学
出
版
部
、
邦
訳
・
森
田
義
之
、
篠
塚
二
三
男
、
二
一
九
ー
二
三
〇
頁
。
難
解
な
論

考
で
は
あ
る
が
、
こ
の
論
文
は
、
十
七
世
紀
美
術
論
を
考
え
る
時
の
基
礎
資
料
で
あ
る
。 

原
著
英
語
論
文
は
、LEE,AB

誌
、1940. 

 

物
語
画
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、 

バ
ク
サ
ン
ド
ー
ル
「
物
語
画
（
イ
ス
ト
リ
ア
）
、
身
体
と
そ
の
言
語
」
（『
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
の
社

会
史
』
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
、
八
六
ー
一
二
六
頁
、 

英
語
版pbk

の
原
著
、BAXANDALL,Painting and Experience in Fifteenth Century in 

Italy,Oxford Pap.,(
1972)1989. 

 

個
別
研
究 

プ
ッ
サ
ン
の
絵
画
論
に
つ
い
て
は
、 

近
藤
昭
『
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
の
書
簡
集
に
つ
い
て
』
（『
芸
術
学
論
叢
』
六
号
、
一
九
八
四
年
、

一
五
ー
二
二
頁
）。 

 

《
マ
ナ
の
収
集
》
に
つ
い
て
は
、 

拙
論
「
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
作
「
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
の
誓
い
」
と
群
像
構
成
理
論
」『
思
想
』（
一
九
八
九

年
七
月
、
九
六
ー
一
二
八
頁
）。 

 

栗
田
秀
法
「
マ
ナ
の
収
集
」
（
全
集
『
名
画
へ
の
旅
』
第
一
二
巻
、
一
九
九
四
年
、
七
二―

九
五

頁
）。 

 

同
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
作
《
マ
ナ
の
収
集
》・
・
・
織
り
込
ま
れ
た
新
ス
ト
ア
派
的
範
例
」（『
プ

ッ
サ
ン
に
お
け
る
語
り
と
寓
意
』
三
元
社
、
二
〇
一
四
年
、
Ⅱ―

三
、
初
出
一
九
九
四
年
）。 
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拙
論
「
革
命
期
前
後
の
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
・
・
誇
張
表
現
と
そ
の
歴
史
・
・
・

フ
ラ
ン
ス
革
命
二
〇
〇
周
年
」『
學
鐙
』（
一
九
八
八
年
、
一
二
月
、
四
六
ー
五
一
頁
）。 

 

十
七
世
紀
イ
タ
リ
ア
で
の
情
念
表
現
や
、
デ
コ
ー
ル
ム
理
論
に
つ
い
て
は
、 

浦
上
雅
司
「
サ
ッ
キ
と
コ
ル
ト
ー
ナ
の
論
争
に
関
す
る
一
省
察
・
・
そ
の
評
価
を
巡
っ
て
」（『
美

術
史
の
六
つ
の
断
面
』
美
術
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
二
〇
〇
～
二
一
三
頁
）。 

 

十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
こ
の
理
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、 

デ
ィ
ド
ロ
『
絵
画
に
つ
い
て
』（
岩
波
文
庫
、
佐
々
木
健
一
訳
、
二
〇
〇
五
年
、
第
四
章
、
一
七

六
七
年
）。 

伊
藤
巳
令
「
グ
ル
ー
ズ
作
《
小
鳥
の
死
を
嘆
く
少
女
》
に
み
る
‘
叙
述
’
の
手
法
の
考
察
」
『
美

術
史
』（
一
九
九
一
年
、
一
三
〇
号
、
一
六
六
ー
一
八
二
頁
）。 

 

英
語
版pbk

と
し
て
は
、BRYSON,Word and Image,Cambridge U.

P.,1981
. 

 

《
動
物
類
推
理
論
》
に
つ
い
て
は
、 

バ
ル
ト
ル
シ
ャ
イ
テ
ィ
ス
「
動
物
感
相
学
」
（『
ア
ベ
ラ
シ
オ
ン
』
同
著
作
集
１
、
一
九
九
一
年
、

邦
訳
・
種
村
季
弘
、
一
一
ー
八
八
頁
。
原
著
初
版
、BALTRUSAITIS

,1
957

）。 

ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
「
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
の
実
験
」（『
芸
術
と
幻
影
』
岩
崎
美
術
社
、
一
九
七
九
年
、
邦

訳

、

瀬

戸

慶

久

、

四

四

四

～

四

八

〇

頁

、

英

語

版

は

、

G
OMRICH,Art 

and 

Illusion,Phaidon,1959;pbk,1977

）。 

ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
「
仮
面
と
顔
」（『
イ
メ
ー
ジ
と
目
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
九
一
年
、
邦
訳
、

白
石
和
也
、
九
五
～
一
二
一
、
二
九
五
～
二
九
六
頁
、
英
語
版
原
著
、GOMBR

IC
H,1982

）。 

高
階
秀
爾
「
人
相
学
・
・
四
性
論
と
動
物
類
推
」
『
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
夜
話
、
近
代
の
黎
明
に
生
き

た
人
々
』（
河
出
文
庫
一
九
八
七
年
、
初
出
・
一
九
六
〇
年
）。 

高
山
宏
「
＜
神
の
筆
跡
＞
と
し
て
の
顔
・
・
ラ
フ
ァ
タ
ー
《
観
相
学
入
門
》
」
『
ユ
リ
イ
カ
』
（
一

九
八
三
年
六
月
号
）。 

同
「
観
相
学
の
流
行
」『
近
代
文
化
史
入
門
』（
二
〇
〇
七
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
一
二―
二

二
六
頁
）。 

 

関

連

し

た

英

語

版

百

科

事

典

の

な

か

の

項

目

と

し

て

は

、

B
IALOSTO

CK
I,

《Characterization

》,EWA,1960(1958)

（
図
版
三
五
点
）。 

 

《
デ
カ
ル
ト
》
に
つ
い
て
は
、「 

情
念
論
」『
デ
カ
ル
ト
』（
叢
書
、
世
界
の
名
著
、
二
二
、
一
九
六
七
年
、
邦
訳
、
野
田
又
夫
。
特

に
、
六
九
、
七
三
ー
七
四
、
一
一
三
の
各
節
）。 
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第
四
章 

時
代
考
証
か
ら
見
た
絵
画 

 
《
デ
コ
ー
ル
ム
の
概
念
》
に
つ
い
て
は
、 

リ
ー
『
詩
は
絵
の
ご
と
く
・
・
』（
前
掲
書
、
一
九
四
ー
三
六
二
頁
）。J

O
Y

C
E

,

《G
a

sp
in

g
 a

t 

S
h

a
d

o
w

s
》,A

B

誌,1
9

9
2

. 

 

《
ル
ー
ベ
ン
ス
に
お
け
る
引
用
》
に
つ
い
て
は
、 

高
橋
裕
子
「
ル
ー
ベ
ン
ス
の
芸
術
に
お
け
る
借
用
と
創
造
」『
美
術
史
』（
一
九
八
七
年
、
一
二
二
、

八
五
ー
九
八
頁
）。 

中
村
俊
春
「
ル
ー
ベ
ン
ス
作
《
キ
リ
ス
ト
の
笞
打
ち
》
を
め
ぐ
っ
て
」『
美
術
史
』（
一
九
八
八
年
、

一
二
四
、
一
〇
九
ー
一
二
一
頁
）。 

 

《
プ
ッ
サ
ン
に
お
け
る
引
用
》
の
問
題
に
つ
い
て
は
、 

フ
リ
ー
ド
レ
ン
ダ
ー
『
プ
ッ
サ
ン
』
（
美
術
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
、
十
七―

二
十
四
頁
、
仏
語

版F
R

IE
D

L
A

E
N

D
E

R
,1

9
6
5

）。 

拙
著
『
プ
ッ
サ
ン
』
（
一
九
八
四
年
、
全
集
、
カ
ン
ヴ
ァ
ス
世
界
の
大
画
家
、
第
十
四
巻
、
付
録

Ⅰ
参
照
）。D

E
M

P
S

E
Y

,

《P
o
u

ssin
 a

n
d

 E
g
y
p

te
》,A

B

誌,1
9

9
3

. 

 

《
サ
ビ
ニ
の
女
た
ち
》
に
つ
い
て
は
、 

浦
上
雅
司
「
サ
ビ
ニ
の
女
た
ち
の
略
奪
」
（
全
集
・『
名
画
へ
の
旅
』
第
十
一
巻
、
一
九
九
三
年
、

九
六―

一
一
四
頁
）。 
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第
五
章 

様
式
か
ら
見
た
絵
画 

 
様
式
論
一
般 

佐
々
木
健
一
「
様
式
」（『
美
学
辞
典
』
一
九
九
五
年
、
東
京
大
学
出
版
局
、
一
二
八
ー
一
三
八
頁
）。 

 

ゲ
ー
テ
の
論
考
は
、 

「
様
式
に
つ
い
て
」（『
ゲ
ー
テ
の
芸
術
論
』
原
著
初
版
、
一
七
八
九
年
、
邦
訳
・
新
田
靖
一
、
一

九
八
三
年
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
ー
九
頁
）。 

 

リ
ー
グ
ル
の
著
作
は
、 

『
美
術
様
式
論
』（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
七
〇
年
、
邦
訳
・
長
広
敏
雄
、
独
語
版
原
著,R

IEGL,18
93

）。 

 

フ
ォ
シ
ヨ
ン
の
著
作
は
、 

『
か
た
ち
の
生
命
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
、
邦
訳
・
阿
部
成
樹
、
仏
語
版
原
著
、

FOCILLON,1934

）。 

 

バ
ル
ト
ル
シ
ャ
イ
テ
ィ
ス
の
著
作
は
、 

『
異
形
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
、
邦
訳
・
馬
杉
宗
夫
、
仏
語
原
著
、BA

L
T
RU
S

（
注
意
）A

I
T
I
S
,
 1931,1986

）
対
象
は
中
世
彫
刻
で
あ
る
が
、
よ
り
平
易
で
、
生
態
学
的
類
型

論
の
方
法
も
取
り
入
れ
て
い
る
。 

 

ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
に
は
限
ら
ず
、
リ
ー
グ
ル
、
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
、
シ
ャ
ピ
ロ
な
ど
の
学
者
の
様
式
論

の
紹
介
と
し
て
は
、 

細
井
雄
介
「
様
式
論
の
生
命
力
」
（『
芸
術
の
理
論
』
講
座
・
二
〇
世
紀
の
芸
術
、
一
九
九
〇
年
、

七
三
ー
一
〇
八
頁
）。 

斉
藤
稔
「
様
式
問
題
の
芸
術
学
的
視
座
」（
『
藝
術
研
究
』
広
島
芸
術
学
研
究
会
、
一
九
九
二
年
、

第
４
号
、
四
三
ー
六
〇
頁
）。 

 

様
式
論
な
ど
を
含
む
、
ド
イ
ツ
系
美
術
史
の
学
説
に
つ
い
て
は
、 

英
語
版pbk

の
、SCHIFF(ed.),German Essays on Art History,Co

ntinuum
,1
988.

ま
た
、 

 

近
世
美
学
史
の
な
か
で
位
置
に
つ
い
て
は
、 

PODRO, The Critical Historians of Art,Yale U.P.,1982. 

 

様
式
の
心
理
学
に
つ
い
て
は
、 

ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
「
様
式
の
心
理
学
」（『
装
飾
芸
術
論
』
一
九
八
九
年
岩
崎
美
術
社
、
邦
訳
、
白
石

和
也
、
三
五
四
～
三
九
五
頁
。 

 

英
語
版

pbk

で
あ
る
、GOMBRICH,

《The 
Psychology 

of
 
Styl

es

》,The 
Sense 

of 

Order,Phaidon,1979. 

 

バ
ロ
ッ
ク
概
念
一
般 
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フ
リ
ー
ド
レ
ン
ダ
ー
『
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
と
バ
ロ
ッ
ク
の
成
立
』
（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
七
三
年
、

邦
訳
・
斉
藤
稔
、
一
九
七
三
、
原
著FRIEDALENDER,1925

-2
6, 

英
語
版pbk

で
は
、Mannerism & Anti-Mannerism in Italian Painting,

Sc
hocken,1965 

 

ド
ル
ス
『
バ
ロ
ッ
ク
論
』
（
築
摩
叢
書
、
一
九
六
九
年
、
邦
訳
・
成
瀬
駒
夫
、
ま
た
、
美
術
出
版

社
版
、
一
九
七
〇
、
邦
訳
・
神
吉
敬
三
、
仏
語
版
原
著,D

’ORS,1
93
5

、 

 

高
階
秀
爾
「
ド
ル
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
論
」
『
美
の
思
索
家
た
ち
』
一
九
八
三
年
、
青
土
社
、
三
四
九

―

三
六
八
頁
、
に
は
様
式
論
で
は
な
い
、
文
化
概
念
と
し
て
の
バ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
優
れ
た
解

説
が
あ
る
）。 

 

プ
ラ
ー
ツ
「
バ
ロ
ッ
ク
序
説
」（『
官
能
の
庭
』
あ
り
な
書
房
、
一
九
九
二
年
、
邦
訳
、
森
田
義
之
、

二
一
三
～
二
三
五
、
六
三
七
～
六
四
〇
頁
、
伊
語
原
著
、PRAZ,1953

,1956

）。 

 

ル
ー
セ
『
フ
ラ
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
期
の
文
学
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
邦
訳
・
伊
東
廣
太

他
、
仏
語
版
原
著
、ROUSSET,1954

）。 

  

バ
ロ
ッ
ク
研
究
史
を
整
理
し
た
も
の
で
は
、 

タ
ピ
エ
『
バ
ロ
ッ
ク
芸
術
』
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
、
一
九
六
二
、
邦
訳
・
坂
本
満
、
高
階
秀
爾
、
仏
語

原
著,TAPIE,1961

）。 

 

ボ
ヌ
フ
ォ
ワ
『
バ
ロ
ッ
ク
の
幻
惑 

・
一
六
三
〇
年
の
ロ
ー
マ
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
九
年
、 

邦
訳
・
島
崎
ひ
と
み
・
阿
部
良
雄
（
監
）、
仏
語
原
著
、BONNEFOY,

19
70

）。 

 

谷
川
渥
「
バ
ロ
ッ
ク
論
ノ
ー
ト
」（『
バ
ロ
ッ
ク
の
本
箱
』
北
宋
社
、
一
九
九
一
年
、
二
四
九
～
二

六
六
頁
、
初
出
一
九
八
〇
年
）。 

 

ボ
ー
サ
ン
『
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
詩
学
・
・
・
バ
ロ
ッ
ク
と
は
何
か
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
、

仏
語
版
原
著
、BEAUSSANT,1981

）。 

 

藤
井
康
生
「
バ
ロ
ッ
ク
の
系
譜
」（
同
書
、
一
九
八
六
年
、
一
六
三―

二
二
〇
頁
）。 

 

浦
上
雅
司
「
ピ
エ
ト
ロ
・
ダ
・
コ
ル
ト
ー
ナ
の
初
期
の
活
動
に
つ
い
て
」（
『
美
術
史
論
叢
』
一
九

八
五
年
、
二
号
、
七
五―

九
〇
頁
）。 

 

高
階
秀
爾
『
バ
ロ
ッ
ク
の
光
と
闇
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
、
一
章
。「
バ
ロ
ッ
ク
」
と
い
う
言

葉
の
語
源
に
つ
い
て
、
パ
ノ
フ
キ
ー
の
見
解
を
紹
介
）。 

 

様
式
概
念
と
し
て
の
バ
ロ
ッ
ク 

 

《
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
著
作
の
邦
訳
・
英
訳
》
と
し
て
は
、 

ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
『
美
術
史
の
基
礎
概
念
・
・
・
近
世
美
術
に
お
け
る
様
式
発
展
の
問
題
』（
二
〇
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〇
〇
年
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
邦
訳
・
海
津
忠
雄
）。
原
著
独
語
初
版
は
、
一
九
一
五
年
。 

 
英
訳pbk

も
あ
る
、Fundamental Principles of Art History,Dov

er
,1950

。 

英

語

版
pbk

で

あ

る

、

KLEINBAUER,Modern 
Perspectives 

in 
Western 

Art 

History,Holt,R. and W.,1971,

の
中
に
も
紹
介
が
あ
る
。LANG,

《St
yl
e

》,EA,1998.
 

 

「
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
講
演
要
旨
＜
造
形
芸
術
に
け
る
様
式
の
問
題
＞
お
よ
び
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
の

慶
祝
記
事<

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン>

」
（『
聖
心
女
子
大
学
論
叢
』
、
一
九
八
九
年
、
七
三

集
、
一
三
七
ー
十
六
二
頁
、
邦
訳
・
細
井
雄
介
）。 

 

《
古
典
主
義
》
を
考
え
る
に
は
、 

ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
『
古
典
美
術
』（
美
術
出
版
社
、
邦
訳
・
守
屋
謙
二
、
一
九
六
二
年
、
特
に
レ
オ

ナ
ル
ド
の
《
晩
餐
》
に
つ
い
て
は
、
四
三
ー
四
八
頁
参
照
。
原
著
独
語
初
版
は
一
八
九
九
年
。 

英
訳pbk

で
は
、Classic Art

, Phaidon,1980

）。 

 

美
術
史
に
お
け
る
古
典
主
義
の
、
美
学
的
概
念
、
様
式
概
念
、
時
代
概
念
に
つ
い
て
平
易
に
ま
と

め
て
あ
る
記
述
と
し
て
は
、 

高
階
秀
爾
「
古
典
主
義
（
美
術
）」『
世
界
大
百
科
事
典
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
）
。 

 

《
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
学
説
》
を
紹
介
し
た
論
考
と
し
て
は
、 

ウ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
「
様
式
分
析
入
門
」『
絵
画
の
見
方
』（
前
掲
書
、
十
一
章
、
八
四
ー
九
三
頁
）。、 

 

神
林
恒
道
「
様
式
史
と
し
て
の
美
術
史
」、
『
芸
術
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
八
九

年
、
二
二
ー
二
七
頁
）。 

 

久
保
光
志
「
バ
ロ
ッ
ク
論
の
根
底
に
あ
る
も
の
・
・
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て
」（『
跡

見
学
園
女
子
大
学
美
学
美
術
史
学
科
報
』、
一
九
八
二
年
、
一
〇
号
、
一
ー
十
六
頁
）。 

 

海
津
忠
雄
「
美
術
史
に
お
け
る
対
象
の
概
念
・
・
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
と
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
」（『
哲
学
』、

一
九
八
九
年
、
八
八
集
、
一
三
三
～
一
六
三
頁
）。 

 

マ
イ
ナ
ー
『
美
術
史
の
歴
史
』（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年
、
保
井
他
訳
、
第
三
部
、
英
語
版

原
著
初
版
、MINOR,1994

）。 

 

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン 

 

初
学
者
に
は
、 

高
橋
裕
子
「
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」『
西
洋
美
術
の
こ
と
ば
案
内
』
（
第
一
部
参
照
）。 

 

個
別
研
究
で
は
、 

ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
の
作
品
に
つ
い
て
は
、 

マ
ー
ク
・
ロ
ス
キ
ル
「
絵
画
の
帰
属
」
「
忘
れ
ら
れ
て
い
た
画
家
の
再
発
見
」
（『
美
術
史
と
は
何

か
』
一
九
八
七
年
、
日
貿
出
版
社
、
十
五―

三
八
、
一
六
一―

一
八
二
頁
）
。
（
英
語
版
原
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著,pbk.ROSKILL, What is Art History ? ,1976,ch,1,6

）。 

 
本
質
的
な
議
論
は
、 

FRIEDLAENDER,

《Artistic Quality: Original and Copy

》,BM

誌,1941. 

 

フ
リ
ー
ト
レ
ン
ダ
ー
「
作
者
決
定
の
客
観
的
根
拠
」『
芸
術
と
芸
術
批
評
』（
岩
崎
美
術
社
、
千
足

伸
行
訳
、
一
九
六
八
年
、
美
術
名
著
選
書
９
、
一
四
二―

一
四
九
頁
、
独
語
版
原
著1946

、）。 

 

参
考
図
書
に
よ
る
文
献
案
内
は
、DURO,1992

（
同
邦
訳
）（
十
六
章
参
照
）
、
モ
レ
リ
に
つ
い
て

は
、DA.  

 

我
が
国
に
お
け
る
研
究
例
と
し
て
は
、 

田
中
英
道
『
支
倉
常
長
・
・
・
武
士
、
ロ
ー
マ
を
行
進
す
』(

二
〇
〇
七
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房)

。 

 

森
洋
子
「
失
わ
れ
た
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
？
）
の
《
イ
カ
ロ
ス
の
墜
落
》
」
（
『
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
に
魅

せ
ら
れ
て
』
二
〇
〇
八
、
一
〇
三―

一
三
五
頁
）。 

 

木
村
『
イ
エ
ズ
ス
会
』
論
文
九
第
五
節
。 
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第
六
章 

図
像
学
か
ら
見
た
絵
画
（
１
） 

 
図
像
学
を
学
ぶ
楽
し
さ
を
知
る
た
め
の
資
料 

  

高
階
秀
爾
・
小
松
左
京
『
絵
の
言
葉
』（
初
出
一
九
七
五
年
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
六
年
、 

青
土
社
、
二
〇
〇
五
年
）。 

 

山
口
昌
男
『
本
の
神
話
学
』（
中
公
文
庫
、
一
九
七
七
年
）。 

 

高
階
秀
爾
『
歴
史
の
中
の
女
達
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）。 

 

若
桑
み
ど
り
『
絵
画
を
読
む
（
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
入
門
）』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
三
年
、
初

出
一
九
九
二
年
）。『 

 

同
『
イ
メ
ー
ジ
を
読
む
・
・
・
美
術
史
入
門
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
、
初
出
、
一

九
九
三
年
）。 

 

文
庫
・
新
書
を
中
心
に
し
た
平
易
な
資
料 

《
キ
リ
ス
ト
教
主
題
》 

平
易
な
入
門
書
と
し
て
は
、 

阿
刀
田
高
『
旧
約
聖
書
を
知
っ
て
い
ま
す
か
』（
新
潮
文
庫
、
一
九
九
四
年
）。 

 

高
階
秀
爾
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
「
最
後
の
晩
餐
」
は
な
ぜ
傑
作
か?: 

聖
書
の
物
語
と
美
術
』（
高

階
秀
爾
、
二
〇
一
四
年
、
小
学
館
１
０
１
ビ
ジ
ュ
ア
ル
新
書
） 

 

秦
剛
平
『
美
術
で
読
み
解
く
旧
約
聖
書
の
真
実
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
九
年
）、 

 

同
『
美
術
で
読
み
解
く
新
約
聖
書
の
真
実
』（
同
前
）、 

 

同
『
絵
解
き
で
わ
か
る
聖
書
の
世
界―

旧
約
外
典
偽
典
を
読
む
』（
青
土
社
、
二
〇
〇
九
年
） 

 

同
『
美
術
で
読
み
解
く
聖
母
マ
リ
ア
と
キ
リ
ス
ト
教
伝
説
』(

ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
九
年)

。 

 

山
室
靜
『
聖
書
物
語
』（
現
代
教
養
文
庫
、
一
九
六
三
年
）。 

 

図
版
を
多
く
採
録
し
た
も
の
と
し
て
は
、 

諸
川
春
樹
・
利
倉
隆
『
聖
母
マ
リ
ア
の
美
術
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）。 

 

澤
柳
大
五
郎
（
監
修
）『
聖
母
マ
リ
ア
』（
一
九
五
四
年
、
岩
波
写
真
文
庫
、
復
刻
ワ
イ
ド
版
、
一

九
九
〇
年
、
九
二
）。 
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同
『
キ
リ
ス
ト
』
（
一
九
五
八
、
岩
波
写
真
文
庫
、
二
八
二
、
復
刻
ワ
イ
ド
版
、
一
九
九
〇
年
、

九
三
）。 

 

個
別
の
聖
女
図
像
論
と
し
て
は
、 

植
田
重
雄
『
聖
母
マ
リ
ア
』（
岩
波
新
書
、
一
九
八
七
年
）。 

 

馬
杉
宗
夫
『
黒
い
聖
母
と
悪
魔
の
謎
』(

講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
、
講
談
社
現
代
新
書
、

一
九
九
八
年)

。 

 

岡
田
温
司
『
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
』（
中
公
新
書 

、
二
〇
〇
五
年) 

 

文
学
上
の
典
拠
に
つ
い
て
の
資
料 

《
キ
リ
ス
ト
教
主
題
の
典
拠
》 

『
聖
書
（
新
共
同
訳
・
旧
約
聖
書
続
編
つ
き
）』（
共
同
訳
聖
書
実
行
委
員
会[

編]

、
日
本
聖
書
協

会
、
一
九
九
八
年
）。 

 

文
庫
で
は
、『
新
約
聖
書 : 

共
同
訳
・
全
注
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
堀
田
雄
康[

注
・
解
説]

 

一

九
八
一
年
）。 

 

ド
・
ウ
ォ
ラ
ギ
ネ
『
黄
金
伝
説
』
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
六
年
、
四
巻
、
邦
訳
・
前

田
敬
作
・
今
村
孝
・
山
口
裕 

・
西
井
武 

・
山
中
知
子
、
他
に
、
人
文
書
院
版
、
一
九
七
九―

八

七
）。 

 

『
聖
書
外
典
偽
典
』（
教
文
館
、
一
九
七
五
～
八
二
年
、
全
九
巻
）。『 

 

ア
ポ
ク
リ
フ
ァ
・
・
・ 

旧
約
聖
書
外
典
』（
一
九
六
八
年
、
改
訂
版
、 

聖
公
会
出
版
）。 

 

《
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
主
題
の
典
拠
》 

平
易
な
入
門
書
と
し
て
は
、 

阿
刀
田
高
『
ギ
リ
シ
ャ
神
話
を
知
っ
て
い
ま
す
か
』
（
新
潮
文
庫
、
一
九
八
四
、
初
出
、
一
九
八

一
年
）。 

 

高
階
秀
爾
『
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
は
な
ぜ
傑
作
か?: 

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
神
話
と
美
術
』（
二

〇
一
四
年
、
小
学
館
１
０
１
ビ
ジ
ュ
ア
ル
新
書
） 

 

阿
刀
田
高
『
私
の
ギ
リ
シ
ャ
神
話
』（
集
英
社
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
、
一
九
九
九
年
）、 

 

山
室
靜
『
ギ
リ
シ
ャ
神
話
・
付
北
欧
』（
現
代
教
養
文
庫
、
一
九
六
三
年
）。 

 

典
拠
に
つ
い
て
は
、 

オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
変
身
物
語
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
一
～
八
四
年
、
邦
訳
・
中
村
善
也
）。 

 

同
『
恋
愛
指
南
』（
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
、 

邦
訳
・
沓
掛
良
彦
訳
）。 
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ヘ
シ
オ
ド
ス
『
神
統
記
』（
岩
波
文
庫
、
邦
訳
・
廣
川
洋
一
、
一
九
八
四
年
）。 

 

ホ
メ
ロ
ス
『
イ
ー
リ
ア
ス
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
五
三
ー
五
八
年
、
邦
訳
・
呉
茂
一
）。 

 

同
『
オ
デ
ュ
ッ
セ
イ
ヤ
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
十
七
二
年
、
邦
訳
・
呉
茂
一
）。 

 

ア
ポ
ロ
ド
ー
ロ
ス
『
ギ
リ
シ
ャ
神
話
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
五
三
年
、
邦
訳
・
呉
茂
一
）。 

 

ヒ
ュ
ギ
ー
ヌ
ス
『
ギ
リ
シ
ャ
神
話
集
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
邦
訳
・
松
田
治
・
青
山
輝
男
、
二

〇
〇
五
年
）
は
、
事
典
的
な
性
格
が
強
く
調
べ
や
す
い
、 

 

入
手
が
容
易
な
、
概
説
書
・
研
究
書
と
し
て
は
、 

呉
茂
一
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』（
新
潮
文
庫
、
一
九
七
九
年
）。 

 

佐
々
木
理
『
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
』
（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
、
一
九
六

四
年
）。 

 

英
語
版pbk

で
は
、CARPENTER,

 Art and Myth in Ancient Greece,199
1.
T $ H. 

 

《
古
代
史
の
主
題
の
典
拠
》 

平
易
な
入
門
書
で
は
、 

阿
刀
田
高
『
ロ
ー
マ
と
ギ
リ
シ
ャ
の
英
雄
た
ち 

栄
華
篇―

プ
ル
タ
ー
ク
の
物
語 

』(

新
潮
文
庫
、

二
〇
一
一
年)

。 

 

邦
訳
の
原
著
と
し
て
は
、 

プ
ル
タ
ル
コ
ス
『
英
雄
伝
』（
岩
波
文
庫
、
邦
訳
・
河
野
与
一
、
一
九
五
二
ー
五
六
年
）。 

 

『
プ
ル
タ
ル
コ
ス
英
雄
伝
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
村
川
堅
太
郎
編
、
一
九
九
六
年
、
全
三
巻
、

定
本
、
一
九
六
六
年
）。 

 

リ
ー
ウ
ィ
ウ
ス
『
ロ
ー
マ
建
国
史
』
（
岩
波
文
庫
、
邦
訳
・
鈴
木
一
州
、
二
〇
〇
七―

年
、
上
、

刊
行
継
続
中
）、 

 

リ
ウ
ィ
ウ
ス 

『
ロ
ー
マ
建
国
以
来
の
歴
史
』
（
西
洋
古
典
叢
書
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会 

、
二

〇
〇
八―

年
、
邦
訳
・
毛
利
晶
。
刊
行
継
続
中)

。 

 

概
説
書
と
し
て
は
、 

モ
ン
タ
ネ
ッ
リ
『
ロ
ー
マ
の
歴
史
』
（
中
公
文
庫
、
一
九
八
五
年
、
邦
訳
、
藤
沢
道
郎
、
初
出
一

九
八
一―

八
二
年
）。 

 

松
田
治
『
ロ
ー
マ
神
話
の
発
生
・
・
ロ
ム
ル
ス
と
レ
ム
ス
の
物
語
』
（
現
代
教
養
文
庫
、
一
九
九

二
年
）。 
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ド
・
ト
ー
リ
ー
ヌ
『
物
語
ロ
ー
マ
誕
生
神
話
』
（
現
代
教
養
文
庫
、
一
九
八
〇
年
、
邦
訳
、
大
久

保
敏
彦
、
植
田
祐
次
、
仏
語
版
原
著
、DE TAURINES,1931

）。 

 

《
典
拠
に
関
し
て
、
英
語
版
の
基
礎
的
な
テ
キ
ス
ト
を
探
す
》
に
は
、 

RIVERS, 
Classical 

and 
Christian 

Ideas 
in 

English 
Renaissance 

Poetry, 

Routledge,1994(1979)

（
英
語
版pbk

）。 

 

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
に
つ
い
て
の
資
料 

拙
著
『
名
画
を
読
み
解
く
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
』
（
淡
交
社
、
二
〇
〇
二
年
、
和
文
・
欧
文
の
関
連

文
献
は
「
読
書
案
内
」
一
四
二―
一
五
五
頁
）。 

 

宮
下
規
久
朗
『
モ
チ
ー
フ
で
読
む
美
術
史
』（
二
〇
一
三
年
、
ち
く
ま
文
庫) 

 

 

ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
「
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
」（『
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
イ
メ
ー
ジ
』
平
凡
社
、
邦
訳
・
大
原

ま
ゆ
み
、
一
九
九
一
年
、
二
六
四―

二
七
〇
頁
、
原
著
、GOMBRICH,

1972

）。 

 

佐
々
木
健
一
「
象
徴
」（『
美
学
辞
典
』
前
掲
書
、
一
三
八―

一
四
七
頁
）。 

 

エ
ン
ブ
レ
ム
に
つ
い
て
の
資
料 

《
文
献
案
内
》
と
し
て
は
、 

辻
茂
『
東
京
芸
術
大
学
所
蔵
エ
ン
ブ
レ
ム
本
に
関
す
る
美
術
史
的
研
究
』
（
平
成
二
～
四
年
度
科

研
報
告
書
、
一
九
九
三
年
、
辻
、
佐
藤
、
望
月
、
吉
澤
、
田
中
、
保
井
各
氏
の
論
考
を
含
む
）。

和
書
も
含
み
、
網
羅
的
な
も
の
で
、 

 

伊
藤
博
明
『
エ
ン
ブ
レ
ム
文
献
資
料
集
』（
一
九
九
九
年
、
あ
り
な
書
房
、『
綺
想
主
義
研
究
』
補

遺)

。 

 

《
美
学
・
美
術
史
系
の
基
礎
文
献
》
と
し
て
は
、 

プ
ラ
ー
ツ
「
エ
ン
ブ
レ
ム
、
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
、
エ
ピ
グ
ラ
ム
、
コ
ン
チ
ェ
ッ
ト
」（『
官
能
の
庭
』

前
掲
書
、
邦
訳
、
若
桑
み
ど
り
、
伊
語
原
著
、PRAZ,1933

）。 

プ
ラ
ー
ツ
「
エ
ン
ブ
レ
ム
・
イ
ン
プ
レ
ー
ザ
・
エ
ピ
グ
ラ
ム
・
奇
想
」（『
奇
想
主
義
研
究
』
あ
り

な
書
房
、
一
九
九
八
年
、
邦
訳
・
伊
藤
博
明
、
一
五―

九
一
頁
、
伊
語
原
著
初
版
、PRA

Z,
19
34

）。 

ア
ル
パ
ー
ス
「
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
の
エ
ン
ブ
レ
ム
的
解
釈
に
つ
い
て
」（『
描
写
の
芸
術
・
・
十
七
世

紀
の
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
』
あ
り
な
書
房
、
一
九
九
三
年
、
邦
訳
、
幸
福
輝
、
三
四
九
～
三
五
六
、
四

〇
六―

四
〇
七
頁
、
原
著
英
語
版
、ALPERSE,1983

）。 

 

シ
ェ
ー
ネ
『
エ
ン
ブ
レ
ム
と
バ
ロ
ッ
ク
演
劇
』（
あ
り
な
書
房
、
二
〇
〇
二
年
、
邦
訳
・
岡
部
仁
・

小
野
真
紀
子
、
独
語
版
初
版
・SCHONE,1964

） 

 

伊
藤
博
明
『
綺
想
の
表
象
学 

・
・
・
エ
ン
ブ
レ
ム
へ
の
招
待
』（
二
〇
〇
七
年
、 

あ
り
な
書
房
） 

 

同
個
別
研
究
と
し
て
は
、 
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松
枝
到
「
エ
ン
ブ
レ
ム
の
考
古
学--

ル
ネ
サ
ン
ス
象
徴
論
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（『
和
光
大
学
人
文

学
部
紀
要
』
一
九
八
三
年
、
十
八
、
一
八
一―

一
九
五
頁
）。 

 

桑
木
野
幸
司
「
知
の
編
集
空
間
と
し
て
の
初
期
近
代
イ
タ
リ
ア
の
庭
園
」（『
地
中
海
学
研
究
』
二

〇
〇
九
年
、
三
二
号
、
三―

二
八
頁
）。 

 

伊
藤
博
明
「
キ
リ
シ
タ
ン
版
と
エ
ン
ブ
レ
ム
（
１
）
・
・
・
平
家
物
語
（
一
五
九
三
年
）
の
題
扉

を
め
ぐ
っ
て
」（『
埼
玉
大
学
紀
要
（
教
養
学
部
）』
四
七
巻
、
第
一
号
、
一
～
十
五
頁
）。 

 

同
「
布
教
と
イ
メ
ー
ジ
・
・
・
あ
る
「
図
解
福
音
書
」（
ロ
ー
マ
、
１
５
７
３
年
刊
）
に
つ
い
て
」

（『
エ
ン
ブ
レ
ム
の
諸
相
』
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究C

）「
近
代
英
国
を
中
心
と
し
た
エ
ン
ブ
レ

ム
に
お
け
る
聖
と
俗
の
表
象
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」（2009

ｰ
2011

年
）・「
近
代
英
国
を
中
心

と
す
る
エ
ン
ブ
レ
ム
に
お
け
る
宗
教
と
科
学
に
関
す
る
学
際
的
研
究
」（2012

ｰ
2015

年
）
研
究

成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
・
植
月
恵
一
郎
、2015,p.7-42

）
（
英
文
に
よ
る
初
出
、2014

） 

 

《
英
文
学
系
の
個
別
研
究
》
と
し
て
は
、 

ヘ
ル
ト
ゲ
ン
『
英
国
に
お
け
る
エ
ン
ブ
レ
ム
の
伝
統
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会 

、
邦
訳
・
川
井

万
里
子
・
松
田
美
作
子
、
二
〇
〇
五
年
、
英
語
版
原
著
、HOLTGEN,1

986

）。 

 

デ
イ
リ
ー
『
英
国
の
エ
ン
ブ
レ
ム
と
物
質
文
化
・
シ
エ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
象
徴
的
視
覚
性
』（
邦
訳
・

伊
藤
博
明
、
二
〇
一
〇
年
、
埼
玉
大
学
教
養
学
部
・
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
叢
書
３
、DALY

）
。 

 

松
田
美
作
子
「
エ
ン
ブ
レ
ム
研
究
の
回
顧
と
展
望
」（『
成
城
大
学
文
芸
学
部
紀
要
』
二
〇
〇
九
年
、

九
八
ー
一
〇
二
頁
）。
同
『
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
エ
ン
ブ
レ
ム
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇

一
二
年) 

。 

 

同
「『
ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』
に
お
け
るFortune

とfortune

の
関
係
・
・
・usance

とfortune

と
の
関
係
」（
既
出
『
エ
ン
ブ
レ
ム
の
諸
相
』
二
〇
一
四
年
、
四
三
～
六
八
頁
、
初
出
・
同
年
） 

 

植
月
惠
一
郎
「
脚
の
な
い
鳥―

ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
〈
極
楽
鳥
〉
を
中
心
に―

」（『
日
本
大
学
芸
術
学

部
紀
要
』
二
〇
一
二
年
、
五
五
号
、
四
七
～
六
〇
頁
）。 

 

同
「
蝸
牛
考―

ラ
ヴ
レ
イ
ス
の
小
宇
宙
（
マ
イ
ク
ロ
コ
ズ
ム
）―

」（
同
紀
要
、
同
年
、
五
六
号
、

四
五
～
六
〇
頁
）。 

 

同
「『
お
気
に
召
す
ま
ま
』
鹿
狩
を
」（
同
紀
要
、
二
〇
一
三
年
、
五
八
号
、
六
一
～
七
四
頁
）。 

 

山
本
真
司
「Y

o
u

r fo
ttu

n
e
 sto

o
d

 u
p

o
n

 th
e
 ca

sk
e
ts th

e
re

(3
.2

.2
0

1
):

『
ヴ
ェ
ニ

ス
の
商
人
』
に
お
け
る
「
三
つ
の
小
箱
選
び
」
の
文
化
的
背
景
と
エ
ン
ブ
レ
ム
解
釈

の
新
た
な
可
能
性
」（
既
出
『
エ
ン
ブ
レ
ム
の
諸
相
』
二
〇
一
五
年
、
六
九
～
一
一
八

頁
、
初
出
・
同
年
）。 
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出
羽
尚
「
ト
ム
ソ
ン
の
自
由
と
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
図
像
」（
既
出
『
エ
ン
ブ
レ
ム
の
諸
相
』

二
〇
一
五
年
、
一
五
一
～
一
七
六
頁
、
初
出
・
同
年
）。 

 

基
礎
的
な
英
語
版
文
献p

b
k

と
し
て
は
、DA

L
Y

. L
ite

ra
tu

re
 in

 th
e
 L

ig
h

t o
f th

e
 

E
m

b
le

m
, U

n
iv

e
rs

ity
 o

f T
o
ro

n
to

 P
re

ss,(1
9

9
) 1

9
9
8
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第
七
章 

図
像
学
か
ら
見
た
絵
画
（
２
） 

 
① 
一
般
的
な
文
献 

 

《
寓
意
表
現
に
つ
い
て
の
入
門
的
資
料
》
と
し
て
は
、
文
庫
・
新
書
で
は 

高
階
秀
爾
・
小
松
左
京
『
絵
の
言
葉
』（
前
掲
書
、
６
章
参
照
）。 

 

ラ
ン
グ
ミ
ュ
ア
『
ア
レ
ゴ
リ
ー
』（
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
五
年
、
邦
訳
・
伊
藤
博
明
・
石
井
朗
、

L
A

N
G

M
U

IR
,1

9
9

7
） 

 

マ
ッ
ソ
ン
『
寓
意
の
図
像
学
』（
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
、
一
九
七
七
年
、
邦
訳
・
末
松
壽
、
仏
語
原
著
、

M
A

S
S

O
N

,1
9

7
4

） 

 

『
イ
コ
ノ
ロ
ギ
ア
』
の
英
訳
版
は
、 

一

八

世

紀

版

の

注

釈

付

き

p
b

k

が

あ

る

。 
B

a
ro

q
u

e
 

a
n

d
 

R
o
co

co
 

P
icto

ria
l 

Im
a

g
e
ry

,.'D
o
v
e
r, in

tro
. b

y
 M

A
S

E
R

. 

 

邦
訳
を
含
む
文
献
と
し
て
は
、 

水
之
江
有
一
『
図
像
学
事
典
・ 

リ
ー
パ
と
そ
の
系
譜
』（ 
岩
崎
美
術
社
、
一
九
九
一
年
）。 

 

《
擬
人
像
》
に
つ
い
て
は
、 

ウ
ィ
ッ
ト
カ
ウ
ア
ー
「
好
機
・
時
・
美
徳
」
（『
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
シ
ン
ボ
ル
』
（
平
凡
社
、
一
九
九

一
年
、
一
七
九
ー
一
九
八
頁
。
初
出 

W
IT

T
K

O
W

E
R

,J
W

I

誌,1
9
3

7
-3

8
）。 

 

同[<

忍
耐>

と<

好
機>

・
・
あ
る
政
治
的
寓
意
の
物
語
」（
同
書
、
一
九
九
ー
二
一
二
頁
。
初
出
、

J
W

I

誌
、1

9
3

7
-3

8

）。 

 G
O

M
B

R
IC

H
,

《P
e
rso

n
ifica

tio
n

》,C
la

ssica
l 

In
flu

e
n

ces 
o
n

 
E

u
ro

p
e
a
n

 
C

u
ltu

re 

A
.D

.5
0

0
-1

5
0

0
,C

a
m

b
rid

g
e
 U

P
.. 

 

 

高
橋
裕
子
「
愛
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
」（『
名
画
』
第
七
巻
、
一
九
九
二
年
、
九
六
ー
一
〇
五
頁
）。 

 

《
リ
ー
パ
》
に
つ
い
て
は
、 

S
T

E
F

A
N

I,

《C
.R

ip
a

》.J
W

C
I

誌,1
9
9

0
 

M
A

C
G

R
A

T
H

,

《R
ip

a

》,D
A

,1
9

9
6

; 

木
村
「
燃
え
る
心
臓
」『
イ
エ
ズ
ス
会
』（
Ⅴ
章―

十
三
、
初
出
、
一
九
九
六
年
） 

 

《
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
の
本
格
的
な
定
義
》
に
つ
い
て
は
、 

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
『
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
特
に
《
序
論
》
、

旧
版
、
美
術
出
版
社
、
一
九
七
一
年
、
邦
訳
・
永
澤
峻
他
、
原
著
初
版
、P

A
N

O
F

S
K

Y
,1

9
3

9
.

英
語
版p

b
k

と
し
て
は
、S

tu
d

ie
s in

 Ico
n

olo
g
y
,1

9
7

2
,Ico

n

）。 
 

 

「『
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』
読
解
」
『
和
光
大
学
人
文
学
部
紀
要
』
（
一
九
七
八
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年
、
十
三
号
、
一
〇
五
ー
一
二
七
頁
に
は
、
次
の
基
礎
的
な
論
文
の
邦
訳
と
注
解
が
あ
る
。

B
IA

L
O

S
T

O
C

K
I,

《Ico
n

o
g
ra

p
h

y
 a

n
d

 Ico
n

o
lo

g
y

》,E
W

A
,(1

9
5

8
)1

9
6

3

。 
ま
た
、L

E
IN

B
A

U
E

R
(1

9
7
1

,

前
掲
書)

に
は
、P

A
N

O
F

S
K

Y
,W

E
IT

Z
M

A
N

N
,L

E
H

M
A

N
N

の
論
考
の
紹
介
が
あ
る
。 

 

ビ
ア
ウ
ォ
ス
ト
ッ
キ
「
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
」（『
西
洋
思
想
大
事
典
』
平
凡
社
、
第
一
巻
、
七
一
ー

八
八
頁
、
邦
訳
・
松
枝
、
一
九
九
〇
年
、
原
著 

B
IA

L
O

S
T

O
C

K
I,D

iction
a

ry
 o

f th
e
 H

isto
ry

 

o
f Id

e
a
s,1

9
7

3

）。 

 

近
年
の
大
事
典
項
目
に
は
新
し
い
情
報
が
あ
る
。 

D
A

(1
9
9

6
)

の
関
連
項
目
に
で
は
、 

《Ico
n

o
g
ra

p
h

ic h
a
n

d
b

o
o
k

》; 

M
C

G
R

A
T

H
,,H

O
P

E
,

《Ico
n

o
g
ra

p
h

ic p
ro

g
ra

m
m

e
s

》; 

L
A

S
H

,

《Ico
n

o
g
ra

p
h

y
 a

n
d

 In
o
n

o
lo

g
y

》; 

美
学
哲
学
系
で
は
、 

A
R

M
S

T
R

O
N

G
,

《Ico
n

o
g
ra

p
h

y
 a

n
d

 Ico
n

o
lo

g
y

》,E
A

,1
9

9
8

. 2
0

0
5

; 

H
O

U
R

IH
A

N
E

,

《Ico
n

o
g
ra

p
h

y

》,N
e
w

 D
ictio

n
a
ry

 of th
e
 H

isto
ry

 o
f Id

ea
s,2

0
0

5
. 

 

《
十
七
世
紀
絵
画
の
図
像
（
解
釈
）
学
的
研
究
》
と
し
て
は
、 

プ
ッ
サ
ン
研
究
の
場
合
、
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
「
わ
れ
、
ま
た
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
あ
り
き
」（『
伝
統

と
現
代
』
平
凡
社
、
一
九
六
九
年
、
邦
訳
・
土
岐
恒
三
、
三
七
七―
四
〇
四
頁
、
原
著
初
版
、

P
A

N
O

F
S

K
Y

,1
9
3

6

、 

ま
た
、
英
語
版p

b
k

で
あ
る
、S

tu
d

ies in
 Ico

n
o
lo

g
y
,1

9
7

2
,

に
改
訂
版
）。 

 

ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
「
プ
ッ
サ
ン
《
オ
リ
オ
ン
》
の
主
題
』
（『
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
・
イ
メ
ー
ジ
』
既
出
、

二
四
一―

二
四
九
、
四
二
八―

四
二
九
頁
、
邦
訳
・
遠
山
公
一
、
英
語
原
著 

G
O

M
B

R
IC

H
,B

M

誌,1
9

4
4

） 

 

② 

ジ
ャ
ン
ル
別
文
献 

 

《
ジ
ャ
ン
ル
一
般
》 

マ
ッ
ク
ス
・
Ｊ.

・
フ
リ
ー
ド
レ
ン
ダ
ー
『
芸
術
と
芸
術
批
評
』
（
岩
崎
美
術
社
、
一
九
六
八
年
、

邦
訳
・
千
足
伸
行
、
独
語
原
著
、
一
九
四
二
年
）、 

 

大
野
芳
材
「
フ
ラ
ン
ス
の
王
立
絵
画
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
ル
の
問
題
に
つ
い
て
」（『
美

術
史
論
叢
』
東
京
大
学
、
一
九
八
九
年
、
五
、
五
七―

七
四
頁
）。 

  

英
語pbk

と
し
て
初
歩
的
な
も
の
は
、 

FRIEDLAENDER,Landscape,Portrait,Still Life,Schocken,19
63

（
独
語
版
初
版 19

47

）。 

 

宗
教
画 
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《
全
般
的
な
研
究
》 

マ
ー
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
美
術
』
（
岩
波
文
庫
、
上
、
下
、
一
九
九
五
年
、
岩
波
書

店
、
邦
訳
・
柳
宗
玄
、
荒
木
成
子
、
一
九
八
〇
年
。
仏
語
版
原
著
、MÀLE,19

45
)

。
聖
人
に
つ
い

て
は
、
同
「
キ
リ
ス
ト
の
聖
な
る
伴
侶
た
ち
」（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
一
年
、
邦
訳
、
田
辺
保
、

仏
語
版
原
著
、MÂLE,1958

）。 

 《
宗
教
図
像
の
た
め
の
一
次
資
料
研
究
》 

パ
レ
オ
ッ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、 

高
橋
健
一
「
ガ
ブ
リ
エ
ー
レ
・
パ
レ
オ
ッ
テ
ィ
の
『
聖
俗
画
像
論
』
の
た
め
に 

」
（『
西
洋
美
術

研
究
』
二
〇
〇
九
年
、
十
五
、
一
八
六―

二
〇
一
頁
）。 

バ
ロ
ニ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、 

秋
元
優
季
「
悔
悛
の
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
図
像
ー
対
抗
宗
教
改
革
期
の
キ
リ
ス
ト
教
擁
護
論
の
視

点
か
ら
」（『
芸
術
・
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
二
〇
一
一
、
九
、
二
九-

三
九
頁
）
。 

 

《
反
宗
教
改
革
と
美
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
》 

基
礎
文
献
で
は
、 

マ
ー
ル
「
十
七
世
紀
美
術
に
お
け
る
死
の
図
像
」『
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
』（
一
九
七
八
年
、
八
月
号
、

邦
訳
・
大
久
保
康
明
、
七
八
ー
一
〇
五
頁
、
仏
語
原
著
、M

A
L

E
,1

9
3
2

）。 

 

英
語
版p

b
k

で
は
、 

B
L

U
N

T
,A

rtistic T
h

e
ory

 in
 Ita

ly
 1

4
5

0
-1

6
0

0
,1

9
4

0
,O

x
fo

rd
 U

..P
.

邦
訳
・
中
森
義
宗
、『
イ

タ
リ
ア
の
美
術
』（
Ｓ
Ｄ
選
書
、
一
九
六
八
、
第
八
章
）。 

 

個
別
研
究
で
は
、 

越
宏
一
「
美
術
に
お
け
る
日
本
二
六
殉
教
者
・
・
そ
の
作
品
カ
タ
ロ
グ
」（『
国
立
西
洋
美
術
館
年

報
』
一
九
七
三
年
、
第
八
号
、
一
六
～
七
二
頁
）。 

 

神
吉
敬
三
「
ト
リ
エ
ン
ト
教
令
と
ス
ペ
イ
ン
美
術
・
・
そ
の
関
連
度
を
め
ぐ
っ
て
・
・
」（『
上
智

大
学
外
国
語
学
部
紀
要
』
一
九
八
二
年
、
十
七
号
、
一
〇
一
～
一
二
〇
頁
）。 

 

同
「
対
抗
宗
教
改
革
美
術
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
」『
ユ
リ
イ
カ
』（
一
九
八
四
年
、

三
月
、
十
七
〇
ー
一
八
一
頁
）。 

 

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
で
は
、 

『
華
麗
な
る
バ
ロ
ッ
ク
絵
画
・
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
国
立
美
術
館
展
』
（
一
九
九
二
年
、
熊
本
県
立
美

術
館
、
他
、
特
に
、
論
文
、
ム
ラ
フ
ス
カ=

ム
テ
シ
ウ
ス
『
イ
タ
リ
ア
・
バ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
《
聖

な
る
イ
メ
ー
ジ
》
と
宗
教
絵
画
』、
一
二
ー
二
一
頁
、
英
語
原
著
、M

.-M
U

T
H

E
S

IU
S

、
訳
註

に
参
考
文
献
を
含
む
。
木
村
三
郎
邦
訳
）。 

 

宮
下
規
久
朗
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
第
二
章
）。 

 

同
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
へ
の
旅
』（
角
川
選
書
、
二
〇
〇
七
年
）
。 
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中
村
俊
春
「
対
抗
宗
教
改
革
期
の
裸
体
表
現
批
判
と
ル
ー
ベ
ン
ス
・
・
・
芸
術
的
審
判
の
あ
り
方

を
め
ぐ
っ
て
」（『
西
洋
美
術
研
究
』
二
〇
一
二
年
、
十
六
号
、
八
五
～
一
一
〇
頁
） 

 

《
フ
ラ
ン
ド
ル
版
画
と
宗
教
画
と
の
関
係
》 

宮
下
孝
晴
・
吉
住
磨
子 

「E
v
a

n
g
e
lica

e
 H

isto
ria

e
 Im

a
g
in

e
s(1

5
9

3
)

に
関
す
る
一
考
察
・
・ 

対
抗
宗
教
改
革
期
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
宗
教
美
術
（
Ⅰ
）(

『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
・

人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
』
一
九
九
二
年
、
第
四
一
号
、
六
五―

八
六
頁)

。 

 

英
文
基
礎
資
料
で
は
、 

S
O

R
IA

,

《

S
o
m

e
 

F
le

m
ish

 
S

o
u

rce
s 

o
f 

B
a

ro
q

u
e
 

P
a

in
tin

g
 

in
 

S
p

a
in

》

,A
B

誌,1
9

4
8

;B
U

S
E

R
,

《J
e
ro

m
e
 N

a
d

a
l a

n
d

 E
a

rly
 J

e
su

it A
rt in

 R
o
m

》,A
B

誌,1
9

7
6

. 

 

《
フ
ラ
ン
ス
》 

 

プ
ッ
サ
ン
研
究
に
つ
い
て
は
、 

清
瀬
み
さ
を
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
作
《
階
段
の
聖
母
子
》」（『
美
学
』、
一
九
九
〇
年
、
十
六
二

号
、
二
四
ー
三
五
頁
）。 

 

栗
田
秀
法
「
プ
ッ
サ
ン
作
《
キ
リ
ス
ト
の
洗
礼
を
め
ぐ
っ
て
》」
（『
研
究
紀
要
（
愛
知
芸
術
セ
ン

タ
ー
）、
一
九
九
五
年
、
二
号
、
三
五
ー
五
一
頁
）。 

 

同
「
エ
リ
エ
ゼ
ル
と
リ
ベ
カ
」
（『
プ
ッ
サ
ン
に
お
け
る
語
り
と
寓
意
』
三
元
社
、
二
〇
一
四
年
、

Ⅱ―

五
、
初
出
一
九
九
五
年
）。 

 

同
「
聖
書
挿
し
絵
本
と
プ
ッ
サ
ン
」（『
愛
知
県
美
術
館
研
究
紀
要
』
二
〇
〇
二
年
、
八
巻
、
四
一

―

五
四
頁
）。 

 

同
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
作
《
マ
ナ
の
収
集
》
の
最
近
の
研
究
動
向
・
・
・
時
間
表
現
、
意
味
構

造
を
め
ぐ
っ
て
」（『
名
古
屋
芸
術
学
部
大
学
研
究
紀
要
』
二
〇
〇
九
年
、
三
〇
号
、
九
七―
一
一

五
頁
）。 

 

倉
持
充
希
「
ア
メ
デ
オ
・
ダ
ル
・
ポ
ッ
ツ
オ
の
た
め
の
モ
ー
セ
の
物
語
画
連
作
・
・
・
プ
ッ
サ
ン
、

コ
ル
ト
ー
ナ
、
ロ
マ
ネ
ッ
リ
競
演
・
・
・
」(

『
京
都
美
学
美
術
史
学
』
二
〇
一
〇
年
、
九
号
、

一
〇
九
～
一
四
〇
頁
）。 

 

望
月
紀
子
「
技
芸
が
自
然
を
助
け
る
（
・
・
・
）
二
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
《
エ
リ
エ
ゼ
ル
と
リ
ベ
カ
》
」 

（『
絵
画
と
受
容
』
二
〇
一
四
年
、
あ
り
な
書
房
、
四
五―

八
五
頁
）。 

 

同
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
の
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
・
・ 

モ
ー
セ
出
生
の
物
語
を
め
ぐ
っ
て
」（『
哲
學
』

二
〇
一
四
年
、
一
八
二
、
二
五
五
～
二
八
〇
頁
）。 

 

拙
論
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
作
《
ザ
ビ
エ
ル
の
奇
跡
》
の
典
拠
に
つ
い
て
」
『
イ
エ
ズ
ス
会
』
Ⅱ

章
五
、
初
出
、
一
九
八
五
年
）。 
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同
「
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
《
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
像
》
に
つ
い
て
」
（
同
書
、
三
三
四

―
三
五
二
頁
、
初
出
、
一
九
九
八
年
）。 

 

同
「
プ
ッ
サ
ン
と
ヴ
ィ
ー
リ
ク
ス
」（『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』
二
〇
一
二
年
、
五
六
号
、
六

一―

七
四
頁
）。 

 

ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
研
究
に
つ
い
て
は
、 

田
中
英
道
『
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
・
・
・
夜
の
画
家
の
作
品
世
界
』（ 

造
形
社
、
一
九
七
二
年
）
。 

 

平
泉
千
枝
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
作
《
大
工
の
聖
ヨ
セ
フ
》」『
美
術
史
』
二
〇
〇

四
年
、
一
五
七
冊
、
一
五
〇
ー
一
六
六
頁
）。 

 

平
泉
千
枝
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
の
「
夜
の
絵
画
」
に
つ
い
て
－
そ
の
テ
ネ
ブ
リ

ス
ム
の
意
味
－
」（『
鹿
島
美
術
研
究
』
二
〇
一
一
年
、
二
八
号
、
五
〇
二
～
五
一
三
頁
）。 

 

秋
元
優
季
「
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
作
《
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
》
に
お
け
る
オ
イ
ル

ラ
ン
プ
の
象
徴
的
意
味
」（『
美
術
史
』
二
〇
一
三
年
、
一
七
五
冊
、
八
五
～
一
〇
〇
頁
）。 

 

シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
研
究
に
つ
い
て
は
、 

拙
論
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
作
《
煉
獄
の
魂
》
に
つ
い
て
」
『
日
本
大
学
芸
術

学
部
紀
要
』（
二
〇
一
〇
年
、
五
二
号
、
五
七―

六
八
頁
）。 

 

小
野
崎
康
裕
「
図
像
着
想
源
と
し
て
の
ヒ
エ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
カ
・
・
・
ピ
エ
リ
オ
・
ヴ
ァ
レ
リ
ア
ー

ノ
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
」
（
二
〇
一
三
年
、
科
研
・
基
盤
Ｃ
報
告
書
『
１
７

世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
挿
絵
本
と
絵
画
の
関
係
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
』

（

代

表

者

・

木

村

三

郎

）

h
ttp

://h
o
m

e
p

a
g
e
3
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m
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b
u
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u
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a
k

e
n
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1

9
5

2
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1
2
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o
n

o
z
a

k
i.p

d
f 

 

ル
ブ
ラ
ン
・
ジ
ュ
ヴ
ネ
研
究
に
つ
い
て
は
、 

大
野
芳
材
「
シ
ャ
ル
ル
・
ル
・
ブ
ラ
ン
の≪

十
字
架
に
架
け
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト≫

に
つ
い
て
」（『
青

山
学
院
女
子
短
期
大
学
総
合
文
化
研
究
所
年
報
』
一
九
九
九
年
、
七
、
七
三
ー
九
〇
頁
）。 

 

同
「
ジ
ャ
ン=

バ
テ
ィ
ス
ト
・
ジ
ュ
ヴ
ネ
《
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
降
下
》 

: (

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
蔵)

を
め
ぐ
っ
て
」（
同
年
報
、
二
〇
〇
一
年
、
九
、
七
五
ー
九
五
頁
）。 

 

《
イ
タ
リ
ア
》 

 

カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
研
究
に
つ
て
は 

吉
住
磨
子 

「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
作
「
蛇
の
聖
母
」
の
図
像
研
究
」
（『
鹿
島
美
術
研
究
（
年
報
第

十
五
冊
別
刷
）』
一
九
九
八
年
、
一
三
一―

一
四
二
頁
）。 

 

宮
下
規
久
朗
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。 
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レ
ー
ニ
・
ク
エ
ス
ピ
・
ヴ
ィ
ニ
ャ
ー
リ
研
究
に
つ
い
て
は
、 

宇
埜
直
子
「
グ
イ
ド
・
レ
ー
ニ
《
ペ
ス
ト
の
祭
壇
画
》
に
関
す
る
一
考
察
」（『
美
術
史
論
集
（
神

戸
大
学
文
学
部
）』（
二
〇
一
一
年
、
十
一
号
、
一
九
七―

二
一
四
頁
）、
他
。 

  

大
野
陽
子
「
甘
美
な
魂
の
糧
・
・
・
ダ
ニ
エ
ロ
・
ク
レ
ス
ピ
《
聖
カ
ル
ロ
・
ボ
ロ
メ
ー
オ
の
断
食
》
」

（『
味
覚
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
叢
書
・
感
覚
の
ラ
ビ
ュ
ラ
ン

ト
ス
Ⅱ
、
監
修
・
解
説 
上
村
清
雄
、
一
四
一
～
一
八
二
、
二
三
九
～
二
五
三
頁
）
。 

 

坂
本
篤
史
「
ヤ
コ
ポ
・
ヴ
ィ
ニ
ャ
ー
リ
と
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
修
道
院
」（
『
美
術
史
』

二
〇
一
四
年
、
一
七
七
冊
、
五
〇
～
六
七
頁
）。 

 

聖
母
図
像
論
で
は
、 

新
保
淳
乃
「
危
機
克
服
の
政
治
学
に
お
け
る
聖
母
マ
リ
ア
表
象
」（『
美
術
史
』
二
〇
〇
六
年
、
一

六
〇
冊
、
二
六
〇
ー
二
七
六
頁
）。 

 

宇
埜
直
子
「「
ロ
ザ
リ
オ
の
聖
母
」
研
究
」『
美
術
史
論
集
』（
神
戸
大
学
美
術
史
研
究
会
）』
二
〇

一
三
年
、
一
三
号
、
一
二
七―

一
三
一
頁
）。 

  

《
オ
ラ
ン
ダ
》 

ケ
ン
プ
『
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
「
聖
家
族
」』
（
三
元
社
、
一
九
九
二
年
、
邦
訳
・
加
藤
、
独
語
原
著
、

K
E

M
P
,1

9
8

6

）。 

 

海
津
忠
雄
『
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
聖
書
』（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）。 

 幸
福
輝
「
見
知
ら
ぬ
土
地
へ
・
・
・
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
《
エ
ジ
プ
ト
逃
避
（
・
・
・
）
を
め
ぐ
っ

て
》」（
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
二
八
七―

三
二
九
、
三
七
六―

三
八
一
頁
）。 

 

《
ス
ペ
イ
ン
》 

雪
山
行
二
「
ベ
ラ
ス
ケ
ス
に
お
け
る
聖
と
俗
、
《
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の
家
の
キ
リ
ス
ト
》
を
め
ぐ

っ
て
」（『
美
の
司
祭
と
巫
女
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
五―

２
五
四
頁
）。 

 

薗
部
容
子
「
リ
ベ
ー
ラ
の
《
聖
ピ
リ
ポ
の
殉
教
》
に
関
す
る
一
考
察
」（
『
ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
美
術
史
研
究
』
二
〇
〇
三
年
、
四
号
、
九
ー
十
七
頁
）
。 

 

諸
星
妙
「
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作
《
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の
家
の
キ
リ
ス
ト
》
に
見
る
初
期
作
品
群
の
諸
問

題
」（『
美
術
史
』
二
〇
〇
四
年
、
一
五
七
冊
、
四
〇
ー
五
二
頁
）。 

 

同
「
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作
《
法
衣
を
授
か
る
聖
イ
ル
デ
フ
ォ
ン
ソ
ス
》
と
第
一
次
マ
ド
リ
ー
ド
来
訪
」

（『
ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
美
術
史
研
究
』
二
〇
〇
六
年
、
七
号
、
七
一
ー
七
九
頁
）
。 
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門
田
彩
「
エ
ル
・
グ
レ
コ
作
、
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
施
療
院
付
属
礼
拝
堂
祭
壇
画
《
キ

リ
ス
ト
の
洗
礼
》
を
め
ぐ
っ
て
」（『
ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
美
術
史
研
究
』
二
〇
〇
四
年
、

五
号
、
十
一
十
九
頁
）。 

 

同
「
エ
ル
・
グ
レ
コ
《
聖
イ
ル
デ
フ
ォ
ン
ソ
》
（
イ
リ
ェ
ス
カ
ス
、
カ
リ
ダ
ー
施
療
院
）
を
め
ぐ

っ
て
」（『
美
学
』
二
〇
〇
八
年
、
二
三
二
号
、
八
五
ー
九
八
頁
）。 

 

楠
根
圭
子
「
ス
ル
バ
ラ
ン
の
ラ
ス
・
ク
エ
バ
ス
修
道
院
連
作
に
関
す
る
一
考
察
」（
『
ス
ペ
イ
ン
・

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
美
術
史
研
究
』
二
〇
〇
六
年
、
七
号
、
八
一
ー
八
九
頁
）。 

 神
話
画 

 《
一
次
資
料
》
と
し
て
は
、 

カ
ル
タ
ー
リ
『
西
欧
古
代
神
話
図
像
大
鑑
（
全
訳
『
古
人
た
ち
の
神
々
の
姿
に
つ
い
て
』』
二
〇

一
二
年
、
八
坂
書
房
、
大
橋
喜
之
訳
）。 

 

《
基
礎
的
な
文
献
》 

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
『
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
の
《
ウ
ェ
ヌ
ス
の
誕
生
》
と
《
春
》』（
あ

り
な
書
房
、
二
〇
〇
三
年
、
邦
訳
・
富
松
保
文
、
伊
藤
博
明
・
監
訳
、
叢
書
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク

著
作
集
・
第
一
巻
（
独
版
、
原
著
初
版
、W

A
R

B
U

R
G

,1
8

9
3

）。 

 

セ
ズ
ネ
ッ
ク
「
神
々
は
死
な
ず
（
ル
ネ
サ
ン
ス
芸
術
に
お
け
る
異
教
神
）」（
美
術
出
版
社
、
一
九

七
七
年
、
邦
訳
、
高
田
勇
、
英
語
版
原
著

p
b

k

、S
E

Z
N

E
C

,T
h

e
 S

u
rv

iv
a
l o

f th
e
 P

a
g
a
n

 

G
o
d

s,B
o
llin

g
e
n

 S
e
rie

s,1
9
7

2
,

仏
語
初
版 

1
9
4

0

）。 

 

初
歩
的
な
英
語
資
料
で
は
、S

E
Z

N
E

C
,

《M
y
th

 a
n

d
 F

a
b
le

s

》,E
W

A
,1

9
6

5
(1

9
5

8
). 

 《
フ
ラ
ン
ス
》 

新
畑
泰
秀
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
作
《
フ
ロ
ー
ラ
の
王
国
》（
ド
レ
ス
デ
ン
絵
画
館
所
蔵
）
に
つ

い
て
」『
上
原
和
博
士
古
稀
記
念
美
術
史
論
文
集
』、
一
九
九
五
年
、
一
一
五
ー
一
三
七
頁
）。 

 

同
「
同
前
・
・
・
そ
の
図
像
学
的
源
泉
を
中
心
に
」（『
成
城
文
藝
』、
一
九
九
五
年
、
一
五
六
号
、

三
四
ー
六
九
頁
）。 

 

同
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
作
《
サ
テ
ュ
ロ
ス
に
跨
が
る
ニ
ン
フ
》(

カ
ッ
セ
ル
州
立
絵
画
館
蔵)

に

つ
い
て
」 

(

『
鹿
島
美
術
財
団
年
報
』
一
九
八
八
年
、
一
六
、
三
一
五―

三
二
八
頁
）。 

 

同
「
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
』
・
・
・
一
六
・
一
七
世
紀
の
挿
し
絵
本
と
フ
ラ
ン
ス
絵

画
（『
十
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
オ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
の
挿
絵
と
絵
画
の
関
係
に
つ
い
て
の
総
合

的
研
究
』平
成
十
五
年
度
ー
十
七
年
度 

科
研
補
助
金「
基
盤
研
究
Ｂ 

一
般(

Ⅰ)

、
研
究
報
告
書
、

二
〇
〇
六
、
三
九―

四
四
頁
」。 

 

栗
田
秀
法
「
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
挿
絵
と
プ
ッ
サ
ン
・
・
・《
エ
コ
ー
と
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
》
を
め
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ぐ
っ
て
」（『
名
古
屋
芸
術
大
学
研
究
紀
要
』
二
〇
〇
六
年
、
二
七
巻
、
三
九―

五
四
頁
）。 

 
宮
島
綾
子
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
作
《
バ
ッ
コ
ス
の
幼
年
時
代
》」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要
』（
二
〇
〇
〇
年
、
四
六
、
一
五
一―

一
六
八
頁
）。 

 

同
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
と
そ
の
周
辺
の
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
に
お
け
る
古
代
受
容
の
一
様
相
」（『
鹿

島
美
術
研
究
』
二
〇
〇
四
年
、
二
一
号
、
二
二
八
ー
二
四
二
頁
）。 

 

同
「
幼
い
プ
ッ
ト
ー
を
巡
っ
て
」(

『
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
展
』
新
国
立
美
術
館
、
二
〇
〇
九
年
、

二
二
一
ー
二
二
八
、
二
六
六
ー
二
七
〇
頁
）。 

 

望
月
典
子
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
作
《
二
人
の
ニ
ン
フ
と
蛇
の
い
る
風
景
》
の
作
品
解
釈
」（『
美

術
史
』
二
〇
〇
一
年
、
一
五
一
冊
、
一
三
七
ー
一
五
一
頁
）。 

 

同
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
に
お
け
る
古
代
美
術
の
受
容
」
『
鹿
島
美
術
研
究
』
二
〇
〇
二
年
、
十

九
冊
別
冊
、
一
四
六―

一
六
〇
頁
）。 

 

同
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
作
《
バ
ッ
コ
ス
の
勝
利
》
と
《
パ
ン
の
勝
利
》」
（『
美
術
史
』
二
〇
〇

六
年
、
一
六
〇
冊
、
二
九
八
ー
三
一
五
頁
）。 

 

同
「
フ
ロ
ー
ラ
の
庭
園
・
・
・
二
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
の
初
期
神
話
画
に
お
け
る
変
身
譚
」（『
変
身

の
形
態
学
』
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
二
五
一―

二
九
〇
、
三
一
七―

三
二
九
頁
）。 

 

福
田
恭
子
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
の
初
期
神
話
画
に
お
け
る
場
面
選
択
の
特
異
牲
・
・
・
ミ
ダ
ス
、

エ
ン
デ
ィ
ミ
オ
ー
ン
、
パ
エ
ト
ン
の
主
題
表
現
」（『
美
術
史
』
二
〇
一
四
年
、
一
七
七
号
、
一
〇

〇
～
一
一
五
頁
） 

 

拙
論
「
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
に
か
け
て
描
か
れ
た
《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
の
図
像
展
開
に

つ
い
て
」『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』（
二
〇
〇
八
年
、
四
八
号
、
五
五
～
七
二
頁
。 

 

拙
論
「
プ
ッ
サ
ン
作
《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
蔵
）
に

つ
い
て
」（『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』
二
〇
一
三
年
、
五
七
号
、
六
五
～
七
八
頁
。 

 

拙
論
「
プ
ッ
サ
ン
作
《
ア
ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ア
ル
テ
・
ピ
ナ
コ
テ
ー
ク
蔵
）
に

つ
い
て
（
そ
の
二
）」（『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』
二
〇
一
五
年
、
六
一
号
、
二
一
～
三
九
頁
）。 

 

拙
論
「
ナ
タ
ー
レ
・
コ
ン
テ
ィ
｛
神
話
の
手
引
き
（
寓
話
解
釈
の
１
０
巻
の
書
）｝
に
つ
い
て
・
・
・

フ
ラ
ン
ス
１
７
世
紀
絵
画
史
研
究
の
視
点
か
ら
」
『
日
本
大
学
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』

h
t
t
p:
/
/g
a
le
r
ie
c
on
t
.c
i
n.
ni
h
o
n
-
u
.a
c
.j
p
/s
e
ri
e
s.
p
hp
?S
I
D
=2 

 

十
八
世
紀
以
降
の
作
品
の
図
像
学
に
つ
い
て
は
、 

安
室
可
奈
子
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ェ
ラ
ー
ル
作
《
プ
シ
ュ
ケ
と
ア
モ
ル
》（
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
蔵
）

に
つ
い
て
・
・
・
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
の
物
語
の
た
め
の
挿
絵
と
文
学
的
着
想
源
」
『
美
術
史
』
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二
〇
二
年
、
一
五
二
冊
、
二
四
九―

二
六
二
頁
）。 

 
田
中
麻
野
「
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
モ
ロ
ー
作
《
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
》・
・
・
新
し
い
神
話
画
の
試
み
・
・
・
」

（『
美
術
史
』
二
〇
〇
五
年
、
一
五
九
冊
、
一
八―

三
〇
頁
）。 

 

《
北
方
》、 

保
井
亜
弓
「
古
典
主
題
と
北
方
美
術
《
ピ
ュ
ラ
ム
ス
と
テ
ィ
ス
ベ
ー
》
図
像
の
総
合
的
研
究
」（
平

成
十
四
ー
十
五
年
度
、
科
研
報
告
書
、
二
〇
〇
四
年
）。 

 《
ス
ペ
イ
ン
》 

大
高
保
二
郎
「
ベ
ラ
ス
ケ
ス
作
《
織
女
た
ち
》
Ⅰ
」（『
跡
見
女
子
大
学
紀
要
』
一
九
八
〇
年
、
一

三
号
、
一
ー
八
頁
）。 

 

松
原
典
子
「
エ
ル
・
グ
レ
コ
作
《
ラ
オ
コ
ー
ン
》
再
考
」（『
ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
美
術

史
研
究
』
二
〇
〇
一
年
、
二
号
、
九
ー
十
八
頁
）。 

 

《
フ
ラ
ン
ド
ル
》 

森
洋
子
「
失
わ
れ
た
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
（
？
）
の
《
イ
カ
ロ
ス
の
墜
落
》」（『
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
探
訪
』

二
〇
〇
八
年
、
未
来
社
、
一
〇
三―

一
三
〇
頁
、
初
出
、
二
〇
〇
七
年
）。 

 

中
村
俊
春
『
ペ
ー
テ
ル
・
パ
ウ
ル
・
ル
ー
ベ
ン
ス
』（
三
元
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
章
、
三
章
）
。 

 

《
イ
タ
リ
ア
》 

伊
藤
博
明
『
ヘ
ル
メ
ス
と
シ
ビ
ュ
ラ
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー 

: 

シ
エ
ナ
大
聖
堂
舗
床
に
見
る
ル
ネ
サ

ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
研
究
』（
あ
り
な
書
房
、
一
九
九
二
年
）。 

 

同
「
ウ
ェ
ヌ
ス
の
誕
生
」『
ル
ネ
サ
ン
ス
の
神
秘
思
想
』（
講
談
社
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
二
年
、
一

三
一
ー
一
三
三
頁
、
初
出
、
一
九
九
六
年
）。 

 

山
岸
龍
郎
「
オ
ル
フ
ェ
オ
・
・
・
ク
レ
モ
ナ
・
マ
ン
ト
ヴ
ァ
・
そ
し
て
オ
ペ
ラ
の
生
誕
」（『
オ
ペ

ラ
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
』
あ
り
な
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、
叢
書
・
オ
ペ
ラ
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
、
第
２

巻
） 

  

寓
意
画 

 

《
フ
ラ
ン
ス
》 

 

大
野
芳
材
「
ル
・
ブ
ラ
ン
作
《
ア
ポ
ロ
ン
の
間
》
装
飾
に
つ
い
て
」（『
美
術
史
論
叢
』
一
九
九
〇

年
、
六
号
、
一
二
七―

一
四
五
頁
）。 

 

小
野
崎
康
裕
「《
イ
コ
ノ
ロ
ギ
ア
》
の
ミ
ュ
ー
ズ
像
と
十
七
世
紀
西
欧
絵
画
に
対
す
る
そ
の
影
響

に
つ
い
て(

一)

」
（『
研
究
紀
要
（
川
村
短
期
大
学
）
』
一
九
九
八
年
、
一
八
号
、
一
三
三―

一
四
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八
頁
。 

 
拙
論
「
フ
ラ
ン
ス
近
代
に
お
け
る
《
慈
愛
の
寓
意
》
と
炎
の
図
像
に
つ
い
て
」（『
日
本
大
学
芸
術

学
部
紀
要
』
二
〇
一
一
年
、
五
四
号
、
四
五―

五
七
頁
）。 

 

拙
論
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
お
け
る
「
友
愛
」
の
図
像
に
つ
い
て
」（『
日
本
大
学
芸
術
学
部
紀
要
』

二
〇
一
四
年
、
六
〇
号
、
三
三
～
五
二
頁
）。 

 

《
オ
ラ
ン
ダ
》 

デ
・
ヨ
ン
グ
『
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
の
イ
コ
ノ
ロ
ギ
ー
』
（
日
本
放
送
協
会
、
二
〇
〇
五
年
、
監
訳
・

小
林
、
邦
訳
・
望
月
他
、
原
著
、DE JONGH,1995

）。 

 

尾
崎
彰
宏
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
」
（『「
古
典
主
義
」
美
術
の
理
論
的
研
究
』
平
成

一
四―

一
五
年
度
科
研
報
告
書
、
一
二
一
ー
一
四
〇
頁
）。 

 

川
瀬
祐
介
「
リ
ベ
ー
ラ
の
《
五
感
》
連
作
と
写
実
性
に
つ
い
て
」（『
ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
美
術
史
研
究
』
二
〇
〇
年
、
三
号
、
十
一
ー
二
十
頁
）。 

 

《
イ
タ
リ
ア
》 

新
保
淳
乃
「
カ
リ
タ
ス
の
糧
・
・
・
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
《
七
つ
の
慈
悲
の
お
こ
な
い
》」（『
味
覚

の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
叢
書
・
感
覚
の
ラ
ビ
ュ
ラ
ン
ト
ス
Ⅱ
、

監
修
・
解
説 

上
村
清
雄
、
五
一
～
九
八
、
二
二
二
ー
～
二
三
一
頁
） 

 

伊
藤
亜
紀
「
青
い
《
嫉
妬
》
・
・
・『
イ
コ
ノ
ロ
ー
ジ
ア
』
と
１
５―

１
６
世
紀
の
色
彩
象
徴
論
」

（『
美
学
』
二
〇
〇
四
年
、
二
一
九
号
、
一
～
一
三
頁
） 

 

《
イ
ギ
リ
ス
》 

植
月
恵
一
郎
「<

時
の
翁>

の
変
容
・
・Andrew Marvell

の<

草
刈
人>

に
つ
い
て
）（CLA

RI
T
A
S

・

現
代
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
研
究
会
、
一
九
九
九
年
、
十
二
号
、
一―

九
頁
）。 

 

基
礎
的
な
概
論
の
英
語
資
料
で
は
、 

LASH,etc.

《Allegory;Allegory of art

》,DA,199
6 

 

風
景
画 

 入
門
的
な
英
語
文
献
で
は
、 

CLARK,

《Landscape in Art

》,EWA, (1958)1964, 

LANGDON,

《Landscape Painting

》,DA,1996. 

 

全
般
を
扱
う
個
別
文
献
と
し
て
は
、 

ク
ラ
ー
ク
『
風
景
画
論
』
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
、
邦
訳
・
佐
々
木
英
也
、
旧
版
、

一
九
六
七
年
、
美
術
名
著
選
書
、
原
書
英
語
初
版
・
一
九
四
九
年
、
英
語
版pbk

で
は
、Landscape 

into Art,Murry,(1976

）??1979

）。 
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藤
田
治
彦
『
風
景
画
の
光
』（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）。 

 

わ
が
国
に
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
画
の
作
品
に
つ
い
て
は
、『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
画
』（
国
立

西
洋
美
術
館
、
一
九
七
八
年
、
カ
タ
ロ
グ
：
越
宏
一
、
他
）。 

 

『
静
岡
県
立
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
一
〇
選
』
（
一
九
九
一
年
、
編
集
・
発
行
：
静
岡
県
立
美

術
館
）。 

 

《
フ
ラ
ン
ス
》 

高
階
秀
爾
「
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
・
・
魅
惑
の
風
景
の
画
家
』
（『
み
ず
え
』
、
一
九
八
三
年
、
九

二
六
号
、
四
六
ー
七
一
頁
）。 

 

藤
田
治
彦
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
・
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
・
・
・
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
風
景
画
を
め

ぐ
っ
て
』（『
人
文
』、
一
九
八
七
年
、
三
六
号
、
四
七
ー
七
一
頁
）。 

 

小
針
由
起
隆
「
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
の
素
描
《
古
典
的
風
景
》
と
パ
ラ
ッ
ツ
オ
・
コ
ロ
ン
ナ
の
フ

レ
ス
コ
画
装
飾
」（『
静
岡
県
立
美
術
館
紀
要
』
一
九
九
三
年
、
一
〇
号
、
二
～
二
二
、
三
七
頁
）。 

 

同
「
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
・
・
大
狩
猟
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（
『
版
画
の
写
像
学
』

あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
二
八
七―

二
八
六
、
３
７
２―

３
７
６
頁
）。 

 

同
「
ク
ロ
ー
ド
・
ロ
ラ
ン
と
タ
ッ
ソ
・
・
・《
エ
ル
ミ
ニ
ア
と
羊
飼
い
》
を
考
え
る
」
（『
絵
画
と

受
容
』
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
一
二
一―

一
四
四
頁
）
。 

 

藤
田
治
彦
「
シ
バ
の
女
王
の
乗
船
」（『
名
画
』、
第
十
二
巻
、
一
九
九
四
年
、
九
六
ー
一
一
五
頁
）。 

 

新
畑
泰
秀
『
明
る
い
窓
・
・
風
景
表
現
の
近
代
』
（
二
〇
〇
三
年
、
横
浜
美
術
館
、
展
覧
会
カ
タ

ロ
グ
、
一
、
三
章
） 

 

栗
田
秀
法
「
西
洋
近
世
に
お
け
る
自
然
と
人
間─

プ
ッ
サ
ン
の
理
想
的
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て─

」

（
名
古
屋
大
学
日
本
近
現
代
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
『JunCture

（
ジ
ャ
ン
ク
チ
ャ
ー
） 

超
域
的

日
本
文
化
研
究
』
第
四
号
、
二
～
一
三
頁
）。 

 

同
「
ニ
コ
ラ
・
プ
ッ
サ
ン
｛
四
季
｝
連
作
・
・
・
そ
の
意
味
構
造
を
め
ぐ
っ
て
」（
『
絵
画
と
受
容
』 

あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
八
七―

一
二
〇
、
三
〇
五―

三
〇
八
頁
）。 

 

プ
ッ
サ
ン
の
風
景
画
に
つ
い
て
の
平
易
な
英
文
論
文
は
、 

BLUNT,

《The Heroic and the Ideal Landscape in the Work o
f N.Pous

si
n

》,JWCI

誌,1944. 

 

十
八
世
紀
に
つ
い
て
は
、 

島
本
浣
「
風
景
と
眺
め
（
１
）、
一
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
風
景
画
を
め
ぐ
っ
て
」（『
芸
術
論
究
』（
帝
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塚
山
学
院
大
学
美
学
美
術
史
研
究
室
、
一
九
九
〇
年
、
第
十
七
編
、
十
五
ー
三
七
頁
）。 

 
同
「
同
（
２
）」
（『
芸
術
論
究
』
帝
塚
山
学
院
大
学
美
学
美
術
史
研
究
室
、
一
九
九
一
年
、
第
一

八
編
、
二
九
ー
四
九
頁
）。 

 

《
イ
タ
リ
ア
》 

小
針
由
起
隆
「
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
ル
・
ロ
ー
ザ
の
《
フ
ィ
グ
リ
ー
ネ
》
と
西
洋
風
景
画
の
伝
統
」（『
静

岡
県
立
美
術
館
紀
要
』
一
九
八
八
年
、
六
号
、
五
一
～
六
九
頁
）。 

 

《
オ
ラ
ン
ダ
》 

兼
重
護
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
風
景
画
」（『
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
』
一
九
八
一

年
、
三
〇
、
四
一
ー
四
九
頁
）。 

 

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
、『
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
風
景
画
展
』（
一
九
九
二
年
、
東
京
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
他
、
カ
タ
ロ
グ
・
バ
イ
セ
ン
、
小
林
頼
子
、
他
）。 

 

幸
福
輝
「
世
界
地
図
（
マ
ッ
パ
・
ム
ン
デ
ィ
）
か
ら
世
界
風
景
へ
」（『
美
の
司
祭
と
巫
女
』
中
央

公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
一
三
一
ー
一
六
一
頁
）。 

 

兼
重
護
「
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
風
景
画
」（『
美
の
司
祭
と
巫
女
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
二

年
、
一
八
一
ー
二
〇
〇
頁
）。 

 

《
ス
ペ
イ
ン
》 

 

？
？ 

「
わ
た
し
は
す
で
に
栄
光
を
あ
ら
わ
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
を
あ
ら
わ
す
で
あ
ろ
う
・
・
・

エ
ル
・
グ
レ
コ
《
ト
レ
ド
風
景
》
を
め
ぐ
る
一
考
察
」（『
ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
美
術
史

研
究
』
二
〇
〇
六
年
、
七
号
、
四
九
～
五
七
頁
）。 

 

風
俗
画 

 個
別
研
究
で
は
、 

高
橋
達
史
「
・
・
風
俗
画
の
類
型
学
・
・
」（『
月
刊
百
科
』、
一
九
八
四
年
九
月
、・
同
八
五
年
三

月
、
六
月
、
七
月
、
一
二
月
、
同
八
六
年
一
二
月
、
同
八
七
年
一
月
、
三
月
の
各
号
に
連
載
）。 

 

森
洋
子
『
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
「
子
供
の
遊
戯
」』
（
未
来
社
、
一
九
八
九
年
）
。
森
洋
子
『
子
供
と

カ
ッ
プ
ル
の
美
術
史
』（(NHK

ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
二
年)

。 

 

小
林
頼
子
『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
世
界
・
・
１
７
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
風
俗
画
の
世
界
』NHK

ブ
ッ
ク

ス
、
一
九
九
九
年
）。 

 

尾
崎
彰
宏
「
資
料
編
」（『
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
時
代
の
女
性
た
ち
』
小
学
館
、
二

〇
〇
八
年
、
二
三
五―

二
五
一
頁
）。 
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入
門
的
な
英
語
資
料
で
は
、 

WASHBURN,

《Genre and Secular Subjects

》,EWA, (1958); 

 LANGDON,
《Genre

》,DA,1996. 

 

静
物
画 

 一
般
的
な
研
究
と
し
て
は
、 

ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
「
西
欧
の
静
物
画
に
お
け
る
伝
統
と
表
現
」（『
棒
馬
考
』
、
一
九
八
八
年
、
勁
草

書
房
、
十
八
三
ー
二
一
〇
頁
、
邦
訳
・
二
見
史
朗
・
谷
川
渥
、
横
山
勝
彦
、
原
著
英
語
版

pbk,GOMBRICH,Meditation on a Hobby Horse,1963,Phaidon

）。 

 

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
は
、 

森
洋
子
「
静
物
画
の
交
流
・
・
・
ア
ル
プ
ス
の
北
と
南
」（『
イ
タ
リ
ア
美
術
展
・
・
・
知
ら
れ
ざ

る
静
物
画
の
伝
統
』
一
九
八
六
年
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
、SALERN

O ,

他
、
二
九
ー
四
二
頁
）。 

 

『
静
物
・
・
・
こ
と
ば
な
き
物
た
ち
の
祭
典
』（
一
九
九
〇
年
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
カ
タ
ロ
グ
：

小
針
由
紀
隆
、
他
）。
「
静
物
・
・
そ
の
歴
史
と
現
在
」
（
一
九
九
〇
年
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
、
若
桑
み
ど
り
「
静
物
画
の
象
徴
的
意
味
」、
他
）。 

 

ア
ス
イ
ロ
ー
ニ
ス(Esielonis)

「
序
」（『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
・
静
物
画
名
品
展
』（
一
九
九

三
年
、
そ
ご
う
美
術
館
、
他
、
邦
訳
・
冨
田
章
、
八
ー
十
五
頁
）。 

 

吉
住
磨
子
「
あ
あ
桃
よ
、
他
の
な
に
よ
り
も
祝
福
さ
れ
・
・
・
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
時
代
の
性
的
な

暗
喩
に
満
ち
た
静
物
画
」」
（『
味
覚
の
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
あ
り
な
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
叢

書
・
感
覚
の
ラ
ビ
ュ
ラ
ン
ト
ス
Ⅱ
、
監
修
・
解
説 

上
村
清
雄
、
九
九
～
一
三
九
、
二
三
一
～
二

三
九
頁
）。 

 

入
門
的
な
英
語
資
料
で
は
、 

VAN MIEGROET,DA,1996. 

 

英
語
版pbk

で
は
、 

STERLING,Still Life Painting
,Harp and Row,(1952)1981

。 

BRYSON,Looking at the Overlooked
,Harvard University Pr

.1990.  

 

《
オ
ラ
ン
ダ
》 

兼
重
護
「
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
静
物
画
・
・
そ
の
発
生
と
意
味
に
つ
い
て
』（
『
日
蘭
学
会
会
誌
』

一
九
八
七
年
、
第
一
〇
巻
、
第
二
号
、
六
三
ー
一
一
三
頁
）。 

 

堤
委
子
「
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
花
草
画
成
立
に
関
す
る
一
考
察
』（『
日
蘭
学
会
会
誌
』
一
九
八

七
年
、
第
一
二
巻
、
第
一
号
、
二
九
ー
四
六
頁
）。 

 



38 

 

千
速
敏
男
「
十
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
静
物
画
の
成
立
に
つ
い
て
・
・
・
ヴ
ァ
ニ
タ
ス
の
理

念
を
中
心
に
』（『
美
学
』
一
九
八
七
年
、
一
五
一
号
、
三
四
ー
四
七
頁
）。 

 

デ
・
ヨ
ン
グ
、
邦
訳
、
二
〇
〇
五
年
（
既
出
、
原
著
、1995

）
第
五
章
。 

 

尾
崎
彰
宏
「
オ
ラ
ン
ダ
美
術
に
お
け
る
聖
と
俗
・
・
・
静
物
画
の
勃
興
を
め
ぐ
っ
て
」（『
西
洋
美

術
研
究
』
二
〇
〇
九
年
、
一
五
、
八
四―

九
九
頁
）。 

 

《
イ
タ
リ
ア
》 

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
「
序
文
」
（『
イ
タ
リ
ア
美
術
展
・
・
・
』
既
出
、
一
二
ー
一
九
頁
）
。

若
桑
み
ど
り
「
イ
タ
リ
ア
静
物
画
の
歴
史
的
意
味
」
（
既
出
『
イ
タ
リ
ア
美
術
展
・
・
・
』
二
四

ー
二
六
頁
）。 

 

《
ス
ペ
イ
ン
》 

遠
藤
恒
雄
「
ベ
ラ
ス
ケ
ス
初
期
作
品
の
一
考
察
・
・
ボ
デ
ゴ
ネ
ス
絵
画
の
意
義
」（
『
美
学
』
一
九

七
〇
年
、
二
一
ー
四
七
頁
）。 

 

同
「
十
七
世
紀
ス
ペ
イ
ン
静
物
画
・
・
・《
ボ
デ
ゴ
ン
》
の
神
秘
主
義
的
性
格
』（
『
芸
術
と
民
族
』

玉
川
大
学
出
版
部
、
一
九
八
四
年
、
十
七
三
ー
二
〇
八
頁
）。 

 

同
「
ス
ペ
イ
ン
・
ボ
デ
ゴ
ン
（
静
物
画
）
の
成
立
に
つ
い
て
』（『
芸
術
分
類
の
様
態
と
原
理
』
多

賀
出
版
、
一
九
八
九
年
、
六
十
八
四
頁
）。 

 

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
は
、
サ
ン
チ
ェ
ス

SANCHEZ(A. 
E.
P.)

・
雪
山
行
二
『
ス
ペ
イ
ン
・

リ
ア
リ
ズ
ム
の
美
・
・
・
静
物
画
の
世
界
』
（
一
九
九
二
年
、
国
立
西
洋
美
術
館
、
邦
訳
、
岡
田

裕
成
他
、
八
九―

一
二
〇
、
一
二
七―

一
三
三
頁
）。 

 

堀
越
公
恵
「
１
７
世
紀
に
お
け
る
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
ボ
デ
ゴ
ン
」（『
ス
ペ
イ
ン
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

美
術
史
研
究
』
二
〇
〇
〇
年
、
一
号
、
一
三
～
二
〇
頁
） 

 

歴
史
画 

 個
別
研
究
で
は
、 

栗
田
秀
法
「《
コ
リ
オ
ラ
ヌ
ス
》・
・
。
戦
争
と
平
和
の
寓
意
」（『
プ
ッ
サ
ン
に
お
け
る
語
り
と
寓

意
』
三
元
社
、
二
〇
一
四
年
、
Ⅲ―

六
、
初
出
・
二
〇
〇
七
年
）。 

 

同
「
英
雄
的
風
景
画
の
成
立
と
物
語
画
・
・
・
フ
ロ
ン
ド
の
乱
へ
の
応
答
」（『
プ
ッ
サ
ン
に
お
け

る
語
り
と
寓
意
』
三
元
社
、
二
〇
一
四
年
、
Ⅲ―

七
、
初
出
・
二
〇
〇
七
年
）。 

  

拙
論
「
ラ
・
ヴ
リ
リ
エ
ー
ル
邸
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ロ
ー
マ
古
代
史
を
描
く
歴
史
画
」（『
日
本
大
学
芸

術
学
部
紀
要
』
二
〇
一
二
年
、
五
五
号
、
六
一―

七
七
頁
）。 
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宮
島
綾
子
「
デ
キ
ウ
ス
・
ム
ス
連
作
・
・
・
ル
ー
ベ
ン
ス
芸
術
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」（『
リ

ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
、
二
〇
一
二
年
、
一
九
八
～
二
〇
五
頁
） 

 
初
歩
的
な
英
語
資
料
で
は
、 

BATTISTI
《Historical Subjects

》,EWA,1963(1958).
 

 

肖
像
画 

 ケ
ー
ガ
ンK

A
G

A
N

「
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
肖
像
画
」（『
エ
ル
・
グ
レ
コ
展
』
カ
タ
ロ
グ
、
二
〇
一

三
年
、
東
京
都
美
術
館
、
一
七
八
～
一
八
一
頁
、
付
欧
文
）。 

自
画
像
に
つ
い
て
は 

 

高
橋
達
史
「
自
画
像
の
需
要
と
画
家
の
イ
メ
ー
ジ
・
・
・
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
そ
の
時
代
」（『
自
画

像
の
美
術
史
』
二
〇
〇
三
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、
六
五
～
九
四
頁
）。 

 

③ 

図
像
学
方
法
論
・
学
派
論 

 

《
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
》 

 

著
作
集
に
つ
い
て
は
、 

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
著
作
集
、
あ
り
な
書
房
、
全
八
巻
（
予
定
）、(

WARBURG
)

、
が
伊
藤
博
明
氏
を

中
心
と
し
た
チ
ー
ム
で
進
行
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
本
書
に
関
係
を
し
た
若
干
の
論
考
だ
け
を

記
述
す
る
。 

 

方
法
論
と
そ
の
歴
史
的
な
意
味
に
つ
い
て
は
、 

ギ
ン
ズ
ブ
ル
グ
「
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
か
ら
ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
へ
」（『
神
話
・
寓
意
・
徴
候
』
せ
り
か

書
房
、
一
九
八
八
年
、
邦
訳
・
竹
山
博
英
、
四
五―

一
一
二
頁
、
伊
語
版
原
著
、GINZBURG

,1966

）。 

 

ゴ
ン
ブ
リ
ッ
チ
『
ア
ビ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
伝
』
（
一
九
八
六
年
、
晶
文
社
、
邦
訳
・
鈴
木
杜
幾

子
、
原
著
英
語
版
、GOMBRICH,1970,19
86

）。PODRO,1982,

前
掲
書
、
第
Ⅷ
、
Ⅸ
章
。 

 

松
枝
到(

編)

『
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
学
派
・
・ 

文
化
科
学
の
革
新
』(

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
、
一
九
九
八
年
、
平
凡
社
、
ビ
ア
オ
ォ
ス
ト
ッ
キ
、
ビ
ン
グ
、
カ
ッ
シ
ラ
ー
、
ヘ
ク
シ
ャ

ー
、
若
桑
、
前
田
、
村
上
、
上
山
等
諸
氏
の
論
考)

。 

 

コ
ー
ザ
ー
「
Ｅ
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
亡
命
美
術
史
家
の
影
響
」（『
亡
命
知
識

人
と
ア
メ
リ
カ
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
、
二
八
四
ー
二
九
〇
頁
、
英
語
版
原
著
、COS

ER,19
84

）。 

 

英
語
版pbk

で
は 

HOLLY,Panofsky and the Foundations of Art History
,198

4,
Cornell

 U. Pr. 

 

ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
の
具
体
的
な
研
究
は
、 

鈴
木
杜
幾
子
・
吉
祥
寺
尚
子
・
澤
井
繁
男
「
ス
キ
ノ
フ
ァ
イ
ア
壁
画
（
四
月
）
」
（
『
名
画
』
第
六
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巻
、
一
九
九
三
年
、
七
六
ー
九
五
頁
）
。 

 
伊
藤
博
明
「
解
題
・
・
・
ア
ビ
・
ヴ
ァ
ー
ル
ブ
ル
ク
と
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
研
究
」『
サ
ン
ド
ロ
・

ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
リ
の
《
ウ
ェ
ヌ
ス
の
誕
生
》
と
《
春
》」（
二
〇
〇
三
年
、
あ
り
な
書
房
、
既
出
、

一
三
五
ー
二
一
〇
頁
）。 

 
 《

方
法
論
》
に
つ
い
て
は
、 

プ
ッ
サ
ン
解
釈
学
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
詳
し
い
紹
介
と
し
て
、 

松
井
秀
法
「
意
味
生
成
の
現
場
に
・
・
・
オ
ス
カ
ー
・
ベ
ッ
チ
ュ
マ
ン
の
美
術
史
解
釈
学
に
つ
い

て
」（『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
一
九
八
九
年
、
第
七
号
、
六
七
ー
九
〇
頁
）。 

 

類
型
論
に
つ
い
て
は
、 

木
村
『
イ
エ
ズ
ス
会
』（
序
、
註
３
）。
同
「
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
バ
ロ
ッ
ク
に
か
け
て
描
か
れ
た
《
ア

ポ
ロ
と
ダ
フ
ネ
》
の
図
像
展
開
に
つ
い
て
・
・
・
・
ル
ー
ベ
ン
ス
と
プ
ッ
サ
ン
の
周
辺
」『
日
本

大
学
芸
術
学
部
紀
要
』（
二
〇
〇
八
年
、
四
八
号
、
五
五―

七
二
頁
）。 

 

具
体
的
な
資
料
の
整
理
に
つ
い
て
は
、 

藤
田
実
「
あ
る
研
究
所
に
て
・
・
・
ル
ネ
サ
ン
ス
精
神
史
の
研
究
を
深
化
さ
せ
た
宝
庫
」（『
不
死

鳥
』
一
九
八
四
年
、
五
五
号
、
五
ー
六
頁
）。 
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第
八
章 

絵
画
と
コ
レ
ク
タ
ー…

…

来
歴
か
ら
絵
画
を
考
え
る 

 
来
歴
論
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
論 

来
歴
論
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
論
は
重
複
す
る
場
合
が
多
い
。 

 

《
入
門
的
な
論
考
》
で
は
、 

高
階
秀
爾
『
芸
術
の
パ
ト
ロ
ン
た
ち
』(

岩
波
新
書
、
一
九
九
七
年)

。 

 

《
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
収
蔵
作
品
の
来
歴
資
料
》
と
し
て
は
、 

本
論
に
重
複
す
る
も
の
と
し
て
、
拙
論
「
ル
ー
ヴ
ル
収
集
秘
話
Ⅶ
・
北
方
ル
ネ
サ
ン
ス
」『
芸
術

新
潮
』
（
一
九
八
五
年
、
一
一
月
、
一
〇
三
ー
一
〇
六
頁
、
詳
し
い
欧
文
文
献
は
こ
の
小
論
に
掲

載
し
て
あ
る
）
。
ま
た
こ
の
年
の
同
誌
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
来
歴
論
が
掲
載

さ
れ
た
。 

 

《
画
家
と
注
文
主
と
の
関
係
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
》
に
つ
い
て
は
、 

『
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
読
む
』
（
慶
応
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
、
監
修
・
遠
山
公
一
・
銀

山
弘
昌
。
本
書
は
、
『
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン: 

ア
ー
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
制
度
の

成
立
と
そ
の
読
解
』
平
成
一
九―

二
一
年
度
科
研
報
告
書
，
二
〇
一
〇
年
、
に
基
づ
く
）。 

 

『
芸
術
の
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
』
（
平
成
元―

二
年
科
研
研
究
成
果
報
告
書
、
一
九
九
一
年
、
宍
戸

「...Giberti..

」、
元
木
「
中
世
末
期
の
宮
廷
肖
像
・
・
」、
松
井
「
ベ
ラ
ス
ケ
ス
・
・
・
フ
ェ

リ
ペ
四
世
像
」、
森
「
・
・
・
下
院
装
飾
画
コ
ン
ク
ー
ル
・
・
・
」
）。 

 

フ
ラ
ン
ド
ル
美
術
で
は
、 

尾
崎
彰
宏
「
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
《
向
日
葵
の
あ
る
自
画
像
》
を
め
ぐ
っ
て
」
・
・
・
画
家
と
美
術

愛
好
家
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
」
（『
美
術
史
学
（
東
北
大
学
）
』
二
〇
〇
一
年
、
二
二
号
、
八
七

ー
一
〇
七
頁
）。 

 

ス
ペ
イ
ン
美
術
で
は
、 

 

諸
星
妙
「
フ
ェ
リ
ペ
三
世
時
代
の
ス
ペ
イ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」（『
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
読
む
』

二
〇
一
二
年
、
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
遠
山
公
一
、
金
山
昌
弘
編
、
三
〇
七
～
三
三
〇
頁
） 

 

イ
タ
リ
ア
美
術
で
は
、 

H
A

S
K

E
L

L
 
(F

ra
n

cis),

「
講
演 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
美
術
と
十
七―

十
八
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ

ス
の
コ
レ
ク
タ
ー
」(

『
西
洋
美
術
研
究
』
二
〇
〇
二
年
、
八
、
六―

二
〇
頁
、
邦
訳
・
伊
藤 

拓

真 
[

訳] , 

小
佐
野 

重
利)

。 

 

金
山
昌
弘
「
調
度
と
し
て
の
絵
画
」（『
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
読
む
』
二
〇
一
二
年
、
慶
応
義
塾

大
学
出
版
会
、
遠
山
公
一
、
金
山
昌
弘
編
、
一
六
一
～
一
八
七
頁
）
。 

 

英
語
版p

b
k

と
し
て
、H

A
S

K
E

L
L

, P
a

tro
n

s a
n

d
 P

a
in

te
rs

, Y
a

le
 U

.P
.,1

9
8

0
. 
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ベ
ラ
ス
ス
ケ
ス
に
関
わ
る
問
題
を
論
じ
た
、
著
名
な
論
考
と
し
て
は
、 

COSTELLO ,JWCI

誌,1950

。 

 

フ
ラ
ン
ス
美
術
で
は
、 

望
月
典
子
「
１
７
世
紀
パ
リ
に
お
け
る
美
術
収
集
」
（
既
出
、
科
研
報
告
書
、
二
〇
一
一
年
、
一

四
一―

一
五
一
頁
）。 

 

望
月
典
子
「
一
七
世
紀
パ
リ
に
お
け
る
「
好
事
家
た
ち(

キ
ュ
リ
ユ
ー)

」
の
眼
差
し
」（『
美
術
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
読
む
』
二
〇
一
二
年
、
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、
遠
山
公
一
、
金
山
昌
弘
編
、
二

八
一
～
三
〇
六
頁
）。 

 

大
谷
公
美
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
コ
ー
・
・
・
イ
タ
リ
ア
駐
在
フ
ラ
ン
ス
人
外
交
官
の
絵
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」（『
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
読
む
』
同
書
、
三
三
一
～
三
五
四
頁
）。 

 

フ
ー
ケ
に
つ
い
て
は
、
デ
ュ
ビ
ー
、
マ
ン
ド
ル
ー
『
フ
ラ
ン
ス
文
化
史
Ⅰ
』
（
人
文
書
院
、
前
川

貞
次
郎
、
他
訳
、
一
九
六
九
年
、
原
著
仏
語
版
、MADROU,1958

）。 

 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
収
集
に
つ
い
て
は
、 

ク
レ
フ
ト
ナ
ー 

K
R

Ä
F

T
N

E
R

「
あ
る
侯
爵
家
の
収
集
史
」（
『
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
展
覧

会
カ
タ
ロ
グ
、
二
〇
一
二
年
、
四
二
～
二
六
頁
）
。 

 

森
洋
子
「
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
侯
爵
家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
二
人
の
偉
大
な
立
役
者
」
（
同
前
、

二
〇
一
二
年
、
一
八
九
～
一
九
七
頁
） 

 

天
井
画
と
絵
画
の
な
か
の
光 

 

《
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
の
宗
教
画
》
に
つ
い
て
は
、 

宮
下
規
久
朗
『
バ
ロ
ッ
ク
美
術
の
成
立
』（(

山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
、

七
七)

。 

 

同
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
の
旅
』（
角
川
選
書
、
二
〇
〇
七
年
）。 

 

専
門
性
が
高
い
も
の
で
は 

、
山
本
み
ど
り
「
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
《
聖
マ
タ
イ
伝
》
の
制
作
年
代
」（『
美
術
史
』
一
九
六
二
年
、

上
、
四
四
冊
、
一
二
〇
～
一
二
八
頁
、
下
、
四
五
冊
、
一
五
～
二
四
頁
）。 

 

宮
下
規
久
朗
『
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ョ
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
）。 

 

英
語
版p

b
k

で
は
、F

R
IE

R
D

L
A

E
N

D
E

R
,C

a
ra

v
a

g
g
io S

tu
d

ie
s
,(1

9
5

5
)1

9
7
2

 S
ch

o
ck

e
n

. 

 

《
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
と
北
方
の
画
家
と
の
関
係
》
に
つ
い
て
は
、 

田
中
英
道
「
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
」（
一
九
七
二
年
、
造
形
社
）。 
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小
林
頼
子
「
テ
ル
・
ブ
ル
ッ
ヘ
ン
と
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
ス
ム
」（『
美
術
史
』
一
九
八
七
年
、
一
二
一

号
、
十
七
ー
三
一
頁
）。 

 

小
林
頼
子
『
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
論 

: 

神
話
解
体
の
試
み
』(

八
坂
書
房
、
一
九
九
年)

。 

 

英
語
版p

b
k

で
は
、 

S
P

E
A

R
,C

a
ra

v
a

g
g
io

 a
n

d
 H

is F
o
llo

w
e
rs

,Ico
n

,(1
9

7
1
)1

9
7

5
,re

v.e
d

. 

 

《
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
と
光
》
に
つ
い
て
は
、 

.  

中
村
光
一
「
写
真
的
視
覚
と
表
現
の
源
流(1

)

・
・
・
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ー

ラ
使
用
を
中
心
に
」
（『
日
本
写
真
学
会
誌
』
、
一
九
九
二
年
、
第
五
五
巻
、
第
六
号
、
四
二
九
ー

四
三
五
頁
）。 

 

英
語
版
資
料
で
は
、 

S
E

Y
M

O
U

R
,

《D
a
rk

 C
h

a
m

b
e
r a

n
d

 L
ig

h
t-F

ille
d

 R
o
o
m

》,A
B

誌,1
9
6

4
 

 

《
十
七
世
紀
の
天
井
画
》
に
つ
い
て
は
、 

柴
洋
美
「
バ
ロ
ッ
ク
天
井
画
に
お
け
る
視
点
の
問
題
」
（『
人
間
文
化
研
究
年
報
』
一
九
八
〇
年
、

四
号
、
一
四
三
ー
一
五
四
頁
）。 

 

浦
上
雅
司
「
ピ
エ
ト
ロ
・
ダ
・
コ
ル
ト
ー
ナ
の
初
期
の
活
動
に
つ
い
て
」（
『
美
術
史
論
叢
』
一
九

八
五
年
、
二
号
、
七
五
ー
八
八
頁
）。 

 

石
鍋
真
澄
「
イ
エ
ズ
ス
会
の
伝
道
の
寓
意
」
（『
名
画
』
、
第
十
一
巻
、
一
九
九
三
年
、
一
一
六
ー

一
三
五
頁
）。 

 

英
語
資
料
と
し
て
は
、 

G
O

L
D

S
T

E
IN

,

《S
tu

d
ie

s in
 S

e
v
e
n

te
e
n

th
 C

e
n

tu
ry

 F
re

n
ch

 A
rt T

h
e
o
ry

 a
n

d
 C

e
ilin

g
 

P
a

in
tin

g

》,A
B

誌,1
9

6
5

. 
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第
二
部 

西
洋
近
代
絵
画
の
学
び
方 

 
第
一
章 

美
術
史
研
究
の
実
際
的
方
法
・
・
・
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
の
意
味
と
画
像

資
料 

 

情
報
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム 

《
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
》
に
つ
い
て
は
、 

梅
棹
忠
夫
『
知
的
生
産
の
技
術
』（
一
九
六
九
年
、
岩
波
新
書
）。 

 

『
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
実
際
』（
一
九
八
六
年
、
イ
ト
ー
キ
・
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
研
究
室
。
有
斐
閣
）
。 

 

山
根
一
眞
『
情
報
の
仕
事
術
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
全
三
巻
、
一
九
八
九
年
、
特
に
、
第
二
巻

「
整
理
」）、 

 

同
＆
情
報
山
根
組
『
Ａ
４
革
命
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
三
年
）
、
に
は
、
袋
フ
ァ
イ
ル
・

シ
ス
テ
ム
の
使
用
例
が
あ
る
。『
コ
ク
ヨ
・
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
お
す
す
め
』（
コ
ク
ヨ
）。 

 

《
押
出
し
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
と
資
料
の
破
棄
の
方
法
》
に
つ
い
て
は
、 

中
公
新
書
の
、
野
口
悠
紀
雄 

『「
超
」
整
理
法
』（
一
九
九
三
年
）。 

 

同
『「
超
」
整
理
法
３
』（
一
九
九
九
年
）。 

 

《
絵
は
が
き
と
美
術
史
資
料
》
に
つ
い
て
は
、 

拙
論
『
絵
は
が
き
と
美
術
研
究
・
・
ウ
ィ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
こ
と
』
『
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ

メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
通
信
』（
一
九
八
九
年
、
第
一
号
、
二
頁
）。 

 

美
術
館
・
図
書
館
に
展
示
・
収
蔵
さ
れ
た
絵
画
等
の
写
真
撮
影 

《
写
真
撮
影
の
方
法
に
つ
い
て
は
》、 

鈴
木
昭
夫
・
吉
田
成
・
岡
宮
誠
一
・
鷺
野
谷
秀
夫
『
研
究
者
の
た
め
の
資
料
写
真
の
撮
り
方
』（
理

工
学
社
、
一
九
九
一
年
）。 

 

《
取
材
・
撮
影
旅
行
の
実
際
》
に
つ
い
て
は
、 

森
本
哲
郎
、
三
留
理
男
、
妹
尾
河
童
、
他
（『
太
陽
』
一
九
八
七
年
、
三
〇
八
号
、
二
五
～
五
〇

頁
、
特
集
・
快
適
旅
行
術
、
私
の
旅
と
旅
仕
度
）。 

 比
嘉
飛
鳥
「
画
像
ア
ー
カ
イ
ブ
作
成
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
写
真
の
役
割
と
選
択
」
『
ア
ー
ト
・
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
通
信
』（
二
〇
〇
七
年
、
一
三―

一
五
頁
）、 

 

中
川
裕
美
、
「
日
本
大
学
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
構
築
の

実
践
」
『
ア
ー
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
（
二
〇
〇
九
年
、
十
六
号
、
二
八
～
四
一
頁
）

（
同
セ
ン
タ
ー
編
・『
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
報
告
書
二
〇
一
〇
年
、

一
六
一
～
一
八
〇
頁
に
再
録
・
色
彩
図
版
）
も
参
照
。 
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展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
意
味
と
歴
史 

島
本
浣
『
美
術
カ
タ
ロ
グ
論
』（
三
元
社
、
二
〇
〇
五
年
）。
関
連
文
献
は
、
こ
の
著
書
の
参
考
文

献
の
欄
に
詳
し
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
こ
に
し
る
さ
れ
て
い
な
い
情
報
を
追
加
し
て
お
き
た
い 

 

新
畑
泰
秀
「
島
本
浣
著
＜
美
術
カ
タ
ロ
グ
論-

記
録
・
記
憶
・
言
説
＞
（
書
評
）」
（『
美
學
』 

二

〇
〇
六
年
、
二
二
七
号
、
八
四―

八
六
頁
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

フ
ラ
ン
ス
で
の
歴
史
は
、 

本
章
と
若
干
重
複
す
る
が
、
拙
論
「
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
ー
ザ
ン
ベ
ー
ル
の
精
緻
な
世
界
・
・《
美
術

図
書
館
学
》
の
勝
利
」『
日
本
１
８
世
紀
学
会
年
報
』（
一
九
八
八
年
、
六
月
、
第
三
号
、
十
五
ー

十
七
頁
）。 

 

英
語
版pbk

資
料
と
し
て
は
、 

POINTON,History of Art(1986,

初
版1986
）
の
な
か
に
一
章
紹
介
が
あ
る
。 

 

わ
が
国
に
け
る
カ
タ
ロ
グ
の
あ
り
か
た 

吉
村
良
夫
「
美
術
カ
タ
ロ
グ
と
著
作
権
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
八
七
年
、
三
月
四
日
、
夕
刊
、
七

面
）。 

 

中
島
理
壽
「
日
本
の
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
現
代
の
図
書
館
』（
一
九
九
〇
年
、

二
八
号
、
四
号
、
二
一
六
ー
二
二
三
頁
）。 

 

本
江
邦
夫
「
学
術
的
な
カ
タ
ロ
グ
の
性
格
に
つ
い
て
」『
現
代
の
眼
』（
一
九
九
一
年
、
四
三
六
号
、

一
ー
二
頁
）。
杉
浦
博
「
美
術
展
カ
タ
ロ
グ
の
あ
ゆ
み
」
同
（
三
ー
四
頁
）。 

 

伊
藤
真
「
展
覧
会
用
の
カ
タ
ロ
グ
に
関
す
る
判
決
に
つ
い
て
」
同
（
四
ー
六
頁
）。 

 

岡
田
毅
「
展
覧
会
図
録
の
収
集
と
公
開
」
同
（
六
ー
七
頁
）。 

 

種
市
正
晴
・
大
江
長
二
郎
「
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
収
集
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
報
告
」
『
ア

ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
通
信
』（
一
九
九
一
年
、
一
一
号
、
一
ー
四
頁
）。 

 

篠
塚
富
士
男
「
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
関
す
る
取
扱
い
及
び
解
説
と
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
マ
ニ
ュ
ア
ル

(

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
関
す
る
抜
粋
集)

の
策
定
に
つ
い
て
」（『
ア-

ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ-

シ
ョ
ン

通
信
』
二
〇
〇
六
年
、
七
〇
号
、
二
二―

二
六
頁
）。 
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補
遺
Ⅱ 

西
洋
美
術
辞
典
を
使
う 

 
彫
刻
の
場
合
は
、B

O
S

T
R

O
M

（2
0

0
4

,

後
出
）、
建
築
で
は
、P

E
V

S
N

E
R

(

独
版

1
9

9
2

,

後

出)

、
工
芸
で
は
、C

A
M

P
B

E
L

L
(2

0
0

6
.

後
出)

を
、
併
用
さ
れ
た
い
。 

 

無

論

、
T

H
IE

M
E

 
u

n
d

 
B

E
C

K
E

R

（

1
9
0

7
-5

0
), 

L
e
x
ik

on
 

d
e
r 

K
u

n
st(1

9
9
4

,S
e
e
m

a
n

n
 
);B

E
N

E
Z

IT

（1
9
9

9
,

英
語
版

2
0

0
6

)

，
そ
し
て
現
在
も
刊
行
中
の

A
llg

e
m

ein
e
s K

ü
n

stlerle
x
ik

o
n

（1
9

8
3

-, S
a
u

r

）
、
が
重
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し

か
し
、
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
語
、 

ド
イ
ツ
語
だ
と
い
う
こ
と
と
、
情
報
が
過
多
だ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
詳
述
を
控
え
た
い
。 

 

美
学
美
術
史
に
お
け
る
伝
統
的
な
参
考
図
書
教
育
で
は
、
修
士
論
文
を
終
わ
っ
た
水
準
の
院
生
諸

君
が
留
学
し
本
格
的
な
研
究
を
始
め
て
か
ら
も
、
そ
の
習
得
に
は
数
年
は
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

一
例
で
あ
る
が
、
筆
者
の
場
合
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
養
成
と
い
う
目
的
も
あ
っ
て
、
そ
う
し

た
基
礎
作
業
を
、
敢
え
て
修
士
課
程
の
間
に
集
中
し
て
学
習
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
成
果
の
一
部
は
、

そ
の
後
の
研
鑽
の
成
果
も
含
め
て
『
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
、

太
田
瑞
穂(

二
〇
〇
三)

、
一
瀬
あ
ゆ
み(

二
〇
〇
六)
、
田
中
麻
野
（
二
〇
〇
七
）
各
氏
の
研
究
の

中
に
認
め
ら
れ
る
。 

 

ち
な
み
に
、
こ
の
方
法
で
は
、
以
下
の
資
料
と
文
献
を
基
礎
的
な
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
。 

『
西
洋
美
術
史
の
た
め
の
参
考
図
書
と
東
京
を
中
心
と
し
た
そ
の
所
在
地
』
日
仏
美
術
学
会
実
行

委
員
会
、
一
九
八
七
年
（
統
括
・
木
村
三
郎
）
。 

拙
著
『
名
画
を
読
み
解
く
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
二
年
。 

 

な
お
、
日
本
大
学
大
学
院
芸
術
学
研
究
科
に
お
け
る
指
導
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
本
Ｈ
Ｐ
に
お

け
る
関
連
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
の
成
果
物
は
、
『
日
本
大
学
大
学
院
芸
術
学
研
究
科
造
形
芸

術
専
攻
博
士
前
期
課
程
・
修
了
制
作
・
論
文
集
』
（
平
成
十
一
～
二
十
二
年
度
） 

日
本
大
学
芸
術
学
部O

P
A

C

、h
ttp

://o
p
ac.art.n

ih
o
n
-u

.ac.jp
/o

p
ac/in

d
ex

.h
tm

l 
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補
遺
三 

美
術
情
報
を
探
す
・
・
・
西
洋
美
術
文
献
和
書
資
料
の
た
め
の
書
誌
学
入
門 

｛
拙
著
『
西
洋
近
代
絵
画
に
見
方
・
学
び
方
』
に
は
、
こ
の
補
遺
三
、
並
び
に
、
次
の
、
補
遺
四

に
対
応
す
る
部
分
は
な
い
｝ 

  

こ
こ
で
は
、
西
洋
美
術
史
を
研
究
し
よ
う
と
思
っ
た
際
の
初
歩
的
な
書
誌
を
紹
介
し
た
い
と
思

う
。
西
洋
の
近
代
絵
画
研
究
と
い
う
目
的
の
た
め
に
文
献
研
究
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
人
が
何
か

ら
調
べ
始
め
た
ら
よ
い
の
か
、
と
い
う
基
本
的
な
疑
問
に
答
え
る
手
段
が
、
わ
が
国
の
通
常
の
教

育
か
ら
は
抜
け
落
ち
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
次
章
の
案
内
も
同
じ
主
旨
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。 

 

一 

美
術
史
関
係
参
考
図
書
と
は
何
か 

 

１ 

参
考
図
書
に
つ
い
て
の
全
般
的
な
資
料 

 

『
日
本
の
参
考
図
書
』
日
本
図
書
館
協
会
他
（
編
）、
二
〇
〇
二
年
、
第
四
版
、
こ
の
な
か
の
「
芸

術
・
美
術
」（
七
六
一―

七
八
三
頁
）
に
は
、
書
誌
、
辞
典
、
事
典
、
基
礎
資
料
、
便
覧
、
全
集
、

図
録
、
年
表
、
な
ど
が
、
解
説
付
き
で
明
記
さ
れ
て
お
り
、
美
術
関
連
分
野
を
含
め
、
第
一
級
の

参
考
図
書
の
案
内
で
あ
る
（
千
速
・
水
谷
他
）。 

 

『
改
訂
新
版
・
調
査
研
究
・
参
考
図
書
目
録
』
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
年
、
二
巻
、

一
九
八
七
ー
二
〇
〇
二
・
六
収
録
、
六
六
二―

六
六
四
（
建
築
）
、
八
二
六
ー
八
四
八
（
芸
術
・

美
術
）
頁
。 

 

『
参
考
図
書
解
説
目
録
（
二
〇
〇
三―

二
〇
〇
七
）
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
八
年
、
九

二
六
ー
九
三
九
（
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
）、
六
九
五―

六
九
六
頁
（
建
築
）。 

個
々
の
事
典
な
ど
に
目
次
等
を
記
入
し
解
説
が
詳
し
い
。 

 B
A

L
A

Y
( e

d
.),G

u
id

e
 to

 R
e
fe

re
n

ce
 B

o
o
k

s
, A

m
e
rica

n
 L

.A
., 1

1
th.

こ
の
中
の
、A

rt a
n

d
 

A
rch

ite
ctu

re
 

の
項
目(p

.6
4
8

-6
9

2
)

に
は
、C
H

IP
M

A
N

が
執
筆
し
た
、
本
格
的
で
は
あ
る
が
、

基
礎
的
な
美
術
史
関
係
の
書
誌
の
解
題
が
あ
る
。
西
洋
美
術
史
の
領
域
で
重
要
な
、
複
数
の
巻
か

ら
成
り
立
つ
参
考
図
書
の
調
査
に
有
効
。
初
版
刊
行
年
、
巻
数
な
ど
を
確
認
す
る
際
に
は
、
特
に
、

著
者
名
に
よ
る
巻
末
の
索
引
か
ら
の
検
索
が
役
に
た
つ
。 

 

拙
著
「
読
書
案
内
」『
名
画
を
読
み
解
く
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
』（
淡
交
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
四
二

―

一
五
五
頁
）
。
図
像
学
に
つ
い
て
の
和
書
。
洋
書
の
参
考
図
書
に
つ
い
て
解
題
を
つ
け
て
記
述

し
て
あ
る
。 

 

２ 

図
書
を
収
蔵
図
書
サ
イ
ト
と
目
録
か
ら
探
す 

 a
.  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
探
す 

 

O
P

A
C

 

所
属
大
学
のO

n
lin

e
 P

u
b
lic A

cce
ss C

a
ta

lo
g

（
略
し
てO

P
A

C

）
と
は
、
図
書
館
に
お
い
て

公
共
利
用
に
供
さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
を
示
す
。
先
ず
、
身
近
な
こ
の
サ
イ
ト
か
ら
検
索
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し
、
所
蔵
の
有
無
、
ま
た
は
書
誌
事
項
を
確
認
す
る
。 

 W
e
b

ca
t  

 
h

ttp
://w

e
b

ca
t.n

ii.a
c.jp

/ 

正
式
名
称N

A
C

S
IS

 W
e
b

ca
t

は
、
国
立
情
報
学
研
究
所
が
提
供
す
る
学
術
機
関
の
文
献
目
録
の

検
索
サ
ー
ビ
ス
。
所
属
大
学
で
発
見
で
き
な
い
場
合
な
ど
の
ケ
ー
ス
に
、
極
め
て
有
効
で
あ
る
。

一
部
の
美
術
館
図
書
室
も
検
索
で
き
る
。 

 

美
術
館
横
断
検
索 

h
ttp

://a
lc.o

p
a

c.jp
/ 

東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
国
立
新
美
術
館
、
東
京
都
現
代
美
術
館
、
横
浜
美
術
館
、
国
立
西
洋
美

術
館
、
東
京
都
写
真
美
術
館
、
東
京
国
立
博
物
館
、
江
戸
東
京
博
物
館 

の
美
術
図
書
室
か
ら
、
横
断
的
に
検
索
す
る
シ
ス
テ
ム 

 

愛

知

県

文

化

情

報

セ

ン

タ

ー

h
ttp

://w
w

w
.a

a
c.p

re
f.a

ich
i.jp

/fra
m

e
.h

tm
l?b

u
n

jy
o
/a

-lib
/m

a
in

.h
tm

l 

芸
術
に
関
す
る
資
料
を
広
範
囲
に
収
集
・
公
開
し
て
い
る
図
書
室
。
美
術
等
に
関
す
る
図
書
や
、

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
を
収
集
。
洋
書
も
現
在
入
手
不
可
能
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
多
数
所
蔵
。 

 

東
京
文
化
財
研
究
所
・
研
究
資
料
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス 

h
ttp

://a
rch

iv
e
s.to

b
u

n
k

e
n

.g
o
.jp

/in
te

rn
e
t/in

d
e
x
.h

tm
l 

美
術
図
書
・
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
・
売
立
目
録
・
写
真
原
板
等
。
西
洋
美
術
史
に
と
っ
て
も
、
現
在

は
入
手
が
困
難
な
版
画
目
録
や
戦
前
刊
行
の
ル
ネ
サ
ン
ス
関
係
洋
書
が
検
索
可
能
。D

a
 
V

in
ci

等
の
項
目
で
検
索
す
る
と
よ
い
。
冊
子
体
の
目
録
も
あ
る
。『
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
書
目
録
』

二
〇
〇
二―

二
〇
〇
八
年
、
全
七
巻
、
西
洋
美
術
史
に
と
っ
て
は
、
特
に
「
西
洋
美
術
関
係
・
欧

文
編
・
和
文
編
」（
一
）、「
外
国
雑
誌
」（
七
）。 

 

東
京
日
仏
会
館
図
書
室 

h
ttp

://w
w

w
1

.ifjto
k

y
o
.o

r.jp
/ 

美
学
美
術
史
系
学
科
の
あ
る
大
学
図
書
館
が
充
実
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
収
蔵
さ
れ
た
、
フ
ラ

ン
ス
美
術
に
関
す
る
図
書
に
優
れ
る
。
画
家
名
検
索
が
有
効
。 

 B
o
o
k

s.o
r.jp

 

収
蔵
図
書
サ
イ
ト
で
は
な
い
が
、
国
内
で
発
行
さ
れ
、
現
在
入
手
可
能
な
書
籍
を
収
録
す
る
書
籍

検
索
サ
イ
ト
。
収
録
デ
ー
タ
は
、
各
出
版
社
か
ら
提
供
さ
れ
た
書
籍
情
報
を
、
日
本
書
籍
出
版
協

会
の
「
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
日
本
書
籍
総
目
録
」
に
蓄
積
し
た
も
の
。
入
手
可
能
な
既
刊
分
約
八
十
万

点
。
デ
ー
タ
は
日
次
更
新
。 

 b
.  

冊
子
体
目
録
で
探
す 

 

以
下
の
目
録
も
、
必
要
な
際
に
は
併
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 

『
日
本
件
名
図
書
目
録 

一

五 

芸
術
・
芸
能
・
ス
ポ
ー
ツ
』
（
一
九
八
六
、
一
九
九
六
）、
『
翻
訳
図
書
目
録
』
（
一
九
八
四
、

九
五
）。
美
術
館
図
書
室
等
の
蔵
書
目
録
の
労
作
も
あ
る
。『
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
・
蔵
書
目
録

Ⅰ
』
（
一
九
八
四
年
）、
『
静
岡
県
立
美
術
館
図
書
資
料
目
録
』
一
九
八
五
年
度
版
、
別
に
、
増
補

版
、
同
一
九
八
六
年
度
版
）、『
福
岡
市
総
合
図
書
館
蔵
河
北
倫
明
文
庫
目
録
』
（
二
〇
〇
二
年
）
。 
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３ 

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
・
論
文
を
探
す
・
・
・
雑
誌
記
事
索
引
の
活
用
法 

 

『
芸
術
新
潮
』、
『
美
術
手
帳
』、
あ
る
い
は
、
大
学
研
究
紀
要
、
学
会
誌
な
ど
の
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
た
資
料
を
探
し
た
い
時
に
は
、
主
に
先
ず
以
下
の
方
法
で
調
べ
始
め
る 

 a
.

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
場
合 

 

●C
iN

ii  
 
h

ttp
://ci.n

ii.a
c.jp

/ 

C
ita

tio
n

 In
fo

rm
a

tio
n

 b
y
 N

II

の
略
。
国
立
情
報
学
研
究
所
（N

II

、N
a

tio
n

a
l in

stitu
te

 o
f 

in
fo

m
a

tics

）
が
運
営
す
る
学
術
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
。
正
式
名
称
はN

II

論
文
情
報
ナ
ビ
ゲ

ー
タ
。
紙
媒
体
の
学
協
会
誌
（
紀
要
も
含
む
）
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
本
文
をP

D
F

と
し
て
保
存

し
て
い
る
。
保
存
し
て
い
る
論
文
は
そ
の
一
部
が
有
料
で
、
残
り
は
無
料
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

P
D

F

に
な
っ
て
い
な
い
も
の
で
も
、
書
誌
情
報
が
詳
し
く
、
極
め
て
有
用
で
あ
る
。 

 

●R
IH

A
 

 
h

ttp
://w

w
w

.rih
a

-jo
u

rn
a

l.o
rg

/ 

美
術
史
専
門
と
し
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

 

●J
S

T
O

R
 
 

論
文
の
検
索
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、A

rt B
u

lle
tin

を
は
じ
め
と
し
た
、
洋
書
雑
誌
の
中
の

論
文
自
体
がP

D
F

化
さ
れ
て
お
り
入
手
、
印
刷
が
可
能
。
論
文
に
よ
っ
て
は
、
色
彩
図
版
も
見

ら
れ
る
。
大
学
が
公
的
に
登
録
し
て
あ
る
場
合
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
のL

A
N

か
ら
ア
ク
セ
ス

が
で
き
る
。 

 b
.

冊
子
体
の
索
引
を
使
う
場
合 

 b
-1

美
学
美
術
史
系
一
般
誌
索
引 

 

星
山
晋
也
（
監
）『
美
学
・
美
術
史
研
究
文
献
要
覧
（
一
九
八
五―

一
九
八
九
）』
日
外
ア
ソ
シ
エ

ー
ツ
（
編
）、
一
九
九
六
年
、
二
〇
世
紀
文
献
要
覧
体
系
、
三
〇
。 

同
『
美
学
・
美
術
史
研
究
文
献
要
覧
（
一
九
九
〇―

二
〇
〇
四
）
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
、
一

九
九
九
年
、
全
三
巻
。
近
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
、
内
容
に
よ
っ
て
分
類
が
な
さ
れ
て
い
る
こ

の
索
引
で
先
ず
調
べ
る
。 

 

『
雑
誌
記
事
索
引
、
人
文
・
社
会
編
、
累
積
索
引
版
、
芸
術
、
芸
能
（
ス
ポ
ー
ツ
）』 

国
立
国
会
図
書
館
（
監
）、
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
（
編
）、 

☆ 

昭
和
二
三
～
二
九
年
、
☆ 

三
〇
～
三
九
年
、
☆
四
〇
～
四
四
年
、
☆
四
五
～
四
九
年 

☆
五

〇
～
五
四
年
、
☆
五
五
ー
五
九
年
、
☆
六
〇―

平
成
元
年
、
の
そ
れ
ぞ
れ
の
間
に
お
け
る
刊
行
物

を
採
録
し
た
七
種
が
あ
る
。 

 

ま
た
各
々
に
は
、
総
合
索
引
と
し
て
、
著
者
名
索
引
と
、
た
と
え
ば
、
「
バ
ロ
ッ
ク
美
術
」
な
ど

と
い
う
よ
う
な
、
件
名
索
引
の
巻
が
補
遺
と
し
て
存
在
す
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
巻
か
ら
引
き
始
め

る
と
よ
い
。
各
巻
で
必
要
な
項
目
を
探
せ
ば
相
当
数
の
雑
誌
資
料
を
見
つ
け
る
手
が
か
り
得
ら
れ

る
。（
同
系
統
の
索
引
と
し
て
は
、『
芸
術
・
美
術
に
関
す
る
・
・
・
年
間
の
雑
誌
文
献
目
録
』
日

http://www.riha-journal.org/
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外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
も
あ
る
）。 

 
 

 

b
-2

同
専
門
誌
索
引
（
東
西
交
渉
史
か
ら
の
視
点
も
含
む
） 

 

『
美
術
史
総
目
録
』（
一―

一
〇
〇
、
一
九
五
〇―

一
九
七
六
年
）、
一
九
七
七
年
、
美
術
史
学
会
。 

過
去
の
号
の
目
次
一
覧 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jahs2/c-kaish
i-mo

ku
ji-2.htm

 

 

『
美
学
・
目
録
篇
』（
一―

一
〇
〇
、
一
九
五
〇―

一
九
七
五
年
）、
一
九
七
八
年
、
美
学
会
。 

『
芸
術
新
潮
索
引
』（
一―
三
〇
〇
）、
学
習
院
短
大
、
鈴
木
和
生
編
、
一
九
八
四
年
刊
行
、
全
二

巻
。 

 

『
日
本
東
洋
古
美
術
文
献
目
録
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
九
九
年
（
一
九
三
六―

一
九
六
五

年
刊
行
物
所
載
）、
二
〇
〇
五
年
（
同
一
九
六
六
ー
二
〇
〇
〇
年
） 

『
国
華
索
引
』（
一―

一
〇
二
九
）、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
（
一
〇
三
〇
号
以
降
は
、
各
編

の
第
一
冊
に
前
年
の
索
引
が
付
記
さ
れ
る
）。 

『
日
本
美
術
年
鑑
』
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、
主
要
美
術
展
覧
会
の
一
覧
の
他
に
、
定
期
刊
行

物
所
載
文
献
が
わ
か
る
。
以
上
三
件
は
、
東
西
交
渉
史
、
南
蛮
美
術
研
究
に
有
効
。 

 

更
に
関
心
の
あ
る
方
々
に
は
、『
学
会
年
報
・
研
究
報
告
論
文
総
覧
』
一
九
九
八―

二
〇
〇
四
年
、

第
二
巻
が
人
文
・
芸
術
篇
。『
仏
教
美
術
文
献
目
録
』、
『
浮
世
絵
文
献
目
録
』
。
ま
た
、
『
大
宅
壮

一
文
庫
雑
誌
記
事
索
引
総
目
録
』
一
九
八
五
年
、
全
一
三
巻
。
「
件
名
編
２
」
に
あ
る
「
芸
能
・

芸
術
」（
七
〇
八
ー
七
四
二
頁
） 

 
 こ

の
他
の
索
引
一
般
に
つ
い
て
は
、 

『
人
文
社
会
翻
訳
記
事
論
文
索
引
（
一
九
八
一―

一
九
九
〇
）
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
（
編
）
一

九
九
九
年
、
西
洋
美
術
史
の
場
合
、
欧
文
原
綴
の
著
者
名
か
ら
、
西
洋
の
研
究
者
の
翻
訳
が
探
せ

る
。 

 

よ
り
一
般
的
に
は
、
大
久
保
久
雄
編
「
文
献
を
探
す
た
め
の
文
献
一
覧
」『
学
術
論
文
の
技
法
（
新

訂
版
）』
（
斉
藤
孝
・
西
岡
達
裕
）
、
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
二
〇
〇
五
（
一
九

七
七
）
年
、
一
五
七―

一
九
〇
頁
、
に
詳
し
い
。 

 

４ 

雑
誌
を
収
蔵
し
て
い
る
図
書
館
を
見
つ
け
る
に
は
、 

 

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
多
く
の
雑
誌
論
文
を
記
述
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、A

B

な
ど
の
欧
文
雑
誌
、

『
美
術
史
』
な
ど
の
和
文
雑
誌
、
そ
し
て
紀
要
論
文
や
関
連
記
事
は
、
必
ず
し
も
、
所
属
大
学
や

美
術
館
図
書
室
に
は
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
う
し
た
場
合
、
先
に
紹
介
し
た
次
の

サ
イ
ト
を
使
っ
て
収
蔵
機
関
を
探
す
こ
と
と
な
る
。 

 W
E

B
C

A
T

 

 

（
必
要
に
応
じ
て
、
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
他
（
編
）、『
学
術
雑
誌
総
合
目
録
』
和
文
編
、
一
九
八

五
年
版
、
欧
文
編
、
一
九
八
八
年
版
、
も
参
考
に
な
る
。） 
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５ 

文
庫
・
新
書
目
録 

  

美
術
書
が
高
額
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
関
連
し
た
図
書
の
場
合
も
含
め
て
せ
め
て
文

庫
・
新
書
で
同
一
の
も
の
が
手
に
は
い
れ
ば
、
と
は
だ
れ
し
も
が
思
う
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
も
努

め
て
、
文
庫
・
新
書
で
の
基
本
図
書
を
紹
介
し
た
。
そ
う
し
た
図
書
の
入
手
の
可
否
を
調
べ
た
り

す
る
場
合
に
役
に
立
つ
の
が
各
社
の
無
料
の
文
庫
・
新
書
目
録
だ
が
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
次
の

目
録
類
は
、
調
査
に
は
一
層
有
用
で
あ
る
。 

 

『
岩
波
文
庫
総
目
録 

一
九
二
七
ー
八
七
』
岩
波
文
庫
編
集
部
編, 

一
九
八
七
年
。
特
に
美
術
研

究
者
に
は
、
岩
波
文
庫
以
外
に
翻
訳
の
な
い
、
し
か
も
絶
版
も
の
を
探
す
時
な
ど
に
、
そ
の
「
分

野
別
書
名
索
引
《
音
楽
・
美
術
》
」
が
役
に
立
つ
（
二
五
六
頁
）
。
ま
た
、
図
像
研
究
に
は
、
《
ギ

リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
文
学
》、《
日
本
文
学
古
典
》、《
哲
学
・
宗
教
》、《
日
本
思
想
》、《
東
洋
思
想
》、

《
仏
教
》、
そ
の
他
。 

 

『
総
合
文
庫
目
録
』
総
合
文
庫
目
録
刊
行
会
、
現
在
入
手
可
能
な
文
庫
を
扱
う
。 

 

『
新
書
総
合
目
録
』
新
書
総
合
目
録
刊
行
会
、
現
在
入
手
可
能
な
新
書
を
扱
う
。 

 

６ 

展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
目
録 

 

『
東
京
都
現
代
美
術
館
所
蔵
・
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
目
録
』
二
〇
〇
〇―
二
〇
〇
一
年
、
二
巻
、
本

文
編
・
索
引
編
。 

 

７ 

年
表 

 

チ
ル
ヴ
ァ
ー
ス
（
監
）『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
年
表
で
読
む
西
洋
絵
画
』（
既
出
） 

オ
ナ
イ
ア
ン
ズ
（
編
）『
世
界
美
術
史
ア
ト
ラ
ス
』
東
洋
書
林 

、
二
〇
〇
八
年
、
薩
摩
・
監
訳
。 

樺
山
他
（
編
）
『
ク
ロ
ニ
ッ
ク
世
界
全
史
』
講
談
社
、
一
九
九
四
年
、
原
色
図
版
が
多
用
さ
れ
て

い
て
、
平
易
に
西
洋
史
を
理
解
す
る
に
は
、
こ
の
中
の
関
連
し
た
年
代
を
先
ず
開
く
。 

ト
レ
ー
ガ
ー
『
ト
ピ
ッ
ク
ス
＆
エ
ピ
ソ
ー
ド
世
界
史
大
年
表
』
平
凡
社
、
一
九
八
五
年
、
邦
訳
・

鈴
木
。 

木
村
靖
二
他
『
世
界
史
大
年
表
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
二
年
。 

宇
野
俊
一
他
（
編
）『
日
本
全
史 

: 

ジ
ャ
パ
ン
・
ク
ロ
ニ
ッ
ク
』、
講
談
社
、
一
九
九
一
年
。 

『
対
外
関
係
史
総
合
年
表
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
。 

太
田
博
太
郎
・
山
根
有
三
・
河
北
倫
明
（
監
）『
原
色
図
典
日
本
美
術
史
年
表
』、
増
補
改
訂
第
三

版 

、
集
英
社
、
一
九
九
九
年
。 

 二 

美
術
書
の
購
入
を
す
る 

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
主
流
と
な
っ
た
現
代
で
は
、
書
店
も
ネ
ッ
ト
上
で
の
購
入
が
先
行
し
て
い
る
。

代
表
的
な
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。 
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新
刊
書 

ア
マ
ゾ
ン
（
日
本
） 

h
ttp

://w
w

w
.a

m
a

z
o
n

.co
.jp

 

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
洋
書
も
購
入
が
可

能
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
等
に
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
。 

 

古
書 

日
本
の
古
本
屋 

h
ttp

://w
w

w
.k

o
sh

o
.o

r.jp
/se

rv
le

t/b
o
o
k

se
le

ct.K
ih

o
n

 

エ
イ
ブ
・
ブ
ッ
ク
ス
（
洋
書
の
古
書
） 

h
ttp

://w
w

w
.a

b
e
b

o
o
k

s.co
m

/ 

ア
マ
ゾ
ンh

ttp
://w

w
w

.a
m

a
z
o
n

.co
.jp

 

 

三 

美
術
館
図
書
室
で
学
ぶ
（
東
京
を
中
心
に
） 

 

美
術
書
は
高
価
で
あ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
も
、
可
能
な
も
の
は
文
庫
・
新

書
で
の
資
料
を
、
英
語
文
献
で
も
ペ
イ
パ
ー
・
バ
ッ
ク
ス
を
中
心
に
紹
介
に
努
め
た
が
、
一
般
の
、

特
に
社
会
教
育
的
な
意
味
で
の
学
問
を
享
受
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
は
、
一
般
の
大
学
図
書
館
も

閉
鎖
性
が
高
い
現
実
を
考
え
る
な
ら
ば
、
残
念
な
が
ら
特
に
高
額
の
大
型
美
術
書
は
容
易
に
手
が

届
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
で
引
用
し
た
も
の
が
閲
覧
で
き
る
代
表
的
な
場

所
を
、
若
干
記
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
美
術
館
付
属
図
書
室
の
存
在
で
あ
る
。
一
般
の
方
々
が
、

展
覧
会
を
鑑
賞
し
た
あ
と
で
、
展
示
作
品
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
に
つ
い
て
調
べ
は
じ
め
よ
う
と

し
た
際
に
は
、
ま
ず
こ
う
し
た
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
す
る
。
ま
た
、
居
住
し
て
い
る

地
域
の
主
要
な
美
術
館
に
、
図
書
室
の
有
無
を
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。 

 

横
浜
美
術
館 

美
術
情
報
セ
ン
タ
ー 

（J
R

桜
木
町
駅
、
他
） 

h
ttp

://w
w

w
.a

rt-m
u

se
u

m
.city.y

o
k

o
h

a
m

a
.jp

/d
a

ta
b

a
se

.h
tm

l 

東
京
都
美
術
館
美
術
図
書
室 

（
東
西
線
木
場
駅
、
他
） 

h
ttp

://m
o
tlib

.o
p

a
c.jp

/ 

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
図
書
室
（J

R

北
浦
和
駅
） 

h
ttp

://w
w

w
.m

o
m

a
s.jp

/1
.h

tm
 

府
中
美
術
館
美
術
図
書
室
（
京
王
線
東
府
中
駅
北
口
、
他
） 

h
ttp

://w
w

w
.city.fu

ch
u

.to
k

y
o
.jp

/a
rt/ 

東
京
国
立
博
物
館
資
料
館
（J

R

上
野
駅
） 

h
ttp

://w
w

w
.tn

m
.g

o
.jp

/jp
/g

u
id

e
/m

a
p

/sh
iry

o
k

a
n

.h
tm

l 

             

http://www.tnm.go.jp/jp/guide/map/shiryokan.html
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補
遺
四 

西
洋
十
七
世
紀
美
術
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
文
献
案
内 

 
「
戦
前
、
日
本
で
刊
行
さ
れ
た
美
術
書
を
読
ん
だ
、
美
術
史
専
攻
の
学
生
は
、
先
ず
全
員
が
勉
強

を
続
け
る
自
信
を
失
っ
た
も
の
だ
」
と
い
う
話
を
ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
い
さ
さ
か
奇

妙
に
聞
こ
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
、
言
葉
通
り
昔
の
学
生
た
ち
の
理
解
力
が
低
か
っ
た
、

と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
、
こ
の
時
代
に
出
さ
れ
た
和
書
が
、
な
か
で
も
翻
訳
書
の
質
が
、

平
易
に
理
解
で
き
な
い
ほ
ど
悪
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
無
理
も
な
い
こ

と
で
、
洋
書
も
わ
ず
か
し
か
手
に
入
ら
ず
、
ま
た
、
翻
訳
者
に
せ
よ
、
実
際
に
西
洋
に
出
か
け
て

作
品
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
人
々
は
、
ほ
ん
の
ひ
と
に
ぎ
り
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。 

 

そ
れ
に
比
べ
る
と
、
現
代
で
は
状
況
も
一
変
し
た
。
西
洋
へ
の
理
解
も
格
段
に
進
歩
し
、
情
報
の

入
り
方
も
遥
か
に
早
い
。
翻
訳
書
、
和
書
も
未
だ
間
違
い
は
あ
る
と
し
て
も
、
昔
と
比
べ
る
と
随

分
よ
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
新
潮
社
の
『
世
界
美
術
辞
典
』
に
書
か
れ
た
西
洋
美
術

史
の
項
目
は
、
一
九
八
五
年
と
い
う
刊
行
年
を
考
え
る
と
、
世
界
の
レ
ヴ
ェ
ル
と
比
べ
て
も
、
事

項
な
ど
に
つ
い
て
は
そ
ん
な
に
内
容
的
に
見
劣
り
す
る
と
も
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
十
七
世
紀
美
術
と
い
う
も
の
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
道
筋

か
ら
入
っ
て
行
け
ば
よ
い
の
か
、
と
筆
者
は
常
々
考
え
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、
英
語
の
図
書
を

読
み
始
め
る
前
の
、
読
み
易
い
和
書
に
よ
る
道
案
内
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
普
通
な
ら
ば
、

第
５
章
で
紹
介
し
た
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
『
美
術
史
の
基
礎
概
念
』
の
邦
訳
を
先
ず
読
み
な
さ
い
、

と
教
わ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
次
に
は
ド
ル
ス
の
『
バ
ロ
ッ
ク
論
』
と
も
い
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
率
直
に
い
っ
て
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
の
こ
の
名
著
を
確
実
に
終
わ
り
ま
で
読
み
こ
な
す
人
が
、

何
人
い
る
だ
ろ
う
か
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
自
明
な
と
こ
ろ
は
省
略
さ
れ
た
こ
の
本
で
は
、
写
真
も

わ
ず
か
な
白
黒
だ
け
で
あ
る
し
、
バ
ロ
ッ
ク
美
術
の
何
も
の
か
が
分
か
る
に
は
時
間
が
か
か
り
過

ぎ
る
。
筆
者
の
考
え
で
は
、
こ
の
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
在
住
し
、
日
頃
、
バ
ロ
ッ
ク
の
作
品
を

美
術
館
や
教
会
な
ど
で
見
な
れ
て
い
る
人
々
に
と
っ
て
初
め
て
、
意
味
が
あ
る
書
物
に
過
ぎ
な
い

の
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
と
し
て
も
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
が
こ
の
書
の
な
か
で
、
バ
ロ
ッ
ク
と
い
う

も
の
の
時
代
概
念
、
あ
る
い
は
様
式
概
念
を
定
式
化
し
得
た
と
い
う
、
歴
史
的
功
績
を
否
定
す
る

と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
も
っ
と
単
純
に
、
遥
か
極
東
の
学
徒
向
け
の
入
門
と
し
て
の
実
際
的
効

果
、
と
い
う
視
点
か
ら
の
評
価
で
あ
る
。 

 

日
本
で
は
当
然
の
こ
と
、
収
蔵
さ
れ
た
バ
ロ
ッ
ク
の
美
術
作
品
は
数
少
な
い
。
限
ら
れ
た
期
間
の

展
覧
会
か
、
わ
ず
か
な
作
品
し
か
な
い
美
術
館
の
常
設
展
示
だ
け
で
あ
る
。
音
楽
は
ま
だ
ま
し
で
、

家
庭
で
も
テ
レ
ビ
の
音
楽
番
組
や
Ｆ
Ｍ
の
ス
イ
ッ
チ
を
ひ
ね
れ
ば
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
や
バ
ッ
ハ

の
音
楽
が
聞
こ
え
て
く
る
。
し
か
し
、
海
外
旅
行
を
す
る
人
が
増
え
て
、
西
洋
美
術
に
対
す
る
関

心
も
随
分
増
し
た
よ
う
だ
が
、
ま
だ
バ
ロ
ッ
ク
だ
け
を
集
中
的
に
見
に
行
く
人
は
少
な
い
だ
ろ

う
。
そ
う
し
た
根
拠
か
ら
考
え
る
と
先
ず
必
要
な
の
は
、
イ
メ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
バ
ロ
ッ
ク
に

そ
こ
か
ら
入
り
そ
の
実
体
を
い
か
に
正
確
に
つ
か
む
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

一 

視
聴
覚
資
料 

 

画
像
情
報
の
大
半
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
入
手
が
可
能
な
時
代
で
あ
る
。
そ
う
し
た

中
で
、
美
術
史
通
史
と
し
て
の
性
格
を
失
わ
ず
に
、
ま
た
、
西
洋
十
七
世
紀
絵
画
に
つ
い
て
基
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礎
的
な
案
内
を
示
す
視
聴
覚
資
料
と
し
て
は
、 

 
ヴ
ィ
デ
オ
・
テ
ー
プ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
監
修
）
、
ビ
デ
オ
『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
』
全
十
三
巻
、
第
１
巻
・
光
と
影
の

王
国
（
ス
ペ
イ
ン
黄
金
時
代
）
、
第
１
０
巻
・
バ
ロ
ッ
ク
の
峰
（
ル
ー
ベ
ン
ス
と
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
）
、
第
１
１
巻
・
太
陽
王
の
世
紀
（
ル
イ
１
４
世
と
ベ
ル
サ
イ
ユ
）
、 

 

二 

図
書
資
料 

 

次
に
は
文
献
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
や
は
り
①
鮮
明
な
色
彩
図
版
が
大
き
く
、
ま
た
②
数
多
く
掲

載
さ
れ
た
、
そ
し
て
な
お
か
つ
③
解
説
が
日
本
人
向
け
に
平
易
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
④
内
容
的
に

正
確
な
も
の
が
、
先
ず
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
考
え
で
は
、
回
り
道
は
し
て
も
、

次
に
挙
げ
た
各
資
料
を
読
み
こ
な
し
て
初
め
て
、
ヴ
ェ
ル
フ
リ
ン
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
え
る

の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
案
内
で
は
、
（
一
）
全
集
、
ま
た
は
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の
、
（
二
）

辞
典
・
事
典
に
絞
っ
て
あ
る
。
バ
ロ
ッ
ク
関
係
の
単
行
本
は
原
則
と
し
て
引
用
し
て
い
な
い
。 

 

１ 

ど
の
本
か
ら
読
み
始
め
る
べ
き
か
・
・
・
・
一
般
的
概
説
書
と
概
説
的
美
術
全
集 

  
 
 

（
１
）
通
読
す
る
な
ら
ば
、 

 

高
階
秀
爾
『
バ
ロ
ッ
ク
の
光
と
闇
』
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
。 

同
『
バ
ロ
ッ
ク
と
ロ
コ
コ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
（
一
九
八
三
年
）
、
全
集
・
岩
波
美
術
館
、

全
二
五
巻
、
歴
史
巻
第
十
室
。
以
上
二
点
は
一
般
向
け
の
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
な
ら
で
は
の
、

平
易
な
入
門
書
。 

高
橋
達
史
、
他
『
バ
ロ
ッ
ク
の
魅
力
』
一
九
九
一
年
、
同
朋
社
、
全
集
・
グ
レ
イ
ト
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
別
冊
。
原
色
図
版
が
鮮
明
で
、
西
洋
十
七
世
紀
絵
画
の
総
論
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
よ
く
伝
え

て
い
る
。 

  

（
２
） 

美
術
史
年
表
を
使
う
な
ら
ば
、 

 チ
ル
ヴ
ァ
ー
ス
（
Ｉ
）（
監
修
）『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
年
表
デ
読
む
西
洋
絵
画
』
二
〇
一
四
年
、
日
本
語

版
監
修
・
木
村
三
郎
・
本
江
邦
夫
、
鐸
木
道
剛
、
日
経
ナ
シ
ョ
ナ
ル 

ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、

監
修
補
佐
・
望
月
典
子
、
安
室
可
奈
子
、
出
羽
尚
、
邦
訳
・
田
中
敦
子
・
岡
崎
秀
。
感
心
の
あ
る

時
代
を
開
け
る
と
、
要
を
得
た
時
代
概
説
と
、
対
応
し
た
年
代
の
期
日
が
得
ら
れ
、
作
品
解
説
も

あ
る
。
美
術
史
通
史
の
図
書
の
次
に
読
む
べ
き
図
書
で
あ
る
。「
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
新
古
典
主
義
「
（
一

五
六
～
二
三
一
頁
。 

 
 

 

（
３
）
全
集
で
調
べ
る
な
ら
ば
、 

 若
桑
み
ど
り
、
神
吉
敬
三
、
坂
本
満
、
高
橋
達
史
、
他
『
バ
ロ
ッ
ク
１
・
２
』
小
学
館
、
世
界
美

術
大
全
集
、
全
二
九
巻
、
第
十
六
・
十
七
巻
、
一
九
九
四
年―

九
五
年
、
内
容
が
最
も
充
実
し
て

い
る
。 
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高
階
秀
爾
、
坂
本
満
、
他
『
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
４
』
小
学
館
、
全
集
・
ル
ー
ヴ
ル
と
パ
リ
の
美
術
、

第
Ⅳ
巻
、
全
九
巻
、1

九
八
六
年
。
本
来
は
個
別
美
術
館
に
つ
い
て
の
全
集
で
あ
る
が
、
内
容
的

に
は
通
史
の
機
能
を
あ
わ
せ
も
ち
、
原
色
図
版
は
特
に
優
れ
て
い
る
。 

高
橋
裕
子
、
他
、
講
談
社
、
全
集
・
名
画
へ
の
旅
、
第
十
一―

十
四
巻
、
一
九
九
二―

九
四
年
、

通
史
を
テ
ー
マ
別
で
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
て
、
豊
富
な
色
彩
図
版
も
あ
り
、
参
考
に
な
る

（
挿
図
３
）。 

土
方
定
一
、
他
『
バ
ロ
ッ
ク
美
術
』
学
習
研
究
社
、
一
九
七
七
年
、
全
集
・
体
系
世
界
の
美
術
、

全
二
十
巻
、
第
十
六
巻
。 

『
ル
ネ
サ
ン
ス
Ⅱ
、
バ
ロ
ッ
ク
、
ロ
コ
コ
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
、
全
集
、
・
朝
日
百

科
、
世
界
の
美
術
、
全
十
四
巻
、
別
巻
一
。
カ
ラ
ー
図
版
に
す
ぐ
れ
る
。
第
４
巻
が
バ
ロ
ッ
ク
美

術
を
含
む
。 

フ
ー
バ
ラ
『
バ
ロ
ッ
ク
・
ロ
コ
コ
美
術
』
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
、
一
九
七
九
年
、
全
集
・
西
洋
美

術
全
史
、
全
十
三
巻
、
第
九
巻
、
邦
訳 

 
前
川
、
高
橋
（
独
版
原
著
、H

U
B

A
L

A
,1

9
7
1

）
。 

 

  

２ 

関
連
し
た
美
術
全
集
は
ど
れ
を
見
る
べ
き
か 

 

（
１
）
絵
画 

 

『
世
界
の
巨
匠
シ
リ
ー
ズ
』
美
術
出
版
社
、
一
九
六
一―

、
既
刊
数
十
巻
、
主
だ
っ
た
大
画
家
個

人
を
調
べ
る
時
は
こ
の
全
集
か
ら
調
べ
始
め
る
。
フ
ェ
ル
ー
ル
（
５
７
・
ウ
ィ
ー
ロ
ッ
ク)

、
プ

ッ
サ
ン(

２
０
・
フ
リ
ー
ド
レ
ン
ダ
ー)

、
ベ
ラ
ス
ケ
ス(

４
９
・
セ
ル
リ
ャ
ス)

、
エ
ル
・
グ
レ
コ

(

１
７
・
ブ
ロ
ン
ス
タ
イ
ン)

、
ス
ル
バ
ラ
ン(

３
８
・
ブ
ラ
ウ
ン)

、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト(

１
１
・
ミ

ュ
ン
ツ)

な
ど
。 

 
 『

カ
ン
ヴ
ァ
ス
世
界
の
大
画
家
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一―

八
五
年
、
全
二
〇
巻
、 

書
か
れ
た
解
説
の
質
は
、
他
を
大
き
く
凌
い
で
い
る
。
色
彩
図
版
も
大
き
く
、
参
考
文
献
も
詳
し

い
。
例
・
プ
ッ
サ
ン
（
木
村
・
高
階
）
、
ル
ー
ベ
ン
ス
（
高
橋
）
、
エ
ル
・
グ
レ
コ
（
神
吉
）
、

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
（
高
階
）
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
（
大
高
）
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
（
高
橋
）
な
ど
。 

 
 
 

 

『
世
界
美
術
全
集
』
集
英
社
、
一
九
七
五―

七
六
年
、
全
一
八
巻
、
大
き
な
図
版
が
特
色
。
小
型

版
も
あ
る
。
ベ
ラ
ス
ケ
ス
（
１
５
・
神
吉
）
、
プ
ッ
サ
ン
（
１
６
・
高
階
）
、
グ
レ
コ
（
１
４
・

吉
川
）
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
（
１
３
・
前
川
・
兼
重
）
、
ル
ー
ベ
ン
ス
（
１
２
・
嘉
門
）
、
カ
ラ
ヴ

ァ
ッ
ジ
オ
（
１
１
・
若
桑
）
な
ど
。 

 

『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
別
冊
美
術
特
集
・
西
洋
編
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
一―

九
四
年
（
１
８
・
ベ

ラ
ス
ケ
ス
・
雪
山
他
、
２
４
・
ル
ー
ベ
ン
ス
・
高
橋
他
、
２
８
・
エ
ル
・
グ
レ
コ
・
大
高
他
） 

 

『
巨
匠
の
世
界
』
タ
イ
ム
・
ラ
イ
フ
・
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
六
九―

七
四
年
、
全
十
八
巻
、
西
洋
の

専
門
家
が
執
筆
し
た
も
の
で
、
巻
末
に
は
文
献
表
が
つ
く
。
例
・
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
（
ウ
エ
ッ
ジ
ウ

ッ
ド
）
、
リ
ユ
ー
ベ
ン
ス
（
ウ
ォ
レ
ス
）
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
（
ニ
コ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
）
。  

 

『
グ
レ
イ
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
』
同
朋
舎
、
一
九
九
〇―

九
二
年
、
全
一
〇
〇
冊
の
画
集
を
ま
と
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め
た
も
の
。
珍
し
い
画
家
の
号
と
作
品
が
あ
る
。
一
〇
〇
号
の
総
索
引
は
、
主
題
、
事
項
、
画
家

等
か
ら
検
索
可
能
。
珍
し
い
画
家
と
し
て
が
、
カ
ラ
ッ
チ
、
ハ
ル
ス
、
ラ
イ
ス
ダ
ー
ル
、
ロ
ラ
ン
、

等
。 

 

『
新
潮
美
術
文
庫
』
日
本
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
編
、
一
九
七
四―

七
六
年
、
全
五
十
巻
、
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
（
嘉
門
）
、
グ
レ
コ 

（
神
吉
）、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル 

（
黒
江
）、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
（
大
高
）、

リ
ュ
ー
ベ
ン
ス 
（
坂
本
）
等
。 

 

『
フ
ァ
ブ
リ
世
界
名
画
集
』
平
凡
社
、
一
九
七
〇―

七
三
年
、
全
一
〇
〇
冊
、
ほ
と
ん
ど
の
主
要

画
家
を
含
む
。
図
版
が
大
き
く
て
便
利
。 

 

『Les Classiques de l`art 
古
典
美
術
全
集
』Flammario

n,
 

仏
語
版
絵
画
全
集
だ
が
、
色

彩
図
版
は
極
め
て
有
用
で
部
分
図
に
優
れ
る
。
カ
ラ
ヴ
ァ
ッ
ジ
オ
（3,

Ottino Dell
a Ch

ie
sa

）
、

ベ
ラ
ス
ケ
ス
（12,Bardi

）
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
（18,Lecaldano

）
、
グ
レ
コ
（19,Frati

）
、

ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
（30,Thuillier

）
、
プ
ッ
サ
ン
（36,Thuillier

）
、
ス
ル
バ
ラ
ン
（38,Frati

）
、

ム

リ

リ

ョ

（55,Antonio 
Gaya 

Nuño
）

ハ

ル

ス

（48,M
ontagni

）

、

ロ

ラ

ン

（49,Roethlisberger

）
な
ど
。 

な
お
、
近
年
、
大
幅
な
改
訂
増
補
版
が
出
た
巻
が
あ
る
。
プ
ッ
サ
ン
、
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
。
イ
タ
リ

ア
語
版
は
、
リ
ッ
ツ
オ
ー
リ
社
か
ら
出
て
い
る
が
、
邦
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
（
集
英
社
）
。

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
（
１
０
・
嘉
門
）
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
（
９
・
神
吉
）
。 

  

（
２
）
素
描 

 

テ
ュ
イ
リ
エ
、
他
『
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
と
パ
リ
の
素
描
Ⅱ
（
１
７
世
紀
）
』
講
談
社
、
一
九
九
七

年
、T

H
U

IL
L

IE
R

, etc.,

邦
訳
・
浦
上
。
全
六
巻
（
一
九
九
六―

九
七
）
は
、
素
描
の
歴
史
と
し

て
は
通
史
の
意
味
を
持
つ
。M

O
N

N
IE

R

（
監
）、
邦
訳
・
諸
川
他
、
項
目
に
よ
っ
て
は
、
関
連

文
献
が
明
記
さ
れ
る
。 

 

『
世
界
の
素
描
』
講
談
社
、
一
九
七
八
年
、
全
三
六
巻
、
画
家
の
個
人
別
デ
ッ
サ
ン
の
全
集
、
例
・

ル
ー
ベ
ン
ス
（
１
０
・
高
橋
）
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
（
１
１
・
兼
重
）
。 

 

モ
ス
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ
他
（
編
）
、
『
世
界
の
素
描
体
系
』
講
談
社
、
一
九
七
六
年
、
全
六
巻
、
監

修
・
山
田
・
小
林
・
東
山
、
邦
訳
・
坂
本
他
、
国
別
の
配
列
。 

  

（
３
）
版
画 

 

坂
本
満
・
吉
川
逸
治
・
ア
デ
マ
ー
ル
（
編
）
『
世
界
版
画
体
系 

G
ra

vu
re en

 O
ccid

en
t

（
Ⅳ
・
１

７
世
紀
）
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
、
全
十
巻
、A

D
H

E
M

A
R

（
作
品
解
題
・
作
者
解
説
）
、

坂
本
（
版
画
概
論
）
。 

  坂
本
満
・
ア
デ
マ
ー
ル
（
編
集
・
解
説
）
『
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
バ
ロ
ッ
ク
の
時
代
』
全
集
・
世
界
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版
画
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
九
年
、
全
十
六
巻
、
第
六
巻
。 

 

 S
T

R
A

U
S

S
 (ed

.),T
h
e Illu

stra
ted

 
 
B

a
rtsch

, A
rab

is B
o
o
k
s,1

9
7
8

-,

刊
行
継
続
中
。
十
九
世
紀
初

頭
に
刊
行
さ
れ
た
バ
ル
チ
ュ
に
よ
る
目
録
を
基
礎
に
そ
の
版
画
の
図
版
を
入
れ
た
浩
瀚
な
全
集
。 

 T
h
e N

ew
 H

o
llstein

 D
u
tch

 &
 F

lem
ish

 E
tch

in
g
s, E

n
g
ra

vin
g
s &

 W
o
o
d
cu

ts 1
4
5
0

-1
7
0
0
,S

o
u
n

d
 

&
 V

isio
n
,1

9
9
4

-,
刊
行
継
続
中
。
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
が
執
筆
し
た
北
方
版
画
目
録
を
新
し
く
作
成

編
集
し
て
い
る
全
集
。
前
全
集
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
二
点
は
画
集
で
あ
り
、
初
学
者
に
も
十
分

活
用
が
可
能
。 

 

（
４
） 

彫
刻 

 

若
桑
み
ど
り
『
バ
ロ
ッ
ク
』
小
学
館
、
世
界
彫
刻
全
集
、
一
九
七
五
年
、
全
十
三
巻
、
第
十
巻
。

数
少
な
い
バ
ロ
ッ
ク
彫
刻
の
入
門
書
。 

 

『
フ
ァ
ブ
リ
世
界
彫
刻
集
』
平
凡
社
、
一
九
七
一―
七
三
年
、
全
二
十
巻
、
例
・
ベ
ル
ニ
ー
ニ
（
３
・

吉
川
）
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
（
２
・
穴
沢
）
。 

 

（
５
）
建
築 

 

磯
崎
新
・
篠
山
紀
信
・
横
山
正
『
バ
ロ
ッ
ク
の
真
珠―

 

サ
ン
・
カ
ル
ロ
・
ア
ッ
レ
・
ク
ァ
ト
ロ
・

フ
ォ
ン
タ
ー
ネ
聖
堂
』
六
耀
社
、
一
九
八
三
年
。
全
集
・
磯
崎
新
・
篠
山
紀
信
建
築
行
脚
、
全
十

二
巻
、
第
九
巻
、
篠
山
の
手
に
な
る
迫
力
の
あ
る
写
真
に
よ
る
バ
ロ
ッ
ク
建
築
の
代
表
作
の
紹
介

と
横
山
の
論
文
が
あ
る
。 

 

山
田
智
三
郎
・
桐
敷
真
次
郎
『
西
洋
Ⅲ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
・
ロ
コ
コ
・
１
９
世
紀
前
半
』

平
凡
社
、
一
九
六
二
年
、
世
界
建
築
大
全
集
、
全
十
四
巻
、
第
八
巻
。 

  
 

（
６
）
工
芸 

 

『
世
界
陶
磁
大
観
』
講
談
社
、
一
九
七
八―

八
〇
年
、
翻
訳
監
修
、
新
・
友
部
・
長
谷
川
、
例
・

５
・
イ
タ
リ
ア
、
６
・
フ
ラ
ン
ス
、
７
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
、
８
・
ド
イ
ツ
。
図
版
に
優
れ
、

世
界
に
も
例
の
少
な
い
大
型
本
に
よ
る
紹
介
書
。 

 

（
７
）
《
美
術
館
》 

 

『
ラ
・
ミ
ュ
ー
ズ 

L
A

 M
U

S
E

 

世
界
の
美
術
館
』
講
談
社
、
一
九
九
二―

九
四
年
。
世
界
の
五

十
の
美
術
館
の
収
蔵
作
品
を
扱
う
。
質
の
高
い
色
彩
図
版
が
あ
る
。
美
術
館
別
に
調
べ
る
際
に
は

便
利
。
海
外
旅
行
の
時
は
先
ず
こ
の
図
書
を
開
く
。
第
五
十
巻
に
総
索
引
。 

 

☆
英
語
版
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
ス
で
の
概
説
的
な
全
集 

  

西
洋
十
七
世
紀
美
術
史
を
、
少
し
専
門
的
に
調
べ
よ
う
と
し
た
思
っ
た
時
に
は
、
「
ペ
リ
カ
ン

美
術
史P

e
lica

n
 H

isro
ry

 o
f A

rt

」
の
概
説
シ
リ
ー
ズ
の
中
の
、
十
七
世
紀
前
後
を
扱
っ
た
も
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の
か
ら
始
め
る
の
が
よ
い
。
改
訂
増
補
版
も
含
む
、 

Y
a
le

 U
. P

. 

の
も
の
が
よ
い
。
フ
ラ
ン
ス

に

つ

い

て

は

、

B
L

U
N

T
(1

9
9
9

,p
b
k

.;1
9

5
7
)

。

イ

タ

リ

ア

は

、

W
IT

T
K

O
W

E
R

(1
9

9
9

,p
b
k

.;1
9

5
8

)

。
フ
ラ
ン
ド
ル
は
、V

L
IE

G
H

E
(2

0
0
4

,p
b
k

.)

。
絵
画
史

だ

け

で

は

、

オ

ラ

ン

ダ

は

,S
L

IV
E

(1
9

9
3

,p
b

k
.)

。

イ

ギ

リ

ス

は

、

W
A

T
E

R
H

O
U

S
E

(1
9

9
4

,p
b
k

.;1
9

5
3

)

。 

 

な
お
、
ハ
ー
ド
・
カ
ヴ
ァ
ー
の
叢
書
は
、
世
界
美
術
史
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
。 

 

３ 

百
科
事
典
・
美
術
辞
（
事
）
典 

 

十
七
世
紀
絵
画
を
中
心
に
基
礎
的
な
こ
と
が
ら
を
簡
単
に
調
べ
る
に
は
、
先
ず
辞
（
事
）
典
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
そ
の
た
め
の
基
礎
的
な
も
の
を
列
挙
し
た
。
こ
の
項
目
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
、
先
ず
初
め
に
参
照
す
る
こ
と
を
薦
め
た
い
も
の
を
、 

冒
頭
に
置
い
て
あ
る
。 

 

（
１
） 

百
科
事
典(

の
中
で
美
術
史
研
究
に
有
用
な
も
の) 

 

一
般
百
科
事
典 

 

『
世
界
大
百
科
事
典
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
七
年
（
一
九
八
五
年
）
、
全
三
四
巻
、
執
筆
者
名
の
入

る
美
術
項
目
に
は
優
れ
た
も
の
が
多
い
。
関
連
し
た
色
彩
図
版
。
小
項
目
に
関
し
て
は
、『
新
潮

世
界
美
術
辞
典
』
の
次
に
開
く
と
よ
い
（
美
術
史
関
連
項
目
編
集
、
柳
・
高
階
、
他
） 

 

『
大
百
科
・
丸
善
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
頁
ア
』
丸
善
、
一
九
九
五
年
、
原
色
図
版
が
多
く
使
わ
れ
、
美

術
史
関
連
頁
は
わ
か
り
や
す
い
。
美
術
史
を
文
化
全
体
の
な
か
で
理
解
す
る
に
は
格
好
の
入
門
的

百
科(

西
洋
美
術
関
連
項
目
編
集
・
辻
・
島
田
・
木
村)

。 

 

『
日
本
大
百
科
全
書
』
小
学
館
、
一
九
八
八―

八
九
年
、
全
二
五
巻
。
図
版
が
多
く
、
ま
た
、
和

書
の
参
考
文
献
が
引
用
さ
れ
て
い
る
（
西
洋
美
術
関
連
項
目
、
中
山
、
友
部
、
桑
原
他
）。 

 

ギ
ブ
ニ
ー
（
編
）
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
テ
ィ
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
九

五
年
、
全
二
十
巻
、
第
三
版
、G

IB
N

E
Y

.

大
項
目
が
多
い
が
、
巻
末
に
あ
る
参
考
文
献
は
有
用

（
美
術
関
連
項
目
、
吉
川
、
坂
本
、
神
吉
、
他
）。 

 T
h

e
 E

n
cy

clop
a

ed
ia

 B
rita

n
ica

,E
n

cy
clo

p
a

e
d

ia
 B

rita
n

ica
,3

0
 v

o
l.1

9
7

4
. 

 

本
書
で
は
、
初
学
者
向
け
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
原
則
と
し
て
英
語
以
外
の
洋
書
は
紹
介
を
避
け
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
色
彩
図
版
と
参
考
文
献
の
入
っ
て
い
る
、
仏
・
独
・
伊
語
の
百
科
事
典

は
、
第
二
外
国
語
の
学
習
を
始
め
て
間
も
な
い
学
生
諸
君
た
ち
に
も
意
味
が
大
き
い
。
初
等
文
法

の
知
識
だ
け
で
も
、
意
欲
の
あ
る
学
生
諸
君
に
は
、
手
が
届
く
範
囲
の
も
の
で
あ
る
。 

 G
ra

n
d

 d
iction

n
a

ire
 e

n
cy

clo
p

e
d

iq
u

e
 L

a
rou

sse
,L

a
ro

u
sse

,c1
9
8

2
-c1

9
8

5
 
 

1
5

 v
o
l. 

二
十
世
紀
末
刊
行
の
仏
語
百
科
と
し
て
は
一
番
の
価
値
を
持
つ
。
色
彩
図
版
を
多
用
し
、
ま
た
参
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考
文
献
を
記
述
し
た
美
術
項
目
に
優
れ
る
。
十
九
世
紀
ラ
ル
ー
ス
の
方
針
を
引
継
ぎ
、
図
像
項
目

に
も
力
を
入
れ
て
い
る 

。
美
術
史
関
連
項
目
、
人
名
に
も
基
本
で
あ
る
。 

 B
ro

ck
h

a
u

s E
n

zy
k

lop
a
d

ie
, B

ro
ck

h
a

u
s,2

0
0
6

,3
0

 B
ä
n

d
e
,

色
彩
図
版
と
適
切
な
参
考
文
献
。 

 L
a

 p
icco

la
 T

recca
n

i, 1
9

9
5

-9
7

 , Istitu
to

 d
e
lla

 e
n

ciclo
p

e
d

ia
 ita

lia
n

a
,1

4
 v

o
l.

極
め
て

高
度
な
画
質
を
見
せ
る
色
彩
図
版
。
イ
タ
リ
ア
の
美
術
家
の
調
査
に
は
、
有
用
。
地
誌
的
な
図
版

に
優
れ
る
。 

 
 時

代
百
科
事
典 

 G
R

E
N

D
L

E
R

(e
d

.),E
n

cy
clo

p
ed

ia
 o

f th
e
 R

e
n

a
issa

n
ce

, S
crib

n
e
r's S

o
n

s
,1

9
9
9

,6
 v

o
l.

ル
ネ
サ
ン
ス
と
い
う
時
代
の
百
科
事
典
。
十
七
世
紀
研
究
と
の
関
連
で
、
前
時
代
の
美
術
史
と
そ

の
周
辺
領
域
と
の
関
係
を
調
べ
る
際
に
先
ず
開
く
と
よ
い
。
中
項
目
主
義
で
読
み
や
す
く
、
参
考

文
献
が
あ
る
。 

 C
A

M
P

B
E

L
L

,T
h

e
 O

x
fo

rd
 D

iction
a

ry
 o

f th
e
 R

en
a

issa
n

ce
,O

x
fo

rd
 U

P
, 

2
0

0
3

,

小
項
目
主
義
で
、
参
考
文
献
が
有
用
。 

 K
O

R
S

 (e
d

.), E
n

cy
clop

ed
ia

 o
f th

e
 E

n
lig

h
ten

m
en

t, O
x
fo

rd
 U

n
iv

e
rsity

 P
re

ss
, 2

0
0

3
, 

4
 v

o
l. 

前
書
と
同
じ
よ
う
に
時
代
百
科
事
典
。
十
七
世
紀
美
術
の
十
八
世
紀
へ
の
影
響
、
関
係
を

調
べ
る
際
に
有
効
。
中
項
目
主
義
で
読
み
や
す
く
、
参
考
文
献
が
あ
る
。 

 

（
２
）
美
術
史
全
般
の
人
名
と
事
項
を
調
べ
る
に
は 

 

『
新
潮
世
界
美
術
辞
典
』
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
、
小
項
目
主
義
で
、
項
目
数
が
多
い
。
現
在
で

も
、
先
ず
、
こ
の
辞
典
を
基
準
が
基
準
と
さ
れ
る
。 

作
家
項
目
だ
け
で
な
く
、
図
像
、
批
評
史

な
ど
の
美
術
史
専
門
用
語
に
も
有
用
。 

 

若
桑
み
ど
り
（
監
）『
世
界
美
術
大
事
典
』
小
学
館 

全
六
巻
、
一
九
八
八―

九
〇
年
、
優
れ
た
原

色
図
版
が
多
く
、
画
集
と
し
て
の
役
割
も
持
つ
。
大
項
目
の
項
目
が
多
く
、
一
方
で
イ
タ
リ
ア
関

係
項
目
に
優
れ
る
。
図
像
項
目
も
あ
る
。
初
学
者
は
、
原
色
図
版
で
作
品
を
確
認
す
る
こ
と
が
重

要
で
、
先
ず
こ
の
事
典
を
開
け
る
こ
と
を
勧
め
た 

 O
S

B
O

R
N

E
, O

x
fo

rd
 C

o
m

p
a
n

ion
 to

 A
rt, C

la
re

n
d

o
n

 P
re

ss
 ,1

9
7

0
.

豊
か
な
巻
末
の
欧
文

参
考
文
献
は
現
代
で
も
有
用
。 

佐
々
木
英
也
（
監
『
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
西
洋
美
術
事
典
』
講
談
社
、
一
九
八
九
年
、O

S
B

O
R

N

の
邦
訳
。
前
二
者
に
は
な
い
、
た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
十
七
世
紀
美
術
に
関
す
る
項
目
が
発
見
で

き
る
。 

 D
U

R
O

/G
R

E
E

N
H

A
L

G
H

, E
ssen

tia
l A

rt H
istory, B

lo
o
m

sb
u

ry,1
9
9

2
, p

b
k

.

簡
易
事
典

だ
が
、
相
対
的
に
少
な
い
項
目
な
が
ら
、
参
考
文
献
が
あ
り
有
用
。 

デ
ュ
ー
ロ
・
リ
ー
ン
ハ
ル
シ
ュ
『
美
術
史
の
辞
典
』
東
信
堂
、
一
九
九
八
年
、
邦
訳
・
中
森
・
清



60 

 

水
、
邦
訳
が
あ
る
も
の
を
追
加
し
て
あ
り
、
簡
単
に
調
べ
る
に
は
便
利
。D

A

や
、
『
新
潮
美
術

辞
典
』
と
併
用
す
る
と
よ
い
。 

 T
U

R
N

E
R

 (e
d

.), D
iction

a
ry

 o
f A

rt, G
ro

v
e
, 1

9
9

6
,3

4
 v

o
l.

図
版
は
少
な
い
が
、
た
い
へ
ん

平
明
な
英
語
で
書
か
れ
て
い
て
、
圧
倒
的
な
情
報
量
を
誇
る
。
本
章
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
、

後
段
で
詳
述
し
て
い
る
。 

 E
n

cy
clop

ed
ia

 o
f W

o
rld

 A
rt, M

cG
ra

w
- H

ill, 1
9
5

9
-8

7
,1

7
v
o
l. 

英
語
版
の
世
界
美
術
百
科

事
典
（
原
著
は
伊
語
版 

1
9

5
8

）
。
少
し
年
代
的
に
古
い
記
事
が
多
い
が
、
内
容
的
に
は
古
典
的

な
内
容
を
含
む
も
の
も
多
い
。
各
巻
末
の
色
刷
り
図
版
等
は
数
も
多
く
、
画
集
的
な
性
格
も
強
く

役
に
た
つ
。In

d
e
x

の
巻
は
、
同
一
主
題
の
検
索
に
役
立
つ
。
こ
こ
に
含
め
た
補
遺
二
巻

（M
Y

E
R

S
,E

G
G

E
N

B
E

R
G

E
R

S
,e

d
.

）
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
情
報
を
含
む
。 

 G
A

Z
E

, D
ictio

n
a

ry
 o

f W
om

e
n

 A
rtists

,D
e
a

rb
o
rn

,1
9
9

7
, 2

 v
o
l.

女
性
美
術
家
事
典
。
た
と

え
ば
、
女
性
画
家
、
ア
ル
テ
ミ
ジ
ア
・
ジ
ェ
ン
テ
ィ
レ
ス
キ
に
つ
い
て 

は
、
詳
し
く
最
新
の
参
考
文
献
と
展
覧
会
歴
、
生
涯
、
作
品
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 C
H

IL
V

E
R

S
, 

T
h

e
 

C
o
n

cise
 

O
x
fo

rd
 

D
iction

a
ry

 
o
f 

A
rt 

a
n

d
 

A
rtists

, 
O

x
fo

rd
 

R
e
fe

re
n

ce
,1

9
9
0

,

英
語
版

p
b

k
.

初
学
者
用
の
、
ハ
ン
デ
ィ
ー
な
事
典
。
研
究
者
の
項
目
な
ど
も

含
む
。 

 

『
國
史
大
辭
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九―

一
九
九
七
年
、 

全
十
七
巻
、
純
粋
な
美
術
事
典

で
は
な
い
が
、
美
術
史
項
目
に
も
優
れ
、
東
西
交
渉
史
の
視
点
か
ら
十
七
世
紀
美
術
を
考
え
る
際

に
、
先
ず
参
照
す
べ
き
も
の
。 

 

『
日
本
歴
史
大
事
典
』
小
学
館
、
二
〇
〇
〇―

二
〇
〇
一
年
、
全
四
巻
、
色
彩
図
版
の
あ
る
美
術

史
関
連
項
目
が
あ
る
。 

 

（
西
洋
美
術
史
に
お
け
る
美
術
辞
典
紹
介
と
し
て
は
、
以
下
の
二
点
を
参
照
さ
れ
た
い
。
太
田
瑞

穂
「
フ
ラ
ン
ス
１
９
世
紀
美
術
事
典
の
成
立
と
展
開
」
『
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研

究
』
十
号
、
二
〇
〇
三
年
、
五
〇―

六
八
頁
。
一
瀬
あ
ゆ
み
「
１
９
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
さ
れ

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
美
術
文
献
」
『
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
』
二
〇
〇
六
年
、
十
三

号
、
五
一―

五
八
頁
。） 

 
 （

３
）
絵
画
事
典 

 

利
倉
隆
・
山
浦
英
一(

編)

『
西
洋
絵
画
史W

h
o
's W

h
o

』
美
術
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。 

初
学

者
向
け
の
入
門
的
画
家
事
典
。
色
彩
図
版
が
多
く
、
手
元
に
置
く
最
初
の
一
冊
と
し
て
の
価
値
が

あ
る
。 

 

黒
江
光
彦
（
監
）
『
西
洋
絵
画
作
品
名
辞
典
』
三
省
堂
、
一
九
九
四
年
、
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
現
代

ま
で
の
約
六
三
〇
名
の
画
家
の
、
約
三
万
点
に
お
よ
ぶ
作
品
の
基
礎
デ
ー
タ
を
収
録
。
文
献
案
内

を
含
む
。
個
々
の
画
家
を
調
べ
る
際
に
は
、
こ
の
辞
典
か
ら
始
め
る
と
よ
い
。 
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 W
R

IG
H

T
, T

h
e
 W

o
rld

's M
a

ster P
a

in
tin

g
s, 2

 v
o
ls. R

o
u

tle
d

g
e
,1

9
9
2

. 

初
期
ル
ネ
サ
ン

ス
か
ら
現
代
ま
で
の
一
三
〇
〇
人
の
画
家
に
つ
い
て
の
作
品
リ
ス
ト
と
最
新
の
文
献
案
内
が
つ

く
。
下
巻
に
は
、
主
題
索
引
が
あ
る
。
画
家
研
究
の
最
初
に
使
用
す
る
と
よ
い
。 

 G
E

A
L

T
, P

a
in

tin
g
 o

f th
e
 G

o
ld

e
n

 A
g
e
 ,G

re
e
n

w
o
o
d

 P
re

ss
,1

9
9

3
.

西
洋
十
七
世
紀
絵
画
に

特
化
し
た
事
典
。 

 M
A

R
T

IN
 

(e
d

.), 
Illu

stra
te

d
 

D
ictio

n
a

ry
 

o
f 

1
7

th
 

C
e
n

tu
ry

 
F

le
m

ish
 

P
a
in

te
rs

, 

R
e
n

a
issa

n
ce

 d
u

 L
iv

re
,1

9
9

4
,3

 v
o
l.

フ
ラ
ン
ド
ル
十
七
世
紀
絵
画
に
特
化
し
た
画
家
事
典
。 

 

（
４
）
版
画
事
典 

 

室
伏
哲
郎
『
版
画
事
典
』
東
京
書
籍
、
一
九
八
五
年
。
基
本
的
に
は
現
代
版
画
に
つ
い
て
の
事
典

で
あ
る
が
、
西
洋
古
典
作
品
に
つ
い
て
の
記
述
が
認
め
ら
れ
、
図
像
項
目
も
あ
り
、
ま
た
、
技
法

に
つ
い
て
の
原
綴
の
確
認
な
ど
が
で
き
る
。 

 B
R

Y
A

N
, 

B
ry

a
n

's 
D

iction
a

ry
 

o
f 

P
a

in
te

rs 
a

n
d

 
E

n
g
ra

v
e
rs

, 
B

e
ll 

a
n

d
 

S
o
n

s, 

1
9

1
9

(1
9

0
3

-1
9

0
4

), re
v. e

d
. 5

 v
o
l.

い
さ
さ
か
古
い
時
代
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
英
語
版
に
お

け
る
基
本
辞
典
。
近
年
の
版
画
（
家
）
研
究
に
は
、D

A
,

を
参
照
さ
れ
た
い
。 

 

英

語

で

の

版

画

家

事

典

と

し

て

の

価

値

を

持

つ
H

P

と

し

て

は

、

h
ttp

://w
w

w
.p

rin
tco

u
n

cil.o
rg

/se
a

rch
.h

tm
l 

 

（
田
中
麻
野
「
西
洋
版
画
研
究
に
お
け
る
基
礎
文
献
紹
介
」『
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
研
究
』
二
〇
〇
七
年
、
十
四
号
、
三―

十
七
頁
、
の
中
に
、
本
格
的
な
版
画
研
究
書
誌
の
紹
介

が
あ
る
） 

  

（
５
）
彫
刻
事
典 

 B
O

S
T

R
O

M
 (e

d
.), T

h
e
 E

n
cy

clop
ed

ia
 o

f S
cu

lp
tu

re
, D

e
a

rb
o
rn

, 2
0

0
4

,2
 v

o
l. 

  

（
６
）
建
築
事
典 

 

ペ
ヴ
ス
ナ
ー
、
他
『
世
界
建
築
事
典
』
鹿
島
出
版
会
、
一
九
八
四
年
、
鈴
木
博
之
・
監
訳
（
英
語

版p
b

k
.

原
著
、P

E
V

S
N

E
R

, e
tc. T

h
e
 P

e
n

g
u

in
 D

iction
a

ry
 o

f A
rch

ite
ctu

re
,1

9
6

6
.

関
連

図
版
、
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
独
語
版
、P

re
ste

l.1
9
9
2

参
照
）. 

 

青
木
繁
、
他
『
建
築
大
事
典
』
彰
国
社
、
一
九
七
四
年
。 

 

（
７
）
工
芸
事
典 

 C
A

M
P

B
E

L
L

(e
d

.), 
T

h
e 

G
ro

v
e
 

E
n

cy
clop

ed
ia

 
o
f 

D
e
co

ra
tiv

e
 

A
rts

, 
O

x
fo

rd
 

U
.P

.,2
0
0

6
,2

 v
o
l.

参
考
文
献
。D

iction
a

ry
 o

f A
rt 

刊
行(1

9
9

6

）
以
降
の
デ
ー
タ
も
記
述
さ
れ
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て
い
る
。 

 F
L

E
M

IN
B

 
a
n

d
 

H
O

N
O

U
R

, 
D

iction
a

ry
 

o
f 

th
e
 

D
e
co

ra
tiv

e 

A
rts,P

e
n

g
u

in
,1

9
7

9
(1

9
7

7
)

英
語
版p

b
k

.,

参
考
文
献
。 

 O
S

B
O

R
N

(e
d

.),T
h

e
 

O
x
fo

rd
 

C
om

p
a

n
io

n
 

to
 

th
e
 

D
e
co

ra
tiv

e
 

A
rts

, 
C

la
re

n
d

o
n

 

P
re

ss
,1

9
7

5
,

参
考
文
献
。 

 

 

（
８
）
室
内
イ
ン
テ
リ
ア
事
典 

 B
A

N
H

A
M

(e
d

.) 
a

n
d

 
S

C
H

R
IM

P
T

O
N

(p
ict.e

d
.),E

n
cy

clop
ed

ia
 

o
f 

In
te

rior 

D
e
sig

n
,1

9
9
7

, D
e
a

rb
o
rn

,2
 v

o
l.

シ
ノ
ワ
ジ
リ
ー
を
は
じ
め
室
内
の
工
芸
史
研
究
に
は
参
考
文

献
等
、
豊
富
な
情
報
が
得
ら
れ
る
。 

  
(

９)

美
術
史
用
語
事
典 

 

専
門
用
語
は
、『
新
潮
世
界
美
術
辞
典
』。『
世
界
大
百
科
事
典
』（
平
凡
社
）
で
先
ず
調
査
す
べ
き

で
あ
る
が
、
よ
り
詳
し
い
情
報
や
、
視
点
の
異
な
っ
た
調
査
の
た
め
に
は
、 

 

高
橋
裕
子
『
西
洋
美
術
の
こ
と
ば
案
内
』
小
学
館
、
二
〇
〇
八
年
、 

色
彩
図
版
が
豊
富
な
入
門

書 

 

益
田
朋
幸
・
喜
多
崎
親(

編
著)

『
岩
波
西
洋
美
術
用
語
辞
典
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年 

 M
E

Y
E

R
, A

 D
iction

a
ry

 o
f A

rt T
e
rm

s a
n

d
 T

ech
n

iq
u

e
s,C

ro
w

e
ll,1

9
6
9

,
英
語
版p

b
k

.

基

本
的
な
専
門
用
語
事
典 

 M
IC

H
A

U
X

, E
lse

v
ie

r's D
ictio

n
a

ry
 o

f A
rt H

istory
 T

e
rm

s, E
lse

v
ie

r,2
0

0
5

.

専
門
用
語

を
英
語
・
仏
語
の
対
訳
で
示
す
。 

 

（
１
０
）
美
術
史
家
辞
典 

 D
ictio

n
a

ry
 o

f A
rt H

isro
ria

n
s 

h
ttp

://w
w

w
.d

ictio
n

a
ry

o
fa

rth
isto

ria
n

s.o
rg

/ 

 

（
１
１
）
美
術
家
索
引
・
美
術
作
品
索
引 

 

恵
光
院
日
（
編
）
『
美
術
家
索
引
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
一
九
九
一
ー
九
二
年
、
日
本
・
東
洋

編
、
西
洋
編
、
全
二
巻
、
美
術
家
に
関
す
る
辞
（
事
）
典
項
目
の
記
述
だ
け
で
な
く
、
国
内
で
開

催
さ
れ
た
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
の
関
連
情
報
が
美
術
家
別
に
載
っ
て
い
る
。
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
に
書

か
れ
た
執
筆
内
容
を
活
用
す
る
に
は
、
先
ず
こ
の
索
引
を
開
く
べ
き
で
あ
る
。 

 

『
西
洋
美
術
全
集
絵
画
索
引
』
日
本
図
書
館
協
会
、
一
九
九
九
年
。 
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『
西
洋
美
術
作
品
レ
フ
ェ
ラ
ン
ス
事
典
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
五
年
。 

以
上
２
点
は
、
美
術
全
集
に
採
録
さ
れ
た
作
品
の
索
引
。
同
一
主
題
の
絵
画
を
探
す
際
に
極
め
て

有
効
で
あ
る
。 

 

（
１
２
）
技
法
・
文
化
財
保
存
事
典 

 

ニ
コ
ラ
ウ
ス
『
絵
画
鑑
識
事
典
』
美
術
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
黒
江
光
彦
（
監
）、 

邦
訳
・
黒
江
信
子
（
原
著
独
語
版
、N

IK
O

L
A

U
S

,1
9

8
2

）。
絵
画
の
価
値
、
来
歴
の
裏
付
け
を

取
る
た
め
な
ど
に
、
実
際
的
な
視
点
か
ら
執
筆
さ
れ
た
事
典
。
原
色
図
版
も
多
く
、
技
術
面
か
ら

も
貴
重
。 

 

ゲ
ッ
テ
ン
ス
・
ス
タ
ウ
ト
『
絵
画
材
料
事
典
』
美
術
出
版
社
、
一
九
七
三
年
、
邦
訳
・
森
田
恒
之

（
独
語
版
原
著
、G

E
T

T
E

N
S

,S
T

A
U

T
,1

9
6

6

）。 

 

ピ
ア
ス
『
西
洋
美
術
史
小
辞
典
』
美
術
出
版
社
、
一
九
九
一
年
改
訂
版
（
一
九
六
八
年
）、
邦
訳
・

大
西
廣
、
他
、 

 

（
１
３
）
服
飾
事
典 

 

石
山
彰
『
服
飾
事
典
』
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
社
、
一
九
七
二
年
。 

 

（
１
４
）
美
学
・
哲
学
事
典 

   

１
４―

１ 

美
学 

 

美
術
批
評
史
の
領
域
で
基
礎
的
な
概
念
を
理
解
す
る
に
は
、 

 

竹
内
敏
男
『
美
学
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
七
四
年
。 

 

ヘ
ン
ク
マ
ン
・
ロ
ッ
タ
ー
（
編
）『
美
学
の
キ
ー
ワ
ー
ド
』
勁
草
書
房
、
二
〇
〇
一
年
、 

後
藤
狷
士
他
監
訳
（
独
版
原
著
、H
E

N
C

K
M

A
N

N
.L

O
T

T
E

R
,1

9
9

2

）
邦
訳
段
階
で
、「
美
学

の
基
本
文
献
」
な
ど
の
和
文
情
報
が
追
加
さ
れ
て
お
り
、
有
用
。 

 

佐
々
木
健
一
『
美
学
辞
典
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
。 

 K
E

L
L

Y
(e

d
.),E

n
cy

clop
ed

ia
 o

f A
e
sth

e
tics

, O
x
fo

rd
 U

.P
.,1

9
9

8
,4

 v
o
l. 

 

１
４―

２ 

哲
学 

 

廣
松
渉
他
（
編
）『
岩
波
哲
学
・
思
想
事
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
。 

 W
IE

N
E

R
(e

d
.), D

iction
a

ry
 o

f th
e
 H

isto
ry

 o
f Id

e
a

s
,  S

crib
n

e
r,1

9
7

3
-7

4
,5

 v
o
l. 

英
語
版

p
b

k
.

編
集
顧
問
に
、G

O
M

B
R

IC
H

が
参
加
し
て
い
て
、
美
学
美
術
史
に
と
っ
て
も
重
要
な
論
考
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が
あ
る
。
邦
訳
・
荒
川
幾
男
他
（
編
）
『
西
洋
思
想
大
事
典
』
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
、
五
巻
、

参
考
文
献
に
邦
訳
情
報
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。 

 H
O

R
O

W
IT

Z
(e

d
.),N

e
w

 D
ictio

n
a

ry
 o

f th
e
 H

istory
 o

f Id
ea

s
, C

. S
crib

n
e
r,2

0
0

5
, 6

 v
o
l.

前
掲
書
の
英
語
版
原
著
の
改
訂
的
な
性
格
が
あ
る
が
、
若
干
編
集
方
針
が
変
わ
り
、
最
新
情
報
に

富
む
。
併
用
が
望
ま
れ
る
。 

 

（
１
５
）
世
界
文
学
事
典 

 

菅
野
昭
正
他
（
編
）『
集
英
社
世
界
文
学
大
事
典
』
一
九
九
六―

九
八
年
、
全
六
巻 

 

同
『
集
英
社
世
界
文
学
事
典
』
二
〇
〇
二
年 

 

『
江
川
卓
他
（
編
）
新
潮
世
界
文
学
事
典
』
増
補
改
訂
、
一
九
九
〇
年 

 

英
語
版
の
入
門
的
文
学
事
典
と
し
て
は
、O

x
fo

rd
 C

o
m

p
a
n

ion
 to…

L
ite

ra
tu

re

の
シ
リ
ー
ズ

の
中
の
各
国
文
学
版(E

n
g
lish

, F
re

n
ch

, G
e
rm

a
n

, e
tc.)

が
有
用
。 

 

（
１
６
）
図
像
学
事
典 

 

ホ
ー
ル
『
西
洋
美
術
解
読
事
典
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
八
年
、
高
階
秀
爾
（
監
）
、
邦
訳
・

沼
辺
信
一
、
他
、
密
度
の
濃
い
情
報
が
あ
る
。（
原
著
、
英
語
版p

b
k

..H
A

L
L

, D
iction

a
ry

 o
f 

S
u

b
je

cts a
n

d
 S

y
m

b
ols in

 A
rt,Ico

n
,1

9
7

4

） 

 

カ
ー=

ゴ
ム
『
西
洋
美
術
鑑
賞
解
読
図
鑑
』
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
四
年
、
高
橋
明
也
（
監
）、
邦
訳
・

川
野
美
也
子
、
色
彩
図
版
に
優
れ
た
入
門
事
典
。
英
語
版p

b
k

.C
A

R
R

-G
O

M
M

, T
h

e
 S

e
cre

t 

L
a
n

g
u

a
g
e
 o

f A
rt (,2

0
0

1
)2

0
0

8
. 

 

荒
俣
宏
『
世
界
大
博
物
図
鑑
』
平
凡
社
、
一
九
八
七―

九
四
年
、
全
七
巻
、
動
物
図
像
を
中
心
に
、

博
覧
強
記
な
著
者
な
ら
で
は
の
図
像
学
百
科
事
典
。 

 

 R
O

B
E

R
T

S
, E

n
cy

clo
p

e
d

ia
 o

f C
om

p
a

ra
tiv

e
 Ico

n
o
g
ra

p
h

y, D
e
a

rb
o
rn

, 1
9
9

8
, 2

 v
o
l.

「
誘
拐
」、
「
死
」
の
よ
う
な
抽
象
概
念
や
、
「
読
書
」、
「
表
情
」
な
ど
の
、
多
彩
な
項
目
を
立
て

て
い
て
、
図
像
学
研
究
の
導
入
を
試
み
て
い
る
。
多
数
の
参
考
文
献
。 

 

（
こ
の
他
は
、
拙
著
『
名
画
を
読
み
解
く
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
』
淡
交
社
、
二
〇
〇
二
年
、
一
四
四

―

一
四
八
、
一
五
三
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
）。 

 

１
６―

１ 

キ
リ
ス
ト
教
主
題
に
つ
い
て 

 

関
連
し
た
主
要
な
作
品
の
カ
ラ
ー
図
版
を
探
す
に
は 

諸
川
春
樹
（
監
）『
カ
ラ
ー
版
・
西
洋
絵
画
の
主
題
物
語
Ⅰ
（
聖
書
編
）』
美
術
出
版
社
、
一
九
九

七
年 
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し
っ
か
り
と
調
べ
る
に
は 

柳
宗
玄
・
中
森
義
宗
（
編
）『
キ
リ
ス
ト
教
美
術
図
典
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年 

 
名
取
四
郎
他
（
編
）『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年 

 

『
キ
リ
ス
ト
教
大
事
典
』
教
文
館
、
改
訂
版
、
一
九
八
三
年
。 

『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
』
上
智
大
学
（
編
）、
冨
山
房
、
一
九
四
〇―

六
〇
年
、
全
五
巻
。 

『
キ
リ
ス
ト
教
人
名
辞
典
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
会
、
一
九
八
六
年
。 

『
新
カ
ト
リ
ッ
ク
大
事
典
』
研
究
社
、
一
九
九
六―

二
〇
一
〇
年
、
全
六
巻 

 C
R

O
S

S
 

a
n

d
 

L
IV

IN
G

S
T

O
N

E
 

(e
d

.), 
T

h
e
 

O
x
fo

rd
 

D
ictio

n
a

ry
 

o
f 

th
e
 

C
h

ristia
n

 

C
h

u
rch

 , O
x
fo

rd
 U

. P
..,1

9
9

7
(1

9
5

7
),

若
干
専
門
的
な
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
事
項
に
は
先
ず
、

こ
の
事
典
。 

 H
IL

L
E

R
B

R
A

N
D

 
(e

d
.), 

T
h

e
 
O

x
fo

rd
 E

n
cy

clop
ed

ia
 
o
f 

th
e
 
R

e
fo

rm
a

tion
, 

O
x
fo

rd
 

U
.P

.1
9

6
,4

 v.

宗
教
（
反
）
改
革
関
係
の
事
項
に
は
こ
の
百
科
事
典
。 

 F
A

R
M

E
R

, O
x
fo

rd
 D

iction
a

ry
 o

f S
a

in
ts

, O
x
fo

rd
 R

e
fe

re
n

ce
,1

9
7
8

,

英
語
版p

b
k

.

初
学

者
が
手
元
に
置
い
て
よ
い
図
書
。 

 

１
６―

２ 

ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
・
歴
史
の
主
題
に
つ
い
て 

 

関
連
し
た
主
要
な
作
品
の
カ
ラ
ー
図
版
を
探
す
に
は 

諸
川
春
樹
（
監
）『
カ
ラ
ー
版
・
西
洋
絵
画
の
主
題
物
語
Ⅱ
（
神
話
編
）』
美
術
出
版
社
、
一
九
九

七
年 

 

し
っ
か
り
と
調
べ
る
に
は 

松
原
國
師
『
西
洋
古
典
学
事
典
』 

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年 

膨
大
な
デ
ー
タ
を
集
め
た
近
年
の
収
穫
。 

 

高
津
春
繁
『
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
〇
年
。
和
書
で
最
も
信
頼
度

の
高
い
辞
典
。 

 

グ
ラ
ン
ト
・
ヘ
イ
ゼ
ル
『
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
神
話
事
典
』
大
修
館
、
一
九
八
八
年
、
西
田
実
訳

（
主
幹
）、
図
版
が
多
い
（
英
語
版
原
著
、G

R
A

N
T

,H
A

Z
E

L
,1

9
7

3

）。 

 R
E

ID
, 

T
h

e
 

O
x
fo

rd
 

G
u

id
e
 

to
 
C

la
ssica

l 
M

y
th

o
log

y
 

in
 

th
e
 
A

rts, 
1
3

0
0

-1
9

9
0

s
., 

O
x
fo

rd
 U

. P
.1

9
9
3

, 2
 v

o
l.

膨
大
な
数
の
関
連
作
品
を
収
集
し
て
い
る
。
多
数
の
典
拠
、
参
考
文

献
を
明
示
。 

 S
M

IT
H

 
(e

d
.), 

A
 
D

ictio
n

a
ry

 
o
f 

G
re

e
k

 
a

n
d

 
R

o
m

a
n

 
B

io
g
ra

p
h

y
 
a

n
d

 
M

y
th

olo
g
y, 

T
a
u

ris , (1
8

8
0

) 2
0

0
7

復
刻
版, 3

 v
o
l. 

古
典
的
な
名
著
。 

 H
O

R
N

B
L

O
W

E
R

 a
n

d
 S

P
A

W
F

O
R

T
H

 (e
d

.), T
h

e
 O

x
fo

rd
 C

la
ssica

l D
ictio

n
a

ry
, 3

rd
 

e
d

., re
v
 , O

x
fo

rd
 U

. P
. 

 
2

0
0

3
(1

9
4
7

).

執
筆
者
の
書
名
入
り
記
事
。
近
年
改
訂
さ
れ
た
名
著

で
、
旧
版
に
較
べ
、
情
報
も
最
新
の
も
の
を
集
め
て
い
る
。
図
像
関
連
項
目
だ
け
で
な
く
、
広
く
、
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古
典
古
代
に
関
す
る
項
目
が
あ
る
。 

 
１
６
ー
３ 

肖
像
・
モ
デ
ル
事
典 

 『
美
術
作
品
レ
フ
ェ
ラ
ン
ス
事
典
（
人
物
・
肖
像
篇
）
』
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
二
〇
〇
七
年
、

た
と
え
ば
、
ル
ー
ベ
ン
ス
の
妻
で
あ
っ
た
、
エ
レ
ー
ヌ
・
フ
ル
マ
ン
を
引
く
と
、
彼
女
を
描
い
た

多
く
の
作
例
と
全
集
関
連
図
版
が
発
見
で
き
る
。 

 J
IM

IN
E

Z
, D

ictio
n

a
ry

 o
f A

rtist’
s M

od
els,D

e
a
rb

o
rn

,2
0

0
1

,

前
事
典
と
同
じ
よ
う
に
引

く
と
、
フ
ル
マ
ン
の
生
涯
と
、
本
格
的
な
参
考
文
献
が
見
つ
か
る
。 

 

１
６―

４ 

ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
・
シ
ン
ボ
ル
辞
典 

 

前
掲
書
・
拙
著
『
名
画
を
読
み
解
く
ア
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
』
一
四
五―

一
四
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い)

。 

 

ビ
ー
ダ
ー
マ
ン
『
図
説
世
界
シ
ン
ボ
ル
事
典
』
八
坂
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
（
独
語
版
原
著
、

B
IE

D
E

R
M

A
N

N
,1

9
8

9

） 

 

（
１
７
）
人
名
辞
典 

 

相
田
重
雄
他
（
監
）『
コ
ン
サ
イ
ス
外
国
人
名
事
典
』
三
省
堂
、
一
九
九
九
年
（
第
三
版
）(

美
術

史
関
連
項
目
・
柳
・
青
柳
・
鈴
木
、
他)

。 

 

『
岩
波
世
界
人
名
大
辞
典
』
岩
波
書
店
辞
典
編
集
部 

(

編
集)

、
二
〇
一
三
年
、
岩
波
書
店
、
全
二

巻
（
美
術
史
関
連
項
目
。
森
・
他
） 

 

『
岩
波
西
洋
人
名
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
一
年
（
増
補
版
）。 

 

（
１
８
）
地
名
辞
典 

 

谷
岡
武
雄
（
監
）『
コ
ン
サ
イ
ス
外
国
地
名
事
典
』
三
省
堂
、
一
九
九
八
年
（
第
三
版
）。 

 

（
１
９
）
西
洋
外
国
語
辞
典 

 

美
術
史
関
連
専
門
用
語
の
邦
訳
に
関
し
て
信
頼
で
き
る
も
の
は 

英
語 

『
小
学
館
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
大
辞
典
』
一
九
七
三
年
（
版
画
・
中
林
）。 

『
ジ
ー
ニ
ア
ス
英
和
大
辞
典
』
二
〇
〇
一
年
、 

大
修
館
、
専
門
語
校
閲
（
山
梨
） 

仏
語 

『
小
学
館
ロ
ベ
ー
ル
仏
和
大
辞
典
』
一
九
八
八
年
、
専
門
語
校
閲
（
美
術
史
他
・
木
村
、
絵
画
技

術
他
・
黒
江
、
版
画
・
岩
井
、
工
芸
・
樋
田
）。 

伊
語 

『
小
学
館
伊
和
中
辞
典
』
（
第
二
版
）
一
九
九
九
年
、
専
門
語
校
閲
（
絵
画
・
彫
刻
、
裾
分
・
濱
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谷
）。 

蘭
語 

『
講
談
社
オ
ラ
ン
ダ
語
辞
典
』
一
九
九
四
年
、
執
筆
（
協
力
）・
高
橋
。 

ス
ペ
イ
ン
語 

『
小
学
館
西
和
中
辞
典
』 

一
九
九
〇
年
、
専
門
語
校
閲
（
大
高
）。 

 

（
２
０
）
ハ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク 

 

２
０―

１ 

美
学
・
美
術
史 

 

ポ
イ
ン
ト
ン
『
は
じ
め
て
の
美
術
史
』
ス
カ
イ
ド
ア
、
一
九
九
五
年
、
邦
訳
・
木
下
。 

英
語
版
原
著p

b
k

. : P
O

IN
T

O
N

, H
isto

ry
 o

f A
rt, A

 S
tu

d
e
n

t H
a
n

d
b

o
o
k

,R
o
u

tle
d

g
e
,4

 

e
d

.1
9
9

7
(1

9
8

0
). 

マ
イ
ナ
ー
『
美
術
史
の
歴
史
』
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
〇
三
年
、
邦
訳
・
保
井
他
、
英
語
版
原
著

p
b

k
.M

IN
O

R
,A

rt H
isto

ry
's H

istory, P
re

n
tice

 H
a
ll,2

d
 e

d
.2

0
0

7
(1

9
9
4

). 

J
O

N
E

S
, 

A
rt 

R
ese

a
rch

 
M

e
th

od
s 

a
n

d
 

R
eso

u
rce

s 
: 

a
 

G
u

id
e
 

to
 

F
in

d
in

g
 

A
rt 

In
fo

rm
a

tion
,2

n
d

 e
d

., re
v. a

n
d

 e
n

l. 1
9

8
4

(1
9

7
8

),

英
語
版p

b
k

. 

B
A

R
N

E
T

,A
 S

h
o
rt G

u
id

e
 to

 W
ritin

g
 a

b
ou

t A
rt, P

re
n

tice
 H

a
ll ,2

0
0

7
.

英
語
版p

b
k

. 

当
津
武
彦
編
『
美
の
展
望
・
・
・
西
洋
美
学
史
へ
の
展
望
』
世
界
思
想
社
、
一
九
八
八
年
。 

C
O

O
P

E
R

.A
 C

o
m

p
a
n

ion
 to

  A
e
sth

e
tics

,W
ille

y
-B

la
ck

w
e
ll,1

9
9

5
,

英
語
版p

b
k

. 

 

（
２
１
）
文
献
案
内
（
和
書
を
中
心
と
す
る
） 

 

既
出
の
本
格
的
な
美
術
全
集
に
は
参
考
文
献
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
広
い
視
野
で
参
考
文

献
を
集
め
て
い
る
や
や
本
質
的
な
も
の
に
絞
っ
て
指
摘
し
た
い
。 

 

『
楽
し
い
美
術
本
ガ
イ
ド
』
美
術
出
版
社
、
一
九
九
四
年
。
幅
広
く
基
本
図
書
を
集
め
。
解
題
を

付
し
た
労
作
。
読
書
案
内
と
し
て
は
先
ず
こ
の
図
書
か
ら
。 

 

高
階
秀
爾
『
美
の
思
索
家
た
ち
』
新
潮
社
、
一
九
六
七
年
。
批
評
史
に
関
し
て
優
れ
た
解
題
。
書

誌
案
内
。 

 

２
１―

１ 

十
七
世
紀
美
術
を
中
心
と
し
た
西
洋
美
術
全
般 

 

神
吉
敬
三
・
若
桑
み
ど
り
（
編
）『
バ
ロ
ッ
ク
１
』
全
集
・
世
界
美
術
大
全
集
（
既
出
）、
第
十
六

巻
、
一
九
九
四
年
、
四
七
八―

四
八
二
頁
、 

 

坂
本
満
・
高
橋
達
史
（
編
）
『
バ
ロ
ッ
ク
２
』
同
全
集
、
第
十
七
巻
、
一
九
九
五
年
、
四
九
〇―

四
九
四
頁
。 

 

千
足
伸
行
（
監
）『
新
西
洋
美
術
史
』
西
村
書
店
、
一
九
九
九
年
、
四
五
四―

四
五
五
頁
。 

 

吉
川
逸
治
（
監
）
『
西
洋
美
術
史
』
美
術
出
版
社
、
四
三―

五
四
頁
、
四
章
に
は
、
日
本
に
お
け
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る
バ
ロ
ッ
ク
の
受
容
が
理
解
で
き
る
。 

 
『
バ
ロ
ッ
ク
美
術
』
既
出
、
全
集
・
体
系
世
界
の
美
術
（
既
出
）
、
第
十
六
巻
、
四
〇
六―

四
一

七
頁
、
各
ジ
ャ
ン
ル
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
概
説
が
参
考
に
な
る
。 

 F
E

L
T

O
N

,
《

S
o
u

th
e
rn

 
B

a
ro

q
u

e

》

;W
H

E
E

L
O

C
K

,

《

N
o
rth

e
rn

 

B
a

ro
q

u
e

》,E
W

A
,X

V
I,1

9
8
3

. 

英
語
文
献
に
よ
る
バ
ロ
ッ
ク
研
究
案
内
。 

 D
O

W
N

E
S

,

《B
a

ro
q
u

e
》,1

9
9

6
,D

A
 

 

２
１―

２ 

各
分
野 

 

２
１―

２―

１
絵
画 

 

『
カ
ン
ヴ
ァ
ス
世
界
の
大
画
家
』（
中
央
公
論
社
）
の
巻
末
に
は
相
当
高
度
な
情
報
が
あ
る
。 

 C
R

O
P

P
E

R
 a

n
d

 D
E

M
P

S
E

Y
,

《T
h

e
 S

ta
te

 o
f R

e
se

a
rch

 in
 th

e
 Ita

lia
n

 P
a
in

tin
g
 o

f th
e
 

S
e
v
e
n

te
e
n

th
 C

e
n

tu
ry

》;H
A

V
E

R
K

A
M

P
B

K
.E

G
E

M
A

N
N

/

《T
h

e
 S

ta
te

 o
f R

e
se

a
rch

 o
f 

in
 N

o
rth

e
rn

 B
a

ro
q

u
e
 A

rt

》,A
B

誌,1
9

8
7

. 

 

２
１―

２―

２ 

版
画 

 

坂
本
満
「
版
画
散
歩―

枝
道
編
５
」『
ガ
レ
リ
ア
通
信
』（
ガ
レ
リ
ア
・
グ
ラ
フ
ィ
カ
）
一
九
八
六

年
、
２
３
、
二―

四
頁
。
わ
か
り
や
す
い
解
説
が
あ
る
。 

 

佐
川
美
智
子
他
、
『
版
画
の
技
法
と
表
現
』
改
訂
版
、
一
九
九
一
年
、
町
田
国
際
版
画
美
術
館
、

一
七
九―

一
八
七
頁
。 

 

グ
リ
フ
ィ
ス
『
西
洋
版
画
の
歴
史
と
技
法
』（
二
〇
一
三
年
、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
邦
訳
・ 
越

川
倫
明
他 

、
一
三
三
～
一
四
二
頁
、
原
著
・
英
語
版 

G
R

IF
F

IT
H

S

、1
9

9
6

.2
0

1
0

） 

 

青
木
茂
（
監
）『
カ
ラ
ー
版
世
界
版
画
史
』
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八
九―

一
九
三
頁
。

近
年
の
資
料
も
拾
っ
て
い
る
。 

 

田
中
麻
野
「
西
洋
版
画
研
究
に
お
け
る
基
礎
文
献
紹
介
」（『
ア
ー
ト
・
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

研
究
』
二
〇
〇
七
年
、
十
四
号
、
十
三
～
十
七
頁
） 

 H
IN

D
, H

isto
ry

 o
f E

n
g
ra

v
in

g
 &

 E
tch

in
g
,1

9
2

3
:

復
刻
版D

o
v
e
r,

英
語
版p

b
k

.p
.3

9
3

-4
1

9
.

に
詳
し
い
情
報
が
あ
る
。S

U
U

F
IL

D
, e

tc.,

《P
rin

ts

》D
A

,1
9

9
6

. 

 

２
１―

２―

３ 

建
築 

 

横
山
正
『
バ
ロ
ッ
ク
の
真
珠
』
一
九
八
三
年
（
既
出
）、
一
八
二―

一
八
四
頁
。
書
誌
紹
介
。 
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桐
敷
真
次
郎
『
西
洋
建
築
史
』
共
立
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、
叢
書
・
建
築
学
の
基
礎
３
、
一
七
六

―
一
七
七
頁
（
邦
語
参
考
文
献
）。 

 

ペ
ヴ
ス
ナ
ー
『
新
版
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
建
築
序
説
』
、
彰
国
社
、
一
九
八
九
年
、
邦
訳
・
山
口
他
、
四

〇
一―
四
〇
四
頁（
洋
書
）。原
著
英
語
版p

b
k

. A
n

 O
u

tlin
e o

f th
e
 E

u
rop

e
a
n

 A
rch

ite
ctu

re
, 

P
e
n

g
u

in
 B

o
o
k

s,1
9

8
3

(1
9

4
3

),p
.4

6
2

-4
6

7
. 

 

末
永
航
他
『
西
洋
建
築
様
式
史
』
美
術
出
版
社
、
一
九
九
五
年
、
一
九
一―

一
九
二
三
頁
（
和
書
）。 

 

２
０―

２―

４ 

西
洋
史 

 

中
村
道
雄
・
吉
田
寅
編
『
世
界
史
の
た
め
の
文
献
案
内
』
山
川
出
版
社
、
一
九
八
二
年 

谷
川
稔
・
渡
辺
和
行
（
編
）『
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
』 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、(

一
九
九
三)

二
〇

〇
六
年 

 
 


